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判
権
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形
成
・
確
立
を
め
ぐ
っ
て
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(

ブ

行

政

法

研

究

フ

ン

そ
の
一
)

ス

神

序

説

第
一
章
夫
革
命
期
の
行
政
と
司
法
と
の
権
力
分
立
概
念
と
そ
の
法
制
化

一

序

説

ご
大
革
命
当
時
に
お
け
る
権
力
分
立
概
念

三
行
政
と
司
法
と
の
権
力
分
立
に
関
す
る
原
則
の
法
制
化

四
活
動
行
政
に
よ
る
行
政
訴
訟
事
件
の
審
理

五
行
政
裁
判
所
の
設
置

第
ご
章
行
政
権
と
司
法
権
と
の
権
限
分
配
の
修
正
と
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
設
置
に
よ
る
判
例
の
統
一

一

序

説

ご
行
政
裁
判
所
制
度
の
歴
史
的
概
況

三
行
政
権
と
司
法
権
と
の
権
限
分
配
に
関
す
る
判
例
の
対
立
と
そ
の
傾
向

四
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
設
置
と
判
例
の
統
一
化
(
以
上
前
号
)

谷

Og 
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第
三
章
行
政
権
と
司
法
権
と
の
権
限
分
配
の
修
正
と
権
限
裁
判
所
の
判
例
に
よ
る
統
一
(
以
下
本
号
)

一
第
ご
帝
政
下
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
概
況

一
一
第
三
共
和
制
下
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
攻
の
整
備

ゴ
一
策
ご
帝
政
下
に
お
け
る
国
の
訴
訟
に
関
す
る
判
例
の
対
立
と
そ
の
傾
向

四
権
限
裁
判
所
の
設
置
に
伴
う
国
の
訴
訟
に
関
す
る
判
例
の
統
一
化

五
地
方
団
体
の
訴
訟
に
関
す
る
判
例
と
そ
の
進
化
お
よ
び
統
一

六
む
す
び
ー
そ
の
当
時
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
評
価

第
四
章
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
と
そ
の
意
義

一

序

説

一
一
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
の
生
成

一
ニ
ラ
フ
ェ
リ
エ
!
ル
に
よ
る
と
の
理
論
の
体
系
化

四
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
の
意
義
お
よ
ひ
効
栄

第
三
章

行

政

権

と

司

法

権

と

の

権

限

分

配

の

修

正

と

権

限

裁

判

所

の

判
例
に
よ
る
統
一

H
H
 

フランス行政法成立史

第
二
帝
政
下
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
概
況

二
月
革
命
に
よ
る
共
和
政
府
が
崩
壊
し
、
第
二
帝
政
に
入
る
と
、
一
八
五
二
年
一
月
一
四
日
の
憲
法
の
前
文
が
宣
言
し
て
い
る
よ
う
に
、

帝
国
に
お
け
る
政
治
制
度
へ
の
復
帰
が
主
張
さ
れ
、
第
二
共
和
制
下
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
議
会
制
度
を
先
の
時
代
の
制
度
に
も
ど

そ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
た
。

乙
の
よ
う
な
政
治
的
傾
向
か
ら
、

第
二
共
和
制
の
も
と
で
実
現
を
み
た
訴
訟
に
関
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ

グ
タ
の
固
有
の
裁
判
権
お
よ
び
権
限
争
議
に
関
す
る
権
限
裁
判
所
の
固
有
の
裁
判
権
の
制
度
は
、

従
来
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
解
散
宣
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説

言
お
よ
び
一
八
五
二
年
一
月
二
五
日
の
新
た
な
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
組
織
お
よ
び
権
限
に
関
す
る
組
織
命
令
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
わ
ず

か
三
年
余
り
の
短
か
い
生
命
を
も
っ
て
、
第
二
帝
政
の
実
現
と
と
も
に
消
え
た
の
で
あ
っ
た
ω

論

乙
の
時
代
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
君
主
制
の
伝
統
に
一
致
し
て

立
法
お
よ
び
高
等
行
政
の
権
限
と
と
も
に

こ
の
よ
う
に

限
争
議
お
よ
び
行
政
訴
訟
事
件
の
審
理
権
を
そ
れ
自
身
に
取
り
戻
し
た
上
級
裁
判
権

C
5
5色
。
ロ
由
民
間
)hH55m)
を
あ
わ
せ
も
っ
た
国
の

長
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
園
の
長
の
一
の
コ
ン
セ
イ
ユ
と
し
て
、

一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
以
前
の
状
態
に
復
帰
し
た
。
だ
が
、

ζ

の
コ

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
状
態
に
比
し
て
、
二
つ
の
重
要
な
改
革
が
、
訴
訟
事
件
の
判
断
の
方
法
に
つ
い
て
も
た
=
り
さ

れ
た
。
そ
の
第
一
は
、
留
保
さ
れ
た
司
法
の
制
度
に
お
い
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
総
会
に
常
に
排
他
的
に
帰
属
し
て
い
た
判
決
権
を
、
あ

る
範
囲
に
お
い
て
こ
の
総
会
と
訴
訟
部
と
の
聞
に
配
分
し
た
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、

公
開
さ
れ
ず
弁
護
土
が
要
求
さ
れ
る
と

と
も
な
い
事
件
の
判
断
権
は
、
訴
訟
部
の
み
に
帰
属
す
る
ζ

と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、

ζ

の
時
代
の
訴
訟
部
は
、
弁
護
士
の
要
求
さ
れ

る
事
件
の
予
審
お
よ
び
準
備
の
任
務
と
、

弁
護
士
の
要
求
さ
れ
な
い
事
件
の
判
断
の
任
務
と
い
う
こ
つ
の
混
合
的
な
職
権
主
自
己
包
σロ-

a
o
g
B
-
M
g回
)
を
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
第
二
の
改
革
は

公
開
の
討
論
に
列
席
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
総
会

の
構
成
の
修
正
で
あ
り
、
乙
の
総
会
は
、
一
八
四
五
年
の
法
律
が
規
定
す
る
よ
う
な
通
常
役
務
の
す
べ
て
の
構
成
員
を
包
含
す
る
代
り
に
、

訴
訟
部
の
構
成
員
と
二
つ
の
理
由
に
よ
り
行
政
部
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
た
評
定
官
の
み
で
構
成
き
れ
る
と
と
と
さ
れ
た
(
ト
M
阻
止
ト
紳
↑
M
K
4

軌
)
。
と
の
結
果
、
訴
訟
事
件
を
審
理
す
る
総
会
に
お
い
て
も
、

と
の
訴
訟
部
は
、

そ
の
構
成
に
お
い
て
よ
り
強
力
な
割
合
を
占
め
、
判
決

に
つ
い
て
多
く
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
に
な
り
、
事
件
の
審
査
に
よ
り
よ
い
保
障
の
途
を
聞
い
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
に

乙
の
時
期
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は

留
保
さ
れ
た
司
法
の
制
度
に
復
帰
し
な
が
ら
も

留
保
さ
れ
だ
司
法
の
制
度
に

伴
う
欠
陥
の
是
正
に
努
め
、
先
の
制
度
に
く
ら
べ
て
、

い
く
ば
く
か
の
整
備
な
い
し
は
進
化
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、

権
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r 
乙
の
時
期
に
お
い
て
は
、
行
政
訴
訟
の
方
法
お
よ
び
そ
の
手
続
の
耐
で
も
か
な
り
の
進
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る。

ζ

の
点
は
、
先
述
し
た
越
権
乱
部

(
F
E
n
s
g
旬
。
日
開
Mnp二
巾
旬
。

5
0片
岡
田
)
の
手
段
の
よ
り
一
般
的
な
普
及
の
点
に
現
わ
れ
て
い

れ
と
と
も
に
、

法
律
の
明
文
の
根
拠
を
欠
き
な
が
ら
も
、

進
展
を
み
た
訴
訟
方
法
で
あ
っ
た
が
、

七
月
王
制
以
後
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
上
に
独
自
の

る

元
来
、

乙
の
越
権
訴
訟
は

と
の
訴
訟
忙
つ
い
て
弁
護
士
を
強
制
す
る
乙

と
を
や
め
た
上
に
印
紙
・
登
録
以
外
の
一
切
の
費
用
を
免
除
す
る
一
八
六
四
年
一
一
月
二
日
の
デ
ク
レ
の
施
行
に
よ
っ
て
、
安
価
か
つ
便

一
八
六

O
年
か
ら
一
八
七

O
年
の
時
期
に
お
い
て
、

宜
な
こ
の
訴
訟
は
、
さ
ら
に
い
ち
じ
る
し
い
利
用
を
見
る
に
至
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
普
及
の
結
果
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
は
、
訴

訟
の
不
受
理
の
理
由

2
2
m
g
t
ロ
O
ロ・

2
2
g
w
)
を
禁
止
し
、
適
法
性
の
問
題
に
つ
い
て
生
じ
た
す
べ
て
の
行
政
行
為
に
対
す
る
訴
訟

判
決
権
を
留
保
し
、
政
治
的
統
治
的
な
性
質
を
も
つ
こ
と
を
理
由
に
訴
訟
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
決
定
を
減
少
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を

そ
の
訴
訟
手
段
は
一
段
と
整
備
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

み
せ
、
違
法
な
行
政
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
を
蒙
っ
た
市
民
の
保
障
に
貢
献
し
、

同

山

開

-rrHHFFH0・
吋
g
H
H
P
F
H・
同

Y

N印
酌

!
N印
叶
・

凶
だ
が
、

ζ

の
訴
訟
部
の
弁
護
士
の
要
求
さ
れ
な
い
事
件
の
判
決
権
限
は
、
例
外
的
な
幾
分
選
択
的
な
名
義
で
の
み
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
訴
訟
部

の
評
定
官
の
一
人
ま
た
は
政
府
委
員
に
よ
っ
て
そ
の
移
送
が
要
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
事
件
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
公
開
の
会
議
で
あ
る
総
会
に
移

送
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
(
一
八
五
二
年
一
月
二
五
日
の
組
織
命
令
第
一
二
条
)
。

則
行
政
裁
判
所
が
、
そ
の
事
件
の
内
容
に
つ
い
て
、
行
政
庁
の
判
断
に
代
わ
る
判
決
を
す
る
と
と
が
で
き
ず
、
行
政
庁
の
権
限
の
限
界
を
審
査
し
、
単
に

そ
の
権
限
を
超
過
し
て
い
る
処
分
を
取
消
す
に
す
ぎ
な
い
訴
訟
を
い
う
。
わ
が
国
で
い
え
ば
、
一
一
種
の
抗
告
訴
訟
的
な
性
格
を
有
す
る
訴
訟
で
あ
る
が
、

訴
の
要
件
な
ど
に
異
な
る
点
が
見
ら
れ
、
ま
た
わ
が
国
の
抗
告
訴
訟
と
異
な
り
、
沿
革
的
に
、
本
来
的
な
行
政
訴
訟
(
目
。

8
2
8
5
E
H
包
白
山
口
町
向
曲
民

間肖

O官
O
B
E件
仏
伊
丹
)
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
補
充
的
な
行
政
訴
訟
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
点
に
、
そ
の
特
色
を
有
す
る
。
こ
の
越
権
訴
訟
の
性
格
に

つ
い
て
は
、
神
谷
「
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
訴
訟
制
度
」
公
法
研
究
第
一
五
号
、
一
二
三
一
二
四
頁
参
照
。

凶

F
・
〉
E
n
c
n
w
(
U
C
口松岡冊目
8
∞
E
H
F円四日町岡山田可呂
B

2

F

門
日
円
。
昨
包
B
E
E
E巳
戸

ω
E・
5∞
印
切
片

-
H
}
U
・
2
H
!日
H
N
・
な
お
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

の
大
多
数
の
判
例
は
、

ζ

の
越
権
訴
訟
の
準
拠
を
、
一
七
九
O
年
一

O
月
七
日
1

一
四
日
の
法
律
の
「
行
政
団
体
に
対
す
る
無
権
限
の
異
議
は
、
一
般
行

フランス行政法成立史
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鋭

政
の
長
た
る
国
王
に
提
起
さ
れ
る
」
と
い
う
法
交
に
求
め
て
お
り
、
オ
l
コ
ッ
ク
は
、
乙
の
訴
訟
の
原
理
の
出
発
点
を
、
行
政
裁
判
所
の
組
織
に
つ
い
て

長
い
間
適
用
さ
れ
て
き
た
国
の
長
の
行
政
訴
訟
の
判
決
権
の
留
保
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
出
、
第
二
章
二

(
3
)
、
北
法
一
二

巻
二
号
二
六
二
|
二
六
三
頁
頁
参
照
。

同
一
八
六
四
年
一
一
月
二
日
の
デ
ク
レ
は
、
乙
の
他
K
、
民
事
お
よ
び
軍
事
の
年
金
の
事
項
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
た
訴
に
弁
護
士
を
つ
け
る
ζ

と
を
免
除

し
、
公
事
業
・
物
品
供
給
契
約

κ関
す
る
事
件
、
お
よ
び
行
政
が
国
有
公
産

(
r
ι
c自
己
ロ
伶
母
百
一
S
S
の
代
表
者
と
し
て
行
動
す
る
す
べ
て
の
紛
争
に

お
い
て
国
が
費
用
負
担
を
命
ぜ
ら
れ
う
る
岡
田
を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
重
要
な
事
項
と
し
て
、
と
の
デ
ク
レ
は
、
大
臣
が
決
定
を
す
る
ζ

と
な
し

に
二
カ
月
以
上
を
経
過
し
た
と
き
に
は
、
下
級
機
関
の
行
為
に
対
し
て
大
臣
に
提
起
さ
れ
て
い
た
訴
を
直
接
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
係
属
さ
せ
る
ζ

と
を

許
し
、
大
臣
の
裁
判
(
可
虫
色
。
ロ

gzzb江
巳
互
の
規
制
を
目
的
と
す
る
重
要
な
定
め
を
規
定
し
て
い
る
。

論

第
三
共
和
制
下
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
整
備

(

I

)

 

委
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
の
採
用
に
よ
る
行
政
裁
判
制
度
の
整
備

一
八
七

O
年
九
月
四
日
の
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
第
三
共
和
制
下
の
国
防
政
府
は
、

て
、
第
二
帝
政
下
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
構
成
員
の
職
務
の
停
止
を
宣
言
し
、

一
八
七

0
4九
月
一
五
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ

コ
ン
セ
イ
ユ
ニ
ア
タ
の
再
組
織
法
律
が
制
定
さ
れ
る
造
の

期
間
の
暫
定
的
な
作
業
を
確
保
す
る
た
め
に
、
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
八
名
の
評
定
官
と
十
名
の
訓
査
官
な
ど
よ
り
な
る
暫
定
委
員

会
(
ロ
ロ
四

8
自
B
5
5ロ
官
0
4
U
0
5
)
を
創
設
し
た
。

こ
の
委
員
会
に
お
い
て
は

第
二
帝
政
下
に
改
正
さ
れ
た
一
八
五
二
年
の
訴
訟
手

続
は
、
弁
護
士
の
要
求
さ
れ
る
か
否
か
に
よ
る
訴
訟
部
と
訴
訟
会
議
(
一
ピ
お
目
立
宮
骨
ロ
8
5
2
5
cと
と
の
間
の
訴
訟
事
件
の
配
分
の
点

に
関
し
て
適
用
さ
れ
続
け
た
が
、

こ
「
一
八
七

O
年
一

OJo

る
こ
と
と
な
っ

7
{月
三
日
の
デ
ク
乙
だ
カ

若
干
の
修
正
を
う
け
、

公
開
の
弁
論
(
一
巾
回
出
足

5
5
2
℃
ロ
ゲ
一
吾

5)
が
す
べ
て
の
委
員
会
で
行
わ
れ

と
の
委
員
会
は
、

緊
急
の
行
政
的
お
よ
び
訴
訟
的
な
事
件
の
進
渉
の
た
め
に
の
み
構
成
さ
れ

7

、:。

句
、

J
V
争
h

つ
い
で
恒
久
的
な
行
政
裁
判
所
に
関
す
る
討
論
が
、

そ
れ
ゆ
え

国
民
議
会
に
よ
っ
て
論
議
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ

た。
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乙
の
第
三
共
和
制
の
初
期
に
は
二
八
七
一
年
四
月
一
阿
川
の
市
町
村
料
紙
法
律

(
F
Z
=ロ
ロ
ロ
互
宮
ぽ
)
お
よ
び
周
年
八
月
一

O
日
の
県
組

織
法
律

(-toF門
同
省
担
込
町
田

ggw)
の
制
定
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
中
人
集
権
を
緩
和
し
、

地
方
の
利
援
に
お
い
て
中
央
の
権
限
の
行
為

を
減
少
し
よ
う
と
す
る
一
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

乙
の
傾
向
を
代
表
し
た
の
が
、
議
会
の
内
部
の
い
わ
ゆ
る
地
方
分
権
委
員
会
乞
同

B
B
-

S
5
5ロ
母
庶

BEE--由
主
。
ロ
)
の
見
解
で
あ
っ
た
。

地
ト
々
の
白
山
の
発
展
に
対
す
る
妨
害
を
行

そ
し
て

乙
の
地
方
分
権
委
員
会
は

政
裁
判
権
の
中
に
見
出
そ
う
と
し

一
八
七
二
年
六
月
一
同
日
に
付
託
さ
れ

こ
の
委
員
会
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
法
伴
案
は

県
参
事

会
(
円
。
ロ
∞
2
-
E
M
)
H
b
r
n昨
日
巾
)
の
廃
止
を
提
案
し
、
従
来
の
県
参
事
会

ω訴
訟
権
限
を
、

行
政
的
に
知
事
が
決
定
す
る
事
項
を
除
い
て

司
法
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
を
主
張
し

さ
ら
に
県
参
事
会
の
控
訴
裁
判
所
と
し
て
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
廃
止
に
よ
っ
て
、

将
来
に
す
べ
て
の
行
政
裁
判
を
廃
止
す
べ
き
こ
と
を
付
託
し
た
。
だ
が
、

こ
の
法
律
案
は
、
国
民
議
会
に
お
い
て
何
ら
の
議
論
の
対
象
に

も
な
り
え
ず
、

一
八
七
二
年
五
月
二
凶
日
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
組
織
法
律
に
よ
っ

行
政
裁
判
所
の
制
度
は
維
持
さ
れ

か
え
っ
て

行
政
訴
訟
に
関
す
る
訴
お
よ
び
越
権
に
よ
る
取
消
請
求
に

つ
い
て
終
審
と
し
て
(
印

o
c
g
g
Z叩
g
g
c
判
決
す
る
権
利
が
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

て

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
訴
訟
権
限
は
強
化
さ
れ

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
、

(斗

半
世
紀
聞
に
わ
た
っ
て
徐
々
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
を
規
律

一
八
三
二
年
に
樹
立
さ
れ
一
八
四
五
年
に
承
認
さ
れ
た
法
規
の
三
つ
の
重
要
な

と
の
一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
組
織
法
律
は

フランス行政法成立史

し
て
き
た
一
八
四
九
年
お
よ
び
一
八
五
二
年
の
立
法
と
、

組
織
法
律
を
結
合
さ
せ
て
、

会
に
よ
る
評
定
官
の
任
命
、

新
ら
し
い
コ
ン
セ
イ
ユ
ム
ア
タ
を
設
置
し
た
。

訴
訟
事
項
に
お
け
る
固
有
の
裁
判
権
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
委
任
、

こ
の
法
律
は

一
八
四
九
年
の
立
法
か
ら

国
民
議

ま
ず

お
よ
び
権
限
裁
判
所
の
制
度
を
借

つ
い
で
、

こ
の
法
律
は

用
し
た
。

一
八
五
二
年
の
立
法
か
ら

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
訴
訟
部
と
訴
訟
会
議
と
の
聞
の
訴
訟
事
件
の
判

断
権
限
の
分
配
、
お
よ
び
乙
の
訴
訟
部
と
行
政
部
に
よ
っ
て
委
任
さ
れ
た
構
成
員
よ
り
な
る
訴
訟
特
別
会
議
の
制
度
を
借
り
、

文
」
'
り
に
、

近
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説

一
八
コ
二
年
お
よ
び
一
八
四
五
年
の
規
定
か
ら
、
検
察
(
一

2
E
E印
同
昨
日
間
)
ロ

Z
R
)、
口
頭
の
弁
論
お
よ
び
法
廷
の
公
開
の
制
度
を
受
け
い
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

論

乙
の
一
八
七
二
年
に
採
用
さ
れ
た
諸
制
度
の
う
ち
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
べ
き
事
項
は
、

一
八
四
九
年
の
第
二
共
和
制
下
で
一
時
的
に

採
用
さ
れ
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
固
有
の
裁
判
権
の
委
任
、

復
活
で
あ
る
。
元
来
、
行
政
訴
訟
の
判
決
に
対
す
る
承
認
を
国
王
に
留
保
す
る
留
保
さ
れ
た
司
法
の
制
度
は
、
行
政
化
対
す
る
大
臣
責
任

す
な
わ
ち
委
任
さ
れ
た
司
法
の
原
則
な
ら
び
に
権
限
裁
判
所
の
制
度
の

第
三
共
和
制
下
の
政
府
お
よ
び
国
民
議
会
は
、

理
由
が
な
い
と
し
、
留
保
さ
れ
た
司
法
の
制
度
を
放
棄
す
る
こ
と
に
一
致
し
た
。
こ
の
結
果
、
来
背
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
は
以
後
恒
久
的

の
原
理
に
基
く
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

と
の
大
臣
責
任
の
原
理
の
援
用
は

と
と
ろ
で
、

K
維
持
さ
れ

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
自
己
の
固
有
の
名
で
訴
訟
の
判
決
を
下
す
乙
と
が
認
め
ら
れ
る
乙
と
と
な
り
、

(
7〉

法
律
上
の
原
理
に
修
疋
さ
れ
て
、

そ
れ
以
前
に
お
い

て
も
現
実
の
慣
行
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
制
度
は
、

そ
の
実
現
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。
第
三
共
和
制
下
に

お
い
て
は
、

一
八
四
九
年
の
立
法
に
お
け
る
訴
訟
部
の
制
度
の
よ
う
に

そ
の
裁
判
機
関
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
他
の
部
か
ら
完
全
に

分
離
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、

と
の
委
任
さ
れ
た
司
法
の
完
全
な
実
現
は
、
行
政
裁
判
の
活
動
行
政
か
ら

そ
れ
に
し
て
も
、

の
独
立
を
表
示
し
、

過
去
一
世
紀
近
く
に
わ
た
る
行
政
裁
判
制
度
の
整
備
の
完
了
を
意
味
し
、
行
政
裁
判
の
司
法
化
を
達
成
し
た
も
の
と

し
て
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
史
上
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

は

ζ

の
第
二
帝
政
下
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
職
務
の
停
止
に
つ
い
で
、
一
八
七

O
年
九
月
一
九
日
の
デ
ク
レ
は
、
官
吏
に
対
す
る
訴
追
に
つ
い
て
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
許
可
を
必
要
と
す
る
旨
を
規
定
し
た
共
和
八
年
の
憲
法
第
七
五
条
の
規
定
を
廃
止
し
た
ο

こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
後
官
吏
は
行
政
的
な
保

障
を
う
け
え
ず
、
官
吏
に
対
す
る
訴
追
は
自
由
に
さ
れ
う
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

間
一
八
七
二
年
五
月
二
四
日
の
法
律
の
第
九
条
は
、
越
権
訴
訟
に
つ
い
て
、
「
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
行
政
諸
庁
の
行
為
に
対
す
る
越
権
を
理
由
と
す
る

取
消
の
請
求
に
つ
い
て
終
審
と
し
て
判
決
す
る
」
と
規
定
し
、

ζ

の
規
定
に
よ
っ
て
、
越
権
訴
訟
は
、
こ
の
時
代
に
始
め
て
法
律
の
明
文
に
よ
る
訴
訟
と
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同

し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
州
・
。
門
同
何
回
H
W
(
U
D
ロ
R
E
H
m
w
E
H
包
1
5
5
5
H
門
戸
件
F
F
H
U
印
印
!
日
仏
u
P
2
・
H
H
H
・
匂
-
E
印
1
m
u酌

印
刷
・
ド
白
同
一
命
H
H
F
ι
v
H
0
・
吋
同
白
山
芯
u
F
r
H
Y
N
∞∞-

凶
第
三
共
和
制
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
第
二
共
和
制
下
の
よ
う
に
、
立
法
権
の
付
属
物
と
し
て
の
役
割
を
果
す
機
関
で
は
な
く
、
第
二
共
和
制
下
に

比
し
て
法
律
の
準
備
作
業
の
占
め
る
役
割
は
滅
少
し
て
お
り
(
と
の
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
内
部
に
お
い

て
、
立
法
部
は
一
八
七
二
年
か
ら
一
八
七
九
年
迄
一
時
廃
止
さ
れ
て
い
る
て
む
し
ろ
執
行
権
の
補
助
の
使
命
を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
議

会
に
よ
る
評
定
官
の
任
命
も
、
革
命
に
よ
る
政
治
的
配
慮
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
議
会
の
長
く
固
執
す
る
と
こ
ん
で
は
な
く
、
一
八
七
五
年
二
月
二

五
日
の
法
律
に
よ
っ
て
、
共
和
国
大
統
領
の
任
命
に
切
り
か
え
わ
れ
て
い
る
。

聞
と
の
権
限
裁
判
所
を
設
置
す
る
に
当
っ
て
、
議
会
側
で
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
お
よ
び
破
殴
院
か
ら
選
出
さ
れ
た
構
成
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
に
有

利
な
裁
判
権
を
主
張
し
て
、
結
局
ζ

れ
を
主
宰
す
る
大
田
が
ひ
と
り
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
を
憂
慮
し
、
司
法
大
医
(
ぽ
四
日
常
仏
2
2
8
Z
H
)
の

主
宰
を
廃
止
し
、
議
会
に
よ
り
指
名
さ
れ
る
三
名
の
構
成
員
を
、
権
限
裁
判
所
に
参
加
さ
せ
る
と
と
を
提
案
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
提
案
は
政
府
と

議
会
と
の
聞
の
妥
協
に
よ
り
成
立
し
な
か
っ
た
。

ζ

の
司
法
大
臣
の
主
宰
は
、
ジ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
本
質
的
な
政
治
家
(
Z
B
目
。
2
8
口居
-
Z
B
g
H

明

D
E
E
S
一
)
を
加
入
さ
せ
た
と
と
に
な
り
、
一
八
七
二
年
に
組
織
さ
れ
た
権
限
裁
判
所
の
唯
一
の
欠
陥
で
あ
る
と
論
評
さ
れ
て
い
る
o
C
F
H
D
ロ
♂
D
匂
・
2
F

℃
・
念
。
2
M
M
-
s
u
・
な
お
、
第
三
共
和
制
下
の
権
限
裁
判
所
は
、
第
二
共
和
制
下
と
異
な
り
、
会
計
裁
判
所
の
判
決
の
上
訴
を
審
理
す
る
こ
と
な
く
、
権

限
争
議
の
判
断
の
み
を
そ
の
任
務
と
し
て
い
る
。

附
デ
ュ
フ
ォ
ー
ル
(
口
三
曲
目
。
)
は
、
と
の
委
任
さ
れ
た
司
法
の
採
用
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
。
「
見
識
あ
る
精
神
の
持
ち
主
は
、
行
政
裁

判
所
が
、
そ
の
構
成
に
よ
っ
て
民
事
裁
判
所
の
前
で
見
出
し
う
る
保
障
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
提
供
す
る
こ
と
を
常
に
要
求
し
て
き
た
。
政
府
は
、
コ
ン
セ

イ
ユ
に
国
有
の
裁
判
権
を
与
え
、
乙
の
決
定
に
判
決
の
価
値
を
授
与
し
て
、
先
の
立
法
で
す
で
に
樹
立
さ
れ
た
よ
き
裁
判
の
保
障
の
完
成
を
提
議
す
る
に

遼
巡
し
な
い
。
同
様
に
、
他
の
時
代
に
お
い
て
、
訴
訟
事
項
に
お
け
る
コ
ン
セ
イ
ユ
の
決
定
が
相
異
な
る
決
定
を
す
る
権
利
が
属
す
る
執
行
権
の
長
に
よ

っ
て
是
認
さ
れ
た
後
で
の
み
権
威
を
有
す
る
制
度
を
支
持
す
る
た
め
に
援
用
さ
れ
た
理
由
は
、
も
は
や
心
中
に
確
信
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
:

行
政
の
責
任
の
原
理
を
防
禦
す
る
必
要
性
に
値
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
大
臣
た
ち
は
、
彼
等
が
行
政
ま
た
は
司
法
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
さ
れ
た
決
定

を
執
行
す
る
と
き
に
は
、
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
実
際
に
お
い
て
も
、
コ
ン
セ
イ
ユ
に
よ
っ
て
提
議
さ
れ
た
決
定
は
修
正
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
。

:
:
:
ζ
の
実
際
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
に
帰
属
す
る
固
有
の
裁
判
権
の
制
度
に
お
い
て
、
行
政
の
独
立
の
た
め
に
恐
怖
す
る
危
険
が
架
空
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
て
き
た
。
」

n正
一
宮
門
開
・
円
え
2
E
b
B
v
吋
円
日
芯
w
F
H
・
司
-
M
吋。!N己・

m
c
g
ロ
m
w
D
H
)
・
門
戸
匂
・
印
。
。
・

フランス行政法成立史
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大
臣
裁
判
の
制
度
の
廃
止

論

右
に
述
べ
た
立
法
に
よ
る
委
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
の
実
現
と
な
ら
ん
で
、
第
三
共
和
制
下
の
行
政
裁
判
制
度
は
、
他
の
一
の
重
要
な

委
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
の
採
用
の
結
果
、

進
化
を
達
成
し
た
。

そ
れ
は

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
上
に
実
現
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
大

臣
裁
判

(
F
g
E∞可
φ
官
官
)
の
制
度
の
決
定
的
な
放
棄
で
あ
る
。

乙
の
大
臣
裁
判
の
制
度
を
理
解
す
る
た
め
に
は

フ
ラ
ン
ス
に
特
有
な
行
政
裁
判
制
度
の
歴
史
を
回
顧
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
先
述

し
た
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
大
革
命
期
の
特
殊
事
情
か
ら
、
革
命
初
期
の
諸
法
律
は
、
権
力
分
立
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
行

政
の
す
べ
て
の
裁
判
官
か
ら
の
分
離
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
共
和
八
年
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
創
設
さ
れ
、
行

政
の
内
部
に

真
の
裁
判
機
関
が
育
成
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が

留
保
さ
れ
た
司
法
の
制
度
の
下
で
は

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
勧

告
に
事
実
上
従
い
な
が
ら
も
、
行
政
訴
訟
の
判
決
権
は

い
ま
だ
原
理
上
、
同
の
長
に
帰
属
し
て
い
た
。

ζ

の
よ
う
な
革
命
直
後
の
「
行

政
は
裁
判
官
を
も
つ
べ
き
で
は
な
い
し
と
す
る
起
源
と
用
論
と
は
、
委
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
が
達
成
さ
れ
た
一
八
七
二
年
以
後
に
お
い

で
さ
え
、
行
政
裁
判
制
度
に
あ
る
種
の
後
続
痕
状
(
円
号
仲
間
5
2
田

2
5
F
m
)
を
存
続
さ
せ
た
。

し
た
が
っ
て
、
実
際
上
、

タ
は
法
律
に
よ
っ
て
明
白
に
予
見
さ
れ
た
場
合
に
の
み
権
限
を
有
し

コ
ン
セ
イ
ユ
・
J

ア

行
政
訴
訟
に
つ
い
て
一
般
的
な
権
限
を
有
す
る
裁
判
官
(
ぽ
官
官

門田町内町。昨ロ
O
B
B
Cロ
)
は
、
先
に
し
ば
し
ば
引
用
し
た
一
七
九

O
勾
お
よ
び
共
和
三
年
の
法
律
の
制
定
直
後
に
お
け
る
と
同
様
に
大
臣
で
あ

り
、
私
人
の
す
べ
て
の
請
求
は
ま
ず
裁
判
官
と
し
て
判
決
す
る
大
は
に
提
起
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
で
の
み
、
控
訴
と
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

J

ア
タ
に
提
起
さ
れ
る
、

と
の
よ
う
な
大
臣
裁
判
の
理
論
は
、
ま
ず
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
八
八
一
年
の
ブ
ウ
ガ
ル
事
件
(
∞
。
ロ
宮
正
)
の
判
決
に
お
い
て
、

斥
さ
れ
た
。

乙
の
事
件
は
、
市
町
人
の
雇
人
(
巾
S
1
0
1
)
な
い
し
は
職
筒
円
で
あ
っ
た
原
告
ブ
ウ
ガ
ル
氏
が
そ
の
刊
金
を
精
算
す
る
県
知
事
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の
決
定
を
争
っ
て
出
訴
し
た
の
で
あ
っ
た
が

被
告
の
側
か
ら

「
こ
の
知
事
の
決
定
は
前
も
っ
て
大
臣
に
付
託
さ
れ
て
お
ら
ず

的
階
層
と
訴
訟
裁
判
官
と
し
て
の
大
臣
に
帰
属
す
る
権
能
に
つ
い
て
の
原
則
に
よ
り
、

大
臣
は

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
先
立
っ
て

の
知
事
の
決
定
の
効
力
に
つ
い
て
宣
告
す
る
べ
く
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
抗
弁
が
提
出
さ
れ
、

訴
の
不
受
理
が
要
求
さ
れ

た
。
乙
れ
に
対
し
て
、
政
府
委
員
ゴ
メ
ル
(
の
O
B
Z
は

こ
の
知
事
の
決
t

一
止
の
根
拠
法
令
で
あ
り
、
「
知
事
は

こ
の
日
ま
で
国
の
長
ま

た
は
内
務
大
臣
の
決
定
を
必
要
と
す
る
県
ま
た
は
市
町
村
の
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
、

こ
れ
川
後
判
定
す
る
(
印

E
C
R
)」
旨
を
規
定
し

た
一
八
五
二
年
三
月
五
日
の
デ
ク
レ
の
第
一
条
を
解
釈
し
て
、
「
乙
の
条
文
は
当
事
者
に
能
力

(
p
g
F昨
)
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

lま

乙
の
事
項
に
関
し
て
大
臣
に
提
訴
す
る
乙
と
を
当
事
者
に
許
容
す
る
。

そ
れ
は

紋
判
を
さ
せ
る
た
め
に
、
(
行
政
)
階
層

邦字}、、、
J

J
j
よ
刊
日
日

的
な
方
法
に
従
う
ζ

と
を
排
他
的
に
義
務
づ
け
て
は
い
な
い
」
と
論
告
し
た
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
も

こ
の
政
府
委
員
の
諭

そ
し
て

告
を
容
れ
て
、
「
知
事
の
上
述
の
決
定
が
、
市
町
村
の
雇
人
お
よ
び
職
員
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
れ
金
の
支
払
い
請
求
(
一

2
骨
B
S仏
2

8

E
G
E
L
同
氏
。
ロ
)
に
つ
い
て
判
定
す
る
権
利
を
知
事
に
与
え
あ
・
:
一
八
七
二

4
三
月
二
五
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
さ
れ
、
乙
の
攻
撃
さ
れ
た

決
定
が
こ
の
デ
ク
レ
の
六
条
に
従
い
内
務
大
臣
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、

そ
れ
で
も
な
お
、

そ
れ
は
訴
訟
の
方
法
に
よ

(二ヰ

っ
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
係
属
さ
れ
る
性
質

ω決
山
ん
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
、

大
国
の
判
断
を
経
る
こ
と
な
く
、
直
接
コ
ン
セ
ユ
・

フランス行政法成立史

J

ア
タ
に
出
訴
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

の
判
決
に
お
い
て

乙
の
大
臣
裁
判
の
理
論
は

一
八
八
二
年
の
カ
ン
ヌ
市
事
件

(
ぐ
丘
町
内
凶
凸
わ
回
ロ
ロ
巾
印
)

つ
い
で

再
び
否
定
さ
れ

こ
の
事
件
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

た。

す
な
わ
ち
、

カ
ン
ヌ
市
と
初
等
教
育
に
関
す
る
宗
教
評
議
会
(
ロ

5
8ロ
唱
荷
主
。
ロ

同町
E
m
5
5
0
H巳
巳
Z
m
s
m
E
P
-
U
5
2
2
2
5ロ
℃
江
田
町
弓
巾
)
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
契
約
を
履
行
さ
せ
よ
う
と
す
る
請
求
が
司
法
裁
判
所
に
提

起
さ
れ
、
司
法
裁
判
所
の
側
で
は

乙
の
契
約
が
有
効
に
認
可
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
決
定
さ
せ
る
た
め
に
、
行
政
機
関
へ
の
移
送
を
決
定

マ丁
政と

そ
れ
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し
、
行
政
機
関
の
決
定
が
あ
る
ま
で
そ
の
判
決
を
延
期
す
る
旨
を
判
示
し
た
。

こ
の
契
約
に
対
す
る
認

乙
れ
に
対
し
て

カ
ン
ヌ
市
は

可
は
県
の
長
官
(
戸
市
回
開
口
弘
仲
間

F
g
m
g今
回
]
)
の
権
限
外
で
あ
っ
て
違
法
で
あ
る
と
主
日
放
し
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
ム
ア
タ
に
直
接
出
訴
し
た
。

論

こ
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
「
こ
の
請
求
は
、
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
(
℃
印
ご
O
ロ
。
σ百)、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
先
立
っ
て
判
決
す
る
こ
と

が
知
事
に
も
大
臣
に
も
属
し
な
い
場
合
に
該
当
す
る
」
と
述
べ
て
、

でデ
あタ
つハ lと
たL提
。起

す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
を
判
刀て

し

市
町
村
は
直
接
そ
の
訴
を
コ
ン
セ
イ
ユ
・

従
来
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
を
変
更
し
て
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

大
臣
裁
判
の
理
論
を
排
斥
し
た
の

右
に
述
べ
た
二
つ
の
判
決
は

法
律
の
明
白
な
指
定
が
な
い
場
合
で
も

直
接
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
訴
を
提
起
す
る
乙
と
の
可
能
性

を
認
め
て
、
大
臣
裁
判
の
制
度
の
廃
止
の
端
緒
を
聞
い
た
。

r
-
2
3

、

大
カ

こ
れ
ら
二
つ
の
判
決
に
お
い
て
は
、

陳
さ
れ
て
お
ら
ず
、

理
論
的
な
裏
づ
け
を
欠
き
、

と
の
二
つ
の
判
決
だ
け
で
は
、

い
ま
だ
そ
の
理
由
も
充
分
に
閉

そ
の
放
棄
は
決
定
的
と
は
ぎ
守
え
な
い
。
そ
の
確
定
的
な

放
棄
に
至
る
ま
で
に
は
、
な
お
数
年
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
の
大
臣
裁
判
の
原
則
は
、
市
の
道
路
お
よ
び
水
路
の
技
師
長
会
話
合

5
5・仏
5
2
2
H
r
z
g
E
m
巳
門
同
町
田
町
田
口
同
)
の
職
務
の
廃
止

に
伴
う
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る
一
八
八
九
年
一
二
月
一
三
日
の
カ
ド
事
件
(
わ
色
。
同
)
の
判
決
に
よ
っ
て
、
一
二
た
び
排
斥
さ
れ
、
以
後
、

決
定
的
に
放
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ζ

の
原
則
は

乙
の
事
件
は

マ
ル
セ
イ
ユ
市
が
右
の
技
師

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
上
、

長
の
職
務
を
廃
止
し
た
た
め
、

そ
の
職
に
あ
っ
た
カ
ド
氏
が
、
市

K
対
し
て
、

そ
の
職
務
の
廃
止
に
伴
う
罷
免
に
よ
り
蒙
っ
た
損
害
の
賠

償
を
求
め
て
民
事
裁
判
所
に
出
訴
し
た
ζ

と
に
始
ま
り
、
民
事
裁
判
所
は
、
岡
市
と
カ
ド
氏
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
契
約
は
民
事
上
の
雇

傭
契
約
の
性
格
を
有
し
な
い
と
し
て

つ
い
で

ヵ
ド
氏
は
県
参
事
会
に
提
訴
し
た
が

無
権
限
を
宣
言
し
た
。

乙
の
訴
に
つ
い
て

乙
ζ

で
も
こ
の
請
求
は
公
事
業
の
執
行
に
関
す
る
契
約
の
破
棄
に
基
く
も
の
で
は
な
い
と
し
て
却
下
さ
れ
、

さ
ら
に
内
務
大
臣
に
救
済
を そ
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求
め
た
と
乙
ろ
、

大
臣
は
、

で
こ
で

カ
ド
氏
は
こ
の
大
臣

マ
ル
セ
イ
ユ
市
会
は
と
の
賠
償
請
求
に
応
じ
な
い
旨
だ
け
を
返
答
し
た
っ

の
拒
否
を
争
っ
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
た
の
で
あ
っ
た
が

主
と
し
て
、
大
臣
に
こ
の
よ
う

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
お
い
て
は
、

な
提
訴
に
対
す
る
判
決
権
限
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。

そ
し
て

こ
の
占
山
に
つ
い
て

政
府
委
員
ジ
ヤ
ジ
ェ
ル
シ
ュ
ミ
ッ
ト

市
長
に
よ
っ
て
さ
れ
た
市
の
職
員
に
対
す
る
不
正
な
免
職
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
判
定

す
る
権
限
は
大
臣
に
属
し
な
い
旨
を
述
べ
た
後
、

(
し
『
但
閃
巾
同
印

n
Z昆
岳
)
の
論
告
は
、

原
告
の
直
接
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
出
訴
し
う
る
と
す
る
補
充
的
主
張
に
つ
い
て
検
討

し
て
、
次
の
よ
う
に
論
及
す
る
。

「
我
々
に
よ
れ
ば
、
市
長
が
そ
の
職
員
に
し
た
行
政
行
為
を
理
由
に
、

市
に
対
し
て
提
起

す
な
わ
ち
、

さ
れ
た
賠
償
請
求
に
つ
い
て
宣
告
す
る
と
き
、
大
臣
も
、
県
参
事
会
も
、
司
法
裁
判
所
も
、

そ
れ
に
つ
い
て
審
濯
す
る
資
格
を
有
し
な
い

の
で
、

と
の
決
定
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
直
接
係
属
さ
れ
な
い
理
由
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
:
:
:
固
有
の
決
定
権
能
を
有
す
る
機

闘
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
は
ど
乙
で
も
、
執
行
的
な
行
政
決
定
を
す
る
乙
と
が
で
き
、
訴
訟
の
紛
争
が
生
じ
う
る
。

そ
し
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
は
、
直
接
訴
を
提
起
さ
れ
る
と
と
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
に
は
、
紛
争
が
訴
訟
に
つ
い
て
さ
れ
た
行
政
機
関
の
決
定
の
効
果
に
よ
っ

て
生
ず
る
こ
と
で
充
分
で
あ
る
。

現
在
の
場
合
に
お
い
て

(
司
法
)
裁
判
所
が
審
理
し
て
は
な
ら
な
い
市
長
の
行
政
行
為
を
理
由
と
し

(斗

て
、
私
人
が
市
に
対
し
て
責
任
訴
訟
を
提
起
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
市
の
適
法
な
代
表
者
の
決
定
を
喚
起
す
る
こ
と
の
み
を
す

フランス行政法成立史

と
の
決
定
は
、
直
接
コ
ン
セ
イ
ユ
ム
ア
タ
に
付
託
さ
れ
る
」

と
述
べ
、

委
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
の
採
用
の
当
然
の
結
果

べ
き
で
あ
り
、

と
し
て
の
大
臣
裁
判
の
制
度
の
廃
止
を
主
張
し
た
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
決
は

こ
の
政
府
委
員
の
論
告
を
容
れ
、

こ
れ
に
対
し
て

ま
ず
、
内
務
大
臣
の
応
答
は
実
際
に
彼
の
権
限
中
に
入
ら
な
い
点
に
つ
い
て
判
定
す
る
と
と
を
差
控
え
た
も
の
と
解
釈
し
た
後
、
「
マ
ル
セ

イ
ユ
の
市
長
お
よ
び
市
会
の
カ
ド
氏
の
請
求
を
理
由
あ
り
と
す
る
と
と
の
拒
否
か
ら
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
そ
の
審
理
が
帰
属
す
る
訴

訟
が
当
事
者
聞
に
生
じ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て

と
の
コ
ン
セ
イ
ユ
は
、
原
告
の
補
充
的
な
論
点
に
つ
い
て
、
有
効
に
訴
を
提
起

そ
し
て

北法 12(3・75)407 
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さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に

コ
ン
セ
イ
ユ
は
、
彼
の
請
求
の
主
な
争
点
に
つ
い
て
、
本
案
判
決
を
す
る
余
地
が
あ
る
」
と
判
示
し
て
、
市
長

の
免
職
処
分
に
つ
い
て
、

前
も
っ
て
大
臣
の
判
定
を
う
け
る
こ
と
な
く

直
接
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
訴
を
提
起
し
う
る
こ
と
を
容
認
し

論

た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に

先
の
プ
ウ
ガ
ル
事
件
の
判
決
に
始
ま
り
、

乙
の
カ
ド
判
決
に
至
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
三
つ
の
事
件
の
判
決
は

べ
て
の
行
政
裁
判
所
の
間
で
.
行
政
的
事
項
に
お
け
る
一
般
的
な
権
限
を
有
す
る
裁
判
所
、
す
な
わ
ち
、
法
律
の
明
示
の
規
定
が
な
い
場

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
あ
っ
て
、
大
臣
で
は
な
い
旨
を
確
定
し
て
、

A
ロ
に
第
一
審
に
お
い
て
権
限
を
有
す
る
裁
判
所
は

大
臣
裁
判
の
制

度
を
放
棄
し
た
。

乙
の
大
臣
裁
判
の
制
度
の
廃
止
の
意
義
は
、
次
の
点
に
最
も
強
く
表
明
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
従
来
の
大
臣
裁
判
の
制
度

の
下
に
あ
っ
て
は
、
大
臣
が
訴
訟
に
つ
い
て
判
断
す
る
行
為
は
行
政
宮
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
か
、
裁
判
官
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
か
の

判
別
が
困
難
で
あ
っ
た
の
に
反
し

と
れ
以
後
、
大
臣
が
行
政
的
な
紛
争
に
つ
い
て
判
断
す
る
行
為
は
、
法
律
の
明
文
の
定
め
の
あ
る
場

合
を
除
く
ほ
か
、
何
よ
り
も
行
政
官
と
し
て
の
行
為
で
あ
っ
て
、
行
政
階
層
的
な
判
断
と
し
て
、
訴
訟
の
判
断
と
は
区
別
さ
れ
る
点
、
す

な
わ
ち
、
行
政
と
裁
判
所
と
の
厳
格
な
分
離
、
し
た
が
っ
て
、
行
政
的
手
続
と
訴
訟
手
続
、
行
政
行
為
と
裁
判
官
の
行
為
と
の
厳
格
な
分

離

が

達

成

さ

れ

た

こ

と

に

あ

る

。

そ

の

初

期

の

行

政

階

層

的

な

沿

革

か

ら

完

全

に

脱

し

た

裁

こ
ζ

に

フ
ラ
ン
ス
の
行
政
訴
訟
制
度
は
、

判
と
し
て
の
制
度
を
完
成
し
、
委
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
の
採
用
の
当
然
の
結
果
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
委
任
さ
れ
た
司
法
の
制
度
の
形

式
的
な
面
を
よ
り
実
質
的
な
函
に
お
い
て
実
現
さ
せ
、
裁
判
を
行
う
行
政
と
活
動
行
政
と
の
実
質
的
な
徹
底
し
た
分
離
を
達
成
し
た
の
で

あ
っ
た
。

山
一
般
的
な
権
限
を
有
す
る
裁
判
官
と
は
、
法
が
特
別
に
そ
の
事
件
の
管
機
裁
判
官
を
定
め
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
第
一
審
に
お
け
る
訴
訟
事
件
が
一
般
的

に
提
起
さ
れ
る
裁
判
官
を
指
す
。

す

北法 12(3・76)408 



(斗

凶
た
と
え
ば
、
県
参
事
会
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
一
八
五
一
年
に
さ
れ
た
報
告
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
評
定
官
の
ブ
ウ
ラ
テ
イ
ニ
エ

Boz-国
民
間
口

WH)
は
、
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
「
実
際
に
お
い
て
、
人
は
常
化
、
県
参
事
会
が
特
別
の
定
め
ら
れ
た
職
権
の
み
を
有
し
、
そ
の
審
理
が

特
別
に
そ
れ
に
留
保
さ
れ
た
場
合
の
外
は
、
法
律
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
行
政
組
織
に
つ
い
て
の
一
般
原
則
の
適
用

K
よ
っ
て
、
市
町
村
行
政
に
よ

っ
て
さ
れ
た
行
為
に
対
す
る
請
求
か
ら
生
じ
う
る
訴
訟
は
県
知
事
に
、
そ
の
職
権
に
よ
り
、
県
知
事
の
行
為
に
対
す
る
請
求
か
ら
生
ず
る
訴
訟
は
大
屈
に
、

そ
れ
ぞ
れ
服
す
る
乙
と
に
な
る
と
い
う
確
か
な
法
則
を
保
持
し
て
き
た
。
」
オ

l
コ
ッ
ク
も
、
と
の
解
決
は
今

H
殆
ん
ど
す
べ
て
の
奏
者
に
よ
っ
て
受
け
い

れ
ら
れ
、
行
政
訴
訟
事
項
に
お
け
る
通
常
裁
判
官
は
、
大
臣
で
あ
る
と
普
通
に
言
わ
れ
て
い
る
と
述
ぺ
て
い
る
0
2尽

E
H
F
ν
c
g
p
n
cロ
な
お
ロ

s
p

ub仏・]戸∞∞印
u

回以・品品目
l
A
p
a
白・

凶

H
b
a
u
d司
2γ
即日
σ
S
F
F
g
m
H
E公
民
H
b
E
r
-
-
E名門
E
2
2
包
BH口
E
E
C
S
L
u
g
-
司

u
o
l
N
r
c
σ
5
5
2
0口
主

F
R伽
件
。
包
2
・

川
聞
の
・
何

-
H∞∞
r
F
N品
・
切

CE伺
阻
止

w
ω
-
g
u
J
H∞∞
Nu
口
同
・
怠

問
。
・
何
・

5
∞
N・
AH・
N∞
・
〈
L
F
L
O
(
U
Bロ
o
p
ω
5
M『
W
5
2
L
H
H・
ω叶・

附
従
来
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
行
政
行
為
の
効
力
に
つ
い
て
判
決
さ
せ
る
た
め
に
、
行
政
機
関
に
司
法
機
関
が
事
件
を
移
透
し
た
場
合
に
は
、
訴
は
、
コ
ン

セ
イ
ユ
・
デ
タ
へ
の
最
終
的
な
控
訴
を
条
件
と
し
て
、
大
臣
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
判
断
さ
わ
て
き
た
っ
そ
の
例
と
し
て
、
(
い
肘
・

5
3・

H-N白
・
。

OBHV田口
ωu
。
・
開

-H∞
J3・
N-N・
ωDロ
σ同一ア

2
5可
wH∞叶叶
-
N・
ω宰

間

ζ

の
事
件
の
シ
レ
イ
の
ノ
ー
ト
は
、

ζ

の
事
件
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
「
新
し
い
原
理
は
、
法
律
が
こ
の
点
に
つ
い
て
他
の
行
政
裁
判
所
に
帰
属
さ
せ

な
か
っ
た
場
合
は
い
つ
で
も
、
大
臣
は
行
政
行
為
の
効
力
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
官
と
し
て
判
決
し
う
る
と
い
う
、
一
般
的
K
認
め
ら
れ
た
原
則
に
対

す
る
反
動
の
感
情
に
立
脚
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ZCH伶

E
ω
阿見
VJH∞
Z

L
ロ
-U吋・

捌
た
と
え
ば
、
一
八
八
五
年
に
、
ォ

l
コ
ッ
ク
は
、
こ
の
二
つ
の
判
決
を
紹
介

L
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
o

-

も
し
も
我
々
が
ζ

の
二
つ
の
事
件

だ
け
を
考
え
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
決
定
が
、
よ
り
迅
速
な
解
決
を
当
事
者
に
与
え
る
た
め
に
、
そ
の
決
定
的
な
判
断
が
つ
い
で

コ
ン
セ
イ
ユ
に
属
す
る
訴
訟
を
大
臣
に
送
付
し
な
い
の
が
便
宜
で
あ
り
、
そ
の
訴
を
越
権
の
場
合
と
同
一
視
し
う
る
と
い
う
考
え
に
立
脚
し
て
き
た
と
仮

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」
だ
が
、
乙
の
よ
う
に
考
え
き
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
り
、
「
我
々
は
コ
ン
セ
イ
ユ
が
、
一
般
的
な
原
則
を
置
き
、
か

っ
同
様
に
徹
底
し
た
方
法
で
す
べ
て
の
先
の
判
例
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
、
と
信
ず
る
と
と
に
ち
肋
う
ち
ょ
す
る
。
」
円
J

〉ロ

g
n
u
h
oロ
F
H
E
n
g
-
ω
E
-

F
H・
匂
-
∞
Nωl晶
N品・

剛

(

U

・
何
回
∞
呂
・
】
N
・
Z
-
n邑
D
♂
回
同

a
L芭
M
・
E
-
H叶・
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説

側
冨
・
司
自
乱
。
ロ

L
O
S
E
包
括
ア

g

s

E
・
口
・
ピ
]
巳
江
田
宮

E
S
S
E
Eロ
E
E
C
Z
Lめ
H
g
N
U
H
U
N
P
F
戸
匂
・
注
目

2
r
F
O口
問

ud司色

M
H凶
同
内
乱

σ曲ロ
FCMynw-
唱
-
N
0
・

聞
と
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
委
員
は
次
の
よ
う
に
論
告
す
る
。
「
ζ
ζ

に
服
し
て
い
る
事
件
は
、
犬
臣
の
権
限
が
全
く
容
易
に
正
当
化
さ
れ
な
い
事
件
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
市
長
に
よ
っ
て
宣
告
さ
れ
た
市
の
職
員
に
対
す
る
不
正
な
免
職
を
理
由
に
、
市
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
責
任
訴
訟
に
関
す
る
。

さ
て
、
我
々
に
よ
れ
ば
、
市
長
が
純
地
方
的
な
利
益
、
市
の
金
銭
的
な
利
益
の
函
で
行
動
す
る
と
き
、
彼
が
大
臣
の
部
下
と
し
て
考
え
ら
れ
え
な
い
と
い

う
乙
と
は
疑
い
が
な
い
。
我
々
は
、
同
様
の
場
合
花
、
大
臣
が
市
の
機
関
の
決
定
に
代
る
決
定
を
し
、
罷
免
さ
れ
た
職
員
へ
の
賠
償
の
支
払
い
を
市
に
命

ず
る
と
は
了
解
し
て
い
な
い
。
ま
た
大
臣
の
部
局
に
お
い
て
さ
れ
た
予
審
の
後
に
、
同
様
の
決
定
が
、
公
開
さ
れ
ー
す
、
対
審
的
な
討
論
も
な
く
、
す
べ
て

の
司
法
的
形
式
に
よ
ら
ず
に
さ
れ
う
る
と
も
了
解
し
て
い
な
い
。
」

問
要
す
る
に
、
と
の
結
果
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
乙
れ
以
後
、
行
政
行
為
の
取
消
の
請
求
、
お
よ
び
公
団
体
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
損
害
賠
償
請
求

に
つ
い
て
、
一
般
的
に
裁
判
す
る
一
審
に
し
て
終
審
の
裁
判
所
と
し
て
の
地
位
を
占
め
る
と
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
円
C
口
問
H

巧
色
u
F巳
E
E・
8
・

n
F
F

匂・

N
H・

聞
出
回
口
比

ccu
ロ
D
8
2
包
認
可
匂
同
市
n
w
b
p
rニ
ロ
ロ
ω司

2
ι
2
8
m
L
B
5
5
5
t
s
u
F
口
・
℃
-hHωH
・

論

第
二
帝
政
下
に
お
け
る
国
の
訴
訟
に
関
す
る
判
例
の
対
立
と
そ
の
傾
向

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
行
政
権
と
司
法
権
と
の
間
の
裁
判
権
限
の
分
配
の
基
準
原
理
の
根
拠
を
ど
の
法
文
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
の
両

系
統
の
裁
判
所
聞
の
見
解
の
相
違
は
、
第
二
共
和
制
下
の
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
判
例
に
よ
っ
て
、

一
ま
ず
統
一
さ
れ
た
。
だ
が
、

五
一
年
に
と
の
権
限
裁
判
所
が
廃
止
さ
れ
る
と

ζ

の
両
系
統
の
裁
判
所
は
、

ま
た
も
や
互
い
に
自
己
の
権
限
を
主
張
し
て
、
激
し
く
対

立
す
る
。

と
の
判
例
の
対
立
は
、
固
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
裁
判
管
轄
の
問
題
に
つ
い
て
‘
殊
の
ほ
か
、

い
ち
じ
る
し
い
。
民

事
裁
判
所
の
判
例
は
、

乙
の
時
代
に
お
い
て
も
、
民
法
典
二
二
八
二
条
以
下
の
不
法
行
為
の
規
定
は
、
絶
対
的
か
っ
一
般
的
で
あ
り
、
国

と
主
張
す
る
。

の
職
員
の
過
失
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
園
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
も
適
用
が
あ
る
、

乙
の
時

乙
れ
に
対
し
て

代
の
権
限
争
議
に
つ
い
て
判
断
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
側
に
お
い
て
は
、

乙
の
点
必
ず
し
も
明
白
と
は
言
え
な
い
が

第
一
次
権
限
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裁
判
所
の
判
例
に
よ
っ
て
一
た
ん
放
棄
さ
れ
た
国
家
債
務
の
原
理
を
権
限
分
配
の
基
準
原
理
と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
あ
、

の
判
例
上
に
観
取
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
に
お
い
て
は
、
第
一
次
権
限
裁
判
所
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
判
例
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

権
限
分
配
の
基
準
原
理
の
根
拠
に
つ
い
て
、
特
に
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

乙
の
時
代
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
は

そ
の
第
一
の
型
は

内
容
的
に
み
て

お
よ
そ
三
つ
の
型
に
区
別
さ
れ
う
る
。

第

帝

政
の
初
期
の
、
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
判
例
を
そ
の
文
言
上
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
権
限
分
配
の
基
準
原
理
と
し
て
、

国
家
債
務
の
原
理
を

採
用
す
る
徴
候
を
見
せ
て
い
る
諸
判
決
で
あ
り

権
力
分
立
に
関
す
る
原
理
と
同
時

そ
の
第
二
の
型
は

権
限
分
配
の
基
準
と
し
て
、

に
、
国
家
債
務
の
原
理
の
か
な
り
明
白
な
適
用
を
判
示
し
て
い
る
諸
判
決
で
あ
る
。

そ
の
第
三
の
型
は
、
権
限
分
配
の
基
準
と

そ
し
て
、

し
て
、
国
家
債
務
の
原
理
に
何
ら
論
及
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
権
力
分
立
の
み
に
基
い
て
、

そ
の
権
限
の
帰
属
を
判
断
し
て
い
る
若
干
の
判
決

で
あ
る
。

ま
ず
権
限
裁
判
所
の
廃
止
直
後
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
八
五
二
年
の
ぺ
ロ
ン
市
町
村
事
件
(
わ

O
B
B
-

Q.. 
(1) 

句 乙
~の
g 第
の(1)

fヲハ型
決~の
に判
早決
b は
町、

る

乙
の
事
件
は
、

森
林
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
形
式
の
不
遵
守
を
理
由
に
、
伐
材
さ
れ
た
材
木
の
売

伺

却
の
取
消
し
お
よ
び
そ
れ
に
基
く
損
害
の
賠
償
を

民
事
裁
判
所
に
請
求
し
た
こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
権
限
争
議
事
件
で
あ
る
が
、

フランス行政法成立史

こ
の
事
件
の
行
政
権
限
を
容
認

コ
ン
セ
イ
ユ
ヘ
テ
タ
は
、

しの
た主事
r 件

lと
お
い
て

文
言
上
国
家
債
務
の
原
理
に
何
ら
言
及
す
る
と
と
な
く

そ
の
適
用
法
令
と
し
て
、

権
力
分
立
に
関
す
る
一
七
九

O
年
八
月
一
六
日
|
二
四
日
お
よ
び
共

だ
が
、

ζ

の
事
件
の
判
決
は

和
三
年
実
月
一
六
日
の
法
律
の
ほ
か
に
、
国
家
債
務
に
関
す
る
一
七
九

O
年
七
月
一
七
日
|
八
月
八
日
の
法
律
を
援
用
し
て
お
り
、

点
、
明
確
で
は
な
い
が
、
形
式
的
に
国
家
債
務
の
原
理
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る
も
の
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、

背
後

κ宿
し
な
が
ら
も
、
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
判
例
へ
の
立
場
か
ら
、

国
家
債
務
の
原
理
を

そ
の
明
言
を
差
控
え
て
い
る
と
で
も
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ そ乙

乙
の
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説

の
よ
う
な
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
微
妙
な
立
場
は
、
さ
ら
に
、
同
年
の
プ
ウ
レ
破
産
管
財
団
体
事
件

(ω百岳
g
号

E
F
E
S
旬
。
己
主
の

判
決
に
お
い
て
、
よ
り
明
瞭
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
事
件
は
、
郵
便
行
政
に
付
託
さ
れ
た
手
紙
中
に
封
入
さ
れ
た
価
格
の
そ
の
職
員

論

に
よ
る
詐
取
を
理
由
に
、
郵
便
行
政
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
権
限
争
議
に
関
す
る
事
件
で
あ
る
が
、

乙
の
判
決
に
お
い
て
、

と
の
事
件
は
、

彼
の
職
務
の
執
行
中
に
行
わ
れ
た

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は

「

S
氏
に
よ
っ
て
さ
れ
た
行
為
が

と
判
断
さ
れ
る
と
と
を
認
め
、
郵
便
行
政
の
責
任
を
惹
き
お
と
す
と
考
え
ら
れ
る
か
否
か
に
関
し
て
お
り
、

ζ

の
問
題
お
よ
び
そ
の
結
果

で
あ
る
価
値
の
賠
償
請
求
の
決
定
は
、
手
紙
に
つ
い
て
の
郵
便
役
務
に
関
す
る
命
令
の
審
査
お
よ
び
評
価
に
依
拠
し
て
お
り
、
同
様
な
ト
審

査
本
』
委
ね
ら
れ
る
と
、
司
法
機
関
は
、
権
力
分
立
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
先
述
の
法
律
が
そ
の
審
理
を
禁
止
し
て
い
る
行
政
行
為
の
審
査

た
例
文
公
式
と
全
く
同
一
で
あ
っ
て
、

ζ

の
判
決
の
且
父
一
斉
は
、
第
二
共
和
制
下
の
権
限
裁
判
所
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、

お
よ
び
適
用
を
妨
害
す
る
と
と
に
な
る
、
」
と
判
示
し
た
。

こ
の
事
件
の
判
決
に
お
い
て
も

そ
の
適

用
法
令
は
、
権
限
裁
判
所
当
時
と
同
じ
で
は
な
く
、
国
家
債
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
一
七
九

O
年
七
月
一
七
日
|
八
月
八
日
の
法
律
が
そ

れ
に
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
コ
シ
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
暖
味
か
つ
微
妙
な
立
場
は
、

名
宛
人
以
外
の
同
姓
の
者
に
誤
配
さ
れ
た
郵
便
物
の
中
に
入
っ
て
い

そ
の
使
用
人
と
郵
便
行
政
と
を
連
帯
し
て
相
子
方
と
し
、
民
事
裁
判
所
K
出
訴
し
た
こ

と
に
始
ま
る
権
限
争
議
事
件
に
関
す
る
一
八
五
五
年
の
ロ
ト
シ
ル
ド
事
件
(
問
。
g
n
r
E
)
の
判
決
に
お
い
て
、
明
文
上
確
認
さ
れ
た
。

た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
価
格
の
損
害
賠
償
を
求
め
、

の
判
決
は
、
二
つ
の
点
に
お
い
て
注
目
に
値
す
る
。

そ
の
第
一
は

こ
の
時
代
に
す
で
に
公
役
務

(
]
m
m
2
4
W
巾
℃
ロ
ゲ
ロ
ロ
)
と
い
う
用
語
が

乙
の
判
決
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
第
一
一
は
、
権
限
分
配
の
基
準
と
し
て
の
同
家
債
務

ω.原
理
の
究
全
な
復
活
で
あ
る
。

と
の
事
件
の
判
決
は
、
権
力
分
立
に
関
す
る
一
七
九

0
4お
よ
び
共
和
三
年
の
法
律
と
、

国
の
債
務
に
関
す
る
一
七
九

O
年
の
法
律
お
よ

北法 12(3・80)412 
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び
一
七
九
三
年
九
月
二
六
日
の
デ
ク
レ
と
を
同
時
に
適
用
根
拠
条
文
と
し
て
引
用
し
た
上
、

ま
ず
第
一
に

一
七
九

O
年
お
よ
び
共
和

三
年
の
法
律
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
て
、

司
法
機
能
は
行
政
機
能
と
は
別
個
か
つ
分
離
さ
れ
て
お
り
、

司
法
機
関
は
行
政
行
為
を

審
査
し
行
政
活
動
を
混
乱
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
述
べ

つ
い
で
第
二
に
、
行
政
の
公
役
務
の
規
律
は
行
政
権
の
み
に
帰
属
し
、

公
役
務
の
法
律
関
係
は
民
法
の
み
の
規
定
に
よ
っ
て
私
人
間
の
よ
う
に
規
げ
附
さ
れ
る
と
と
が
で
き
ず
、
行
政
の
職
員
に
よ
っ
て
さ
れ
た
過

失
の
場
合
の
国
の
責
任
は
一
般
的
な
も
の
で
も
絶
対
的
な
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
行
政
権
の
み
が
そ
の
条
件
お
よ
び
措
置
を
判
断
し
う
る

旨
を
判
示
す
幻
r

そ
し
て
、
最
後
に
、
「
他
方
、
閏
を
債
務
者
と
し
よ
う
と
す
る
詰
求
に
つ
い
て
判
断
椛
が
帰
属
す
る
の
は
(
砂
駅
駅
川
崎
矧

M
r
明
M
M
械
な
一
さ
)
行
政
機
関
で
あ
り
、

一
七
九
三
年
九
月
二
六
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
、

公
の
債
務
の
精
算
に
関
す
る
そ
の

後
の
立
法
に
よ
っ
て
♂
維
持
さ
れ
発
展
さ
れ
た
こ
の
原
理
は
、
我
々
の
公
法
の
一
の
基
盤
と
な
り
、

そ
し
て
、

そ
の
債
権
者
で
あ
る
と
主
張

す
る
私
人
に
よ
っ
て
公
権
力
た
る
国
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
の
権
限
の
一
般
的
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
事
項
に
お

い
て

法
律
の
明
示
の
規
定
に
よ
っ
て

同
化

(g巴
B
E
H
gロ)

と
の
原
理
に
抵
触
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も

こ
れ
ら
の
例
外
は

の
方
法
に
よ
り

ま
た
は
類
推
(
自
由
]
O
性
向
)
の
助
け
に
よ
っ
て
、
拡
げ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
じ
と
判
示
し
て
、

国
家
債
務
の
原
理

仲

を
、
権
力
分
立
の
原
則
と
な
ら
ん
で
、
権
限
分
配
の
基
準
原
理
と
し
て
容
認
し
、
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
判
例
を
明
白
に
変
更
し
て
、

フランス行政法成立史

れ
以
前
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
の
状
態
へ
の
復
帰
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
決
の
立
場
は
、

一
年
の
ポ
ド
リ
イ
事
件
(
切

g骨
己
の
判
決
に
お
い
て
継
承
さ
れ
、
よ
り
簡
単
な
文
言
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が

一
八
六

権
力
分
立
と
国
家
債
務

と
の
双
方
の
原
理
に
依
拠
し
な
が
ら
、
「
軍
事
輔
重
隊
の
車
に
よ
っ
て
公
道
上
の
馬
に
与
え
ら
れ
た
傷
害
を
理
由
に
、
私
人
に
よ
っ
て
箪
事

大
臣

(
B
E
Z
H巾
骨

E
m
g口
内
)
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
損
害
賠
償
訴
訟
の
審
理
権
は
行
政
機
関
に
属
す
る
」
旨
が
判
示
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
例
が
見
ら
れ
る
。

乙
の
時
代
の
い
く
つ
か
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
決
に
、

乙

のそ

北法 12(3・iH)413 



説

こ
の
よ
う
に
、

乙
の
時
伐
の
権
限
争
議
の
判
断
に
関
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
多
く
の
判
例
が
国
家
債
務
の
原
理
を
も
権
限
分
配
の

基
準
と
し
て
採
用
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
国
家
債
務
の
原
理
に
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

そ
れ
を
適
用
法
令
と
し
て
の

論

引
用
か
ら
も
全
く
除
外
し
、
も
つ
ば
ら
権
力
分
立
の
原
則
の
み
に
よ
っ
て
裁
判
権
限
の
帰
属
を
判
断
し
て
い
る
少
数
の
判
決
が
見
ら
れ
る

そ
の
例
と
し
て
、
委
託
さ
れ
た
手
紙
の
喪
失
を
理
由
に
郵
便
行
政
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
訴

訟
の
裁
判
管
轄
に
関
す
る
一
八
六
一
年
の
デ
ュ
ケ
イ
ス
タ
1
事
件
(
ロ
岳
2
2
m
H
)
の
判
決
を
挙
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。

乙
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

乙
の
判
決
は
、

力
分
立
に
関
す
る
一
七
九

O
年
八
月
一
六
日
l
二
四
日
の
法
律
の
第
二
章
第
一
一
二
条
と
、
共
和
三
年
実
月
一
六
日
の
法
律
の
第
五
章
第
四

条
の
み
を
適
用
法
条
と
し
て
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て

「
上
に
規
定
さ
れ
た
法
律
は

と
の
事
件
の
行
政
権
限
を
確
認
す
る
。

法
機
能
は
別
個
で
あ
り
、
常
に
行
政
機
能
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
乙
と
を
、
憲
法
原
理
と
し
て
樹
立
し
た
。
行

政
行
為
を
審
理
し
、

ど
の
よ
う
な
種
類
で
あ
れ
、
行
政
団
体
の
活
動
を
混
乱
さ
せ
、

そ
の
職
務
の
ゆ
え
に
行
政
を
自
己
の
前
に
召
喚
す
る

乙
と
は
、
(
司
法
)
裁
判
所
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

と
の
原
理
の
結
果
と
し
て
、
行
政
機
関
に
本
質
的
で
あ
る
訴
訟
と
は
別
個
に
、

に
権
限
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
公
役
務
の
執
行
の
た
め
に
行
政
に
よ
っ
て
さ
れ
た
行
為
に
際
し
て
、
閤
と
私
人
と
の
聞
に
提
起
さ
れ
た
訴
訟

に
つ
い
て
宣
告
す
る
裁
判
官
を
構
成
す
る
た
め
に
、
裁
判
権
は
、
司
法
機
関
以
外
の
、

と
の
性
質
を
も

乙
の
機
関
に
与
え
ら
れ
て
き
た
。

つ
紛
争
が
働
法
律
に
よ
っ
て
他
の
定
め
が
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
行
政
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、

か
ら
生
ず
る
。
」
こ
れ
と
同
旨
の
判
決
は
、
そ
の
後
、
一
八
七
一
年
の
デ
バ
エ
ト
リ
シ
ユ
事
件

(
0
5
H
F
n
y
)
の
判
決
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、

こ
の
判
決
に
お
い
て
も
、
デ
ユ
ケ
イ
ス
タ
1
事
件
と
全
く
同
文
の
判
旨
が
繰
り
返
し
論
述
さ
れ
て
、
行
政
権
限
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た。

乙
の
十
年
の
間
隔
を
お
い
て
出
さ
れ
た

権
力
分
立
に
関
す
る
法
律
の
み
に
基
い
て
行
政
権
限
を
正
当
化
す
る
こ
の
二
つ
の
判
決

カま

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
平
素
の
判
決
の
一
時
的
な
変
更
を
意
味
す
る
も
の
か
、

そ
れ
と
も
ま
た
単
な
る
不
注
意
の
結
果
で
あ
る
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の
か
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
第
三
共
和
制
下
の
権
限
裁
判
所
の
判
例
に
よ
る
統
一
へ
の
推
移
の
上
か
ら
み
て
、

味
あ
る
素
材
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
の
興

部
に
お
い
て
さ
え
、
判
例
上
の
分
岐
が
観
取
さ
れ
る
。

だ
が

こ
の
時
代
に
は
、
民
事
裁
判
所
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
と
の
聞
に
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
内

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に

さ
ら
に
は
、

い
ず
れ
の
判
例
に
よ
る
に
せ
よ
、
も
は
や
権
力
分
立
の
原
則
を
権
限
分
配

の
基
準
原
理
と
し
て
採
用
す
る
乙
と
は
、
否
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、

い
権
限
裁
判
所
の
手
に
よ
っ
て

乙
の
点
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
第
三
共
和
制
下
の
新
し

と
の
基
準
原
理
の
統
一
が
実
現
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
ゆ

山

開

c
o
n
v
r
p
o匂
-nFF
同

y

ロ?己申・

z
o
g
E
ω
】

B
U
r
g
a
u
ロ
-
H
8
・

凶
。
・
何
-H∞印由・

ω
-
N印・の
O
B
B
-
仏

師

同

νhmgpω
同

H
O
M
J
g印Nw
口・

ω吋
N・

聞
こ
の
判
決
は
、
「
一
万
に
お
い
て
、
森
林
法
第
一

O
O条
の
用
語
に
よ
れ
ば
、
市
町
村
に
属
す
る
森
林
の
伐
採
物
の
売
却
は
、
行
政
的
形
式
に
お
い
て
、

国
に
属
す
る
森
林
の
伐
採
物
の
売
却
と
し
て
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
の
形
式
が
遵
守
さ
れ
た
と
い
う
と
と
が
争
わ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
争
い
に
つ
い

て
の
宣
言
が
帰
属
す
る
の
は
行
政
機
関
で
あ
る
。
他
方
、
上
述
の
法
律
の
用
語
に
よ
れ
ば
、
行
政
の
職
員
の
活
動
に
よ
っ
て
国
に
負
わ
さ
れ
る
責
任
を
決

定
す
る
の
は
司
法
機
関
に
属
し
え
な
い
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
場
合
に
、
特
別
の
規
定
に
よ
っ
て
乙
の
原
理
に
抵
触
す
る
ζ

と
が
あ
る

と
し
て
も
、
ベ
ロ
y
市
町
村
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
争
い
に
適
用
さ
れ
る
同
様
な
規
定
は
全
く
存
在
し
な
い
、
」
と
判
示
し
て
い
る
。

凶

H
N

・
{UE宮
♂
岡
山
内
選

g
g
Z
E同少喝・
8
・

間
《
リ
・
何
回
∞
印
N-HN・由・

ω百
《
出
口
師
《
凶

o
v
E民同
O
P
E
-
F
H
)
L
C
N
u
g
g
v
H口
-NH・

聞
こ
の
と
と
は
、
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
一
八
五
一
年
四
月
七
日
の
カ
イ
オ
事
件
の
判
決
と
比
較
し
て
み
る
と
き
、
明
瞭
で
あ
る
。
前
出
、
第
二
章
問
、

(
2
)
の
本
文
、
お
よ
び
註
の
剛
お
よ
び
闘
参
照
。
北
法
、
一
二
巻
二
号
二
八
一
l
i
二
八
五
頁
参
照
。

問
。
・
開
-
H∞臼
-
H
M・。・岡山
o
g
n
E
F
回
同
OUCH∞
印
タ
ロ
・
印
。
∞
・

剛
乙
の
点
の
判
決
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
行
政
権
が
そ
の
運
行
を
確
保
す
る
任
務
を
有
す
る
公
役
務
の
諸
条
件
を
規
律
す
る
の
は
、
法
律
の

下
に
行
政
権
の
み
に
属
す
る
。
ま
た
、
乙
の
役
麓
に
関
し
て
、
国
家
と
、
そ
の
名
を
以
て
行
動
す
る
多
数
の
職
員
と
、
こ
の
役
務
を
享
受
す
る
私
人
と
の

潤
に
生
ず
る
法
律
関
係
を
定
め
る
の
も
行
政
権
に
属
す
る
か
ら
、
そ
ζ

に
生
尚
す
べ
き
相
互
の
権
利
義
務
の
性
格
を
審
理
し
判
断
す
る
こ
と
も
行
政
権
に
属

同フランス行政法成立史
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す
る
。
と
の
法
律
関
係
、
権
利
義
務
は
、
民
法
の
み
の
原
則
と
規
定
と
に
よ
っ
て
、
お
よ
び
、
私
人
間
の
そ
れ
の
よ
う
に
、
規
律
さ
れ
る
と
と
は
で
き
な

い
υ

特
に
、
行
政
の
職
員
に
よ
っ
て
さ
れ
た
過
失
の
場
合
の
国
の
責
任
に
関
し
て
は
、
と
の
責
任
は
一
般
的
な
も
の
で
も
絶
対
的
な
も
の
で
も
な
い
。
そ

れ
は
各
役
務
の
佐
賀
と
必
要
と
に
応
じ
て
変
容
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
政
権
の
み
が
、
そ
の
条
件
お
よ
び
措
置
を
判
断
す
る
ζ

と
が
で
き
る
。
」
な
お
、

乙
の
判
決
と
公
役
務
理
論
と
の
聞
の
関
係
に
関
す
る
従
来
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
雄
川
一
郎
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
家
賠
償
」
比
較
法
研
究
、
九
・
一

O
号
、
五

O
|五
一
一
良
参
照
。

則
。
・
何
回
∞

2
・
9
H
-
F
E
R
ω
町

a
w
H
g
r
H
H・印
S-

側
こ
の
判
決
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
「
ポ
ド
リ
イ
氏
に
よ
っ
て
軍
事
大
邑
K
対
し
て
提
起
さ
れ
た
訴
は
、
軍
事
酬
明
重
隊
の
車
に
よ
り
公
道
上
で

転
覆
し
た
鉄
を
積
ん
だ
荷
車
に
つ
け
ら
れ
た
馬
に
与
え
ら
れ
た
傷
害
に
よ
っ
て
彼
K
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
つ
い
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
一
三
八
二
条
、

一
三
八
三
条
お
よ
び
↓
三
八
四
条
の
適
用
に
よ
っ
て
、
国
に
責
任
あ
り
と
宣
言
さ
せ
る
と
と
を
目
的
と
す
る
。
案
ず
る
に
、
国
が
公
役
務
に
お
い
て
使
用

す
る
職
員
の
行
為
に
よ
っ
て
私
人
に
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
つ
い
て
、
国
に
負
わ
さ
れ
う
る
責
任
は
、
私
人
の
私
人
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン

法
曲
問
中
に
定
め
ら
れ
た
原
型
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
と
と
が
で
き
な
い
。
と
の
責
任
は
、
公
役
務
の
す
ぺ
て
の
当
事
者
に
つ
い
て
同
一
で
は
な
い
特
別
の

規
定
を
有
す
る
。
上
に
規
定
さ
れ
た
法
律
の
語
に
お
い
て
、
国
を
債
務
者
と
し
よ
う
と
す
る
訴
訟
の
審
理
が
帰
属
す
る
の
は
、
少
く
と
も
、
他
に
規
定
さ

れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
行
政
機
関
で
あ
る
J

刷
。
・
開

-H呂町
-HN-m・
2
0
H
F
包
括

u
J
5
8
L
H・
8
Fゅ
の
・
肘
・

5
色
・
印
・
叶
ぐ
百
円
E
T
D白ロ
DNWEB-
目
・

5
・wn-HW・
広
告

-FNN-u
同
E
C
F・

ωFHaw
同∞

gw
ロ・

N由
了
。
・
肘
・

5
ミ
.HN・
AH・
品
。
可
g
m
y
ロ山口

o
P
E
E
-
口
同
・
怠
J

(

リ
.
何

.
5叶M
・
M
・
5
・
ぐ
包
含
ア
ロ
丘
一

D
N
L∞
awHHH・
勾

-w
巾同門・

仙

の

-HW-H∞
2
・
∞
・
∞

-uorgω
件
。
♂
包
括
可

w
g
s
w
口・

5
由・

聞
こ
の
判
決
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て
い
る
。
「
事
実
、
と
の
基
本
的
な
原
則
を
評
価
す
る
た
め
に
、
人
は
、
公
役
務
に
関
す
る
紛
争
の
審
理

を
行
政
機
関
に
帰
属
さ
せ
る
た
め
の
多
く
の
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
る
と
と
を
挙
げ
る
。
実
際
、
そ
れ
に
関
す
る
諸
法
律
は
、
司
法
機
関
を
排
除
し
行
政

機
関
の
権
限
を
定
め
る
目
的
を
殆
ん
ど
有
せ
ず
、
裁
判
権
を
有
す
る
行
政
機
関
の
間
で
裁
判
官
を
指
定
す
る
目
的
の
み
を
有
し
て
き
た
。
私
人
が
、
乙
の

行
政
に
委
託
さ
れ
た
手
紙
が
滅
失
し
た
と
き
に
、
郵
便
役
務
の
任
を
負
う
行
政
に
対
し
て
提
起
し
う
る
請
求
に
関
し
て
、
司
法
権
限
は
、
一
八
五
九
年
六

月
四
日
の
法
律
の
第
三
条
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
し
て
申
出
の
価
格
を
含
む
手
紙
に
関
す
る
場
合
に
の
み
樹
立
さ
れ
た
。
」
だ
が
、
デ
ュ
ケ
イ
ス
タ

1
民
は
、

乙
の
手
続
に
よ
っ
て
い
な
い
か
ら
、
乙
の
事
件
は
行
政
の
権
限
に
属
す
る
。

川
聞
の
・
肘

-H∞斗
H・
H-NH-Eb丹
江
口

Y
り
と

-oNW52・口同・

8
・
こ
の
事
件
は
、
電
信
に
よ
っ
て
装
鉄
三
角

25m)
を

r
氏
お
よ
び
心
民
K
依
頼
し
た
が
、

乙
の
電
文
が
名
宛
人
に
到
達
せ
ず
、

T
氏
お
よ
び

G
氏
が
国
を
代
表
す
る
電
信
局
長
青
島
円
。

2
2円
四

b
E
S
}
牛

2
Z四一口
2
E
b
m吋
同

Z
E
E印
)
を
相
手

説論
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， 

と
し
て
、
セ

l
ヌ
の
民
事
裁
判
所
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
出
訴
し
た
。
と
れ
に
対
し
て
、
セ

l
ヌ
の
県
知
事
は
こ
の
訴
の
取
戻
し
を
請
求
し
た
が
、
セ
ー

ヌ
裁
判
所
は
、
「
普
通
法
裁
判
所
は
、
他
人
の
行
為
、
そ
の
悌
怠
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害
賠
償
の
す
べ
て
の
請
求
に
つ
い
て
判
決
す
る
権
限
が
あ
り
、

ζ

の
権
限
は
、
一
般
的
で
あ
り
、
加
害
行
為
が
公
行
政
の
使
用
人
に
よ
っ
て
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
修
正
さ
れ
え
な
い
」
と
判
決
し
て
、
自
己
の
権
限
を

確
認
し
た
。
そ
こ
で
、
県
知
事
か
ら
権
限
争
議
決
定
が
提
出
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

四
月
・
門
U
V
印刷】ロ♂剛山
gMMOロ
g
z
z
p
H
y
m
c
i合・

四

権
限
裁
判
所
の
設
置
に
伴
う
国
の
訴
訟
に
関
す
る
判
例
の
統
一
化

第
三
共
和
制
下
の
権
限
裁
判
所
は
、
第
二
帝
政
下
の
判
例
の
分
岐
に
終
止
符
を
う
ち
、
行
政
権
と
司
桧
併
と
の
問
の
裁
判
権
限
の
分
配

の
基
準
原
理
を
採
用
す
る
に
当
っ
て
、
明
確
に
第
二
共
和
制
下
の
第
一
次
権
限
裁
判
所
の
判
例
を
踏
襲
す
る
。

一
日
の
ぺ
ジ
ュ
事
件
(
司
企
己
)
の
判
決
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

と
の
権
限
裁
判
所
の
立
場
は
、

乙
の
事
件

ま
ず

一
八
七
三
年
一
月

は
、
徴
発
(
乱
。
巳
∞
E
。
ロ
)
命
令
に
よ
っ
て
賃
借
し
て
い
た
家
に
付
属
す
る
土
地
を
占
拠
さ
れ
た
原
告
ペ
グ
ュ
氏
が
、
同
時
に
国
お
よ
び
そ

の
命
令
の
持
参
入
を
被
告
と
し
て
、
民
事
裁
判
所
に
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
た
こ
と
に
始
ま
る
権
限
争
議
事
件
で
あ
っ
た
が
、

事
件
に
お
い
て
、
政
府
委
員
ル
ペ
ル
シ
ヨ
ン

(mmgRざ
と
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
国
家
債
務
の
原
理
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、

同

の
原
理
は
財
産
の
問
題
の
審
理
は
司
法
機
関
に
属
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
原
則
に
優
先
し
な
い
旨
を
論
告
し
て
い
る
と
と
が
注
目
さ
れ

フランス行政法成立史

「
実
際

債
務
を
国
の
負
担
に
お
こ
う
と
す
る
訴
訟
を
審
到
す
る
の
は
行
政
裁
判
所
の
み
に
属

る

一
般
的
な
論
点
に
お
い
て

人
が

す
る
と
い
う
と
と
を
認
め
る
と
し
て
さ
え

い
ま
だ
と
の
原
理
は
絶
対
的
で
な
く
、

あ
る
い
は
明
白
な
法
律
に
よ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
に

優
越
す
る
原
理
、
特
に
財
産
の
問
題
の
審
理
は
司
法
機
関
に
服
す
る
と
い
う
原
疎
に
よ
っ
て
、
種
々
の
例
外
を
も
た
ら
す
こ
と
を
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
そ
し
て
、

ζ

の
事
件
の
判
決
は

国
家
債
務
の
原
則
に
何
ら
触
れ
る
ζ

と
な
く

権
力
分
立
を
規
定
す
る
ご
七

九
O
年
八
月
一
六
日

l
二
四
日
の
法
律
に
よ
れ
ば

賃
貸
借
に
よ
っ
て
国
が
不
動
産
・
を
占
拠
す
る
場
合
に
は

公
役
務
の
設
定
を
目
的

乙
の乙

北法 12(3・85)417 



説

と
す
る
場
合
で
さ
え

(
B
2
5
8
g巾
仏
刊
で
呂
田
区
一
旦
(
百
円

E
田町同〈
Hnm
吉
区
片
)
‘
賃
貸
借
の
執
行
お
よ
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
紛
争

の
場
合
に
民
事
法
規
を
適
用
す
る
の
は
、
司
法
機
関
の
み
に
属
す
る
。
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
っ
た
Q

こ
の
権
限
裁
判
所
の
判
決
は
、
権
力

論

分
立
に
関
す
る
法
規
の
み
を
権
限
分
配
の
基
準
原
理
と
し
て
適
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
家
債
務
の
原
則
が
、

こ
の
判
決
を
も
っ
て
、
確

定
的
に
放
棄
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

草
隊
の
宿
営
の
た
め
に

あ
る
い
は
武
器
お
よ
び
軍
需
品

乙
の
占
山
は

こ
の
事
件
に
続
い
て

(gロ
E
a
o口
問
)
の
寄
託
施
設
の
た
め
に
、
一
時
的
に
占
拠
さ
れ
た
不
動
産
の
所
有
者
ま
た
は
賃
借
入
に
よ
り
、
闘
に
対
し
て
提
起
さ
れ
た
損

害
賠
償
請
求
事
件
の
裁
判
権
限
に
つ
い
て
判
断
し
た
同
年
一
月
二
五
日
の
権
限
裁
判
所
の
ブ
ラ
ン
ク
n
パ
プ
ラ
l
ル
事
件

(
E
S
ρ
5
2

3
胃
E
E
)
の
判
決
が
、

権
力
分
立
に
関
す
る
一
七
九

O
年
お
よ
び
共
和
三
年
の
法
律
と
同
時
化
、

国
家
債
務
に
関
す
る
一
七
九
三
年
九

月
二
六
日
の
デ
ク
レ
等
を
適
用
法
令
と
し
て
、
「
ブ
ラ
ン
ク
氏
お
よ
び
パ
プ
ラ
1
ル
氏
の
請
求
は
、
普
通
法
の
契
約
の
性
質
を
も
つ
も
の
で

賃
貸
借
契
約
と
同
一
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
時
的
な
占
拠
に
基
く
の
で
、

判
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
充
分
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
白
に
民
事
裁
判
所
の
権
限
中
に
入
る
、
」
と

あ
りと

こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
権
限
裁
判
所
の
や
や
不
明
瞭
な
立
場
は
、
次
の
有
名
な
一
八
七
三
年
二
月
八
日
の
ブ
ラ
ン
コ
事
件
(
盟
問
ロ

8)

の
判
決
に
お
い
て
、
明
確
に
さ
れ
た
。

ζ

の
事
件
は
、
国
営
の
タ
パ
コ
工
場
の
労
働
者
の
運
転
す
る
運
搬
車
に
よ
る
息
子
の
負
傷
に
対
し
、

国
が
民
事
的
に
責
任
を
負
う
も
の
と
し
て
、
民
法
典
第
二
二
八
二
八
四
条
に
よ
っ
て
民
事
裁
判
所
に
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
た
と

と
か
ら
生
じ
た
権
限
争
議
事
件
で
あ
る
が

乙
の
事
件
に
お
け
る
政
府
委
員
ダ
ヴ
ッ
ド
(
ロ
号
正
)
の
論
告
は
注
目
に
値
す
る
。
ダ
ヴ
ッ
ド

壮
、
ま
ず
、
権
力
分
立
に
関
す
る
法
律
か
ら
、
行
政
の
命
令
そ
の
他
の
行
為
の
執
行
な
い
し
は
日
置
の
逸
脱
に
よ
っ
て
私
人
に
惹
起
さ
れ

た
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
の
審
査
が
司
法
裁
判
所
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
破
虫
院
も
乙
れ
を
認
め
て
い
る
が
、
国
に
濯
傭
さ
れ
て
い

る
職
員
の
個
人
的
な
過
失
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害
の
賠
償
を
国
に
対
し
て
請
求
し
て
い
る
場
合
に
は
判
例
上
問
題
が
あ
る
と
し
、

北法 12(3・86)418 
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従
来
、

コ
シ
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は

行
政
と
司
法
と
の
権
力
分
立
の
原
則
と
国
家
債
務
の
原
則
の
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
行
政
権
限
を
認
め

で
き
た
点
を
指
摘
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
論
告
す
る
。
「
我
々
は

と
の
第
二
の
理
由
(
謀
醐
務
)
に
結
び
つ
け
よ
う
と
は
し
な
い
。
固
に

対
し
て
請
求
さ
れ
た
債
権
に
関
し
て
提
起
さ
れ
う
る
す
べ
て
の
紛
争
を
審
理
す
る
た
め
の
完
全
な
裁
判
権
を
、
ま
ず
国
民
議
会
に
、

そ
れ
(
諒
一
服
務
)
を
引
き
出
す
立
法
法
文
は
(
革
命
当
時
に
お
け
る
)
未
払
い
の
債
権
の
精
算
の
み
を

で
行
政
機
関
に

帰
属
さ
せ
て
、

目
標
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
用
語
が
一
般
的
で
あ
る
の
で
、

そ
の
原
閃
は
何
で
あ
れ
、
す
な

一方、

乙
れ
ら
の
立
法
法
文
は
、

わ
ち
公
権
力
と
し
て
の
国
家

(
-
d
g
H
M
E
g
g
n間
宮
E
5
5
)
に
関
す
る
の
か
、
ま
た
は
私
人
と
し
て
の
国
家
(
】
同
窓
仲
間
福
岡
田
O
ロ
ロ
巾
官
町
宮
)

に
関
す
る
の
か
に
従
っ
て
区
別
す
る
乙
と
な
く
、
す
べ
て
の
債
権
を
混
同
し
て
規
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
:
・
;
公
の
債
務
の
支
払
い

に
つ
い
て
の
法
律
は
、
:
:
:
そ
の
例
外
的
な
性
格
に
よ
っ
て
、
:
:
:
そ
れ
が
厳
格
な
基
盤
の
上
に
お
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
乙
と
の
他
に
、

も
し
も
一
の
絶
対
的
な
意
味
(
材
一
訟
判
一
軒
唯
一
切
U
U
M
一監一崎船

国
を
債
務
者
と
す
る
の
は
行
政
機
関
の
み
に
属
す
る
と
い
う
こ
の
原
則
が
、

す
る
場
合
を
J

も
含
む
意
味
)
に
と
ら
れ
る
な
ら
ば
、
全
く
不
便
な
こ
と
で
あ
る
が
、

不
幸
に
も
そ
の
原
則
に
公
式
を
借
り
て
き
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
見

解
を
い
ち
じ
る
し
く
誇
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
し
も
人
が
、
制
限
的
な
意
味
に
、
す
な
わ
ち
、

こ
の
原
則
は
、
私
人
と
し
て
の
国
家
に

同

対
す
る
訴
訟
を
除
外
し
て
、

と
れ
の
み
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・

公
権
力
と
し
て
の
国
家
に
対
す
る
訴
訟
の
み
に
関
す
る
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、

フランス行政法成立史

デ
タ
の
判
例
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
公
の
債
務
の
精
算
に
つ
い
て
の
立
法
を
採
用
す
る
こ
と
は
も
は
や
必
要
で
は
な
い
。
何
と
な

れ
ば
、

乙
の
原
則
は
、
司
法
機
関
は
公
役
務
に
際
し
て
私
人
に
よ
り
国
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
請
求
の
審
理
に
つ
い
て
無
権
限

よ
り
一
般
的
な
第
一
の
原
則
(
肘
扶
助
融
…
ヵ
)
の
あ
る
範
囲
の
訴
訟
へ
の
適
用
以
外
の
何
物
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

ζ

の
政
府
委
員
の
論
告
を
容
れ
て
、
権
力
分
立
に
関
す
る

で
あ
る
と
い
う
、

乙
の
事
件
の
判
決
は
、

乙
の
点
必
ず
し
も
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、

そ
し
て

一
七
九

O
年
八
月
一
六
日
|
二
四
日
お
よ
び
共
和
三
年
実
月
一
六
日
の
法
律
の
み
に
依
拠
し
て
、

「
国
が
公
役
務
に
お
い
て
雇
傭
す
る
職

つ
L 、

北法 12(3・87)419 



説

員
の
行
為
に
よ
っ
て
、
私
人
に
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
つ
い
て
、
国
が
負
わ
さ
れ
う
る
責
任
は
、
私
人
の
私
人
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
民

法
典
中
に
定
め
ら
れ
た
原
理
に
よ
っ
て
、
規
制
さ
れ
る
と
と
が
で
き
な
い
。

乙
の
責
任
は
、

そ
れ
は

一
般
的
で
も
絶
対
的
で
も
な
い
。

論

役
務
の
要
求
と
国
の
権
利
を
私
権
と
調
和
さ
せ
る
必
要
性
と
に
従
っ
て
変
容
す
る
特
別
の
原
則
を
有
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
に
規
定
さ

れ
た
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
行
政
機
関
の
み
が
そ
れ
を
審
理
す
る
権
限
を
有
す
る
、
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
そ
の
創
設
以
来
か
く
も
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
権
限
分
配
の
基
準
原
理
と
し
て
採
用
し
て
き
た

と
の
国
家
債
務
の
原
則
は
、

ζ

の
ブ
ラ
ン
コ
判
決
に
よ
っ
て
、
決
定
的
に
放
棄
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
と
の
判
決
以
後
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ

タ
も
破
鼓
院
も
、
と
も
に
、
権
力
分
立
に
関
す
る
法
律
の
み
に
依
拠
し
て
、
行
政
権
と
司
法
権
と
の
裁
判
権
限
の
分
配
の
帰
属
を
判
断
す

る
乙
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
よ
う
に
、

乙
の
ブ
ラ
ン
コ
判
決
は
、
従
来
の
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
な
学
説
に
よ
れ
ば
、
二

O
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
基
礎
概
念
と
し
て

6
公

役
務
理
論
を
判
例
上
に
導
入
し
た

行
政
法
の
礎
石
(
]
白
日
)
戸
市
月
刊

gmcF5)
ど
も
言
う
べ
き
判
決
と
し
て
、
説
か
れ
て
き
た
。

-4 
7 

日

公
役
務
理
論
の
衰
退
に
伴
い
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

導
入
の
役
割
を
否
定
す
る
学
説
も
有
力
で
あ
る
。
だ
が
、 乙
の
点
に
関
す
る
乙
の
評
価
は
か
な
り
問
題
視
さ
れ

こ
の
判
決
の
公
役
務
理
論
の

こ
の
点
を
別
と
し
て
も
、

こ
の
判
決
は
、
行
政
法
の
一
般
理
論
の
生
成
に
寄
与

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

そ
れ
は
、
先
述
し
た
権
限
分
配
の
基
準
と
し
て
の
国
家
債
務
の
原
理
の
排
斥
の
他
に
、
特
に
、

と
の
判
決
に
お

い
て

こ
の
よ
う
な
行
政
の
責
任
に
は

「
役
務
の
要
求
と
国
の
権
利
を
私
権
と
調
和
さ
せ
る
必
要
と
に
従
つ

民
法
典
の
適
用
が
な
く

て
変
容
す
る
特
別
の
原
則
」
が
適
用
さ
れ
る
と
判
示
さ
れ
た
結
果
、

直
接
的
か
つ
相
互
的
な
関
連
が
確
立
さ
れ
、

権
限
と
実
体

。
ロ
p... 

与を
市先
口!の

員星
雲b
lit 属
部則

己最
IR14 

~ 1T 
E禁
jLRギj
t三所
の
権
限
と
の
間
l乙

そ
し
て

原
理
の
採
用
に
よ
っ
て
、
行
政
事
件
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
普
通
法
と
は
別
個
の
自
律
的
な
法
原
則
の
存
在
が
明
白
に
要
求
さ
れ
、

北法 12(3・88)420 
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た
め
の
原
則
を
規
律
す
る
行
政
法
体
系
の
創
造
の
完
全
な
基
盤
が
付
与
さ
れ
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
権
限
分
配
の
原
加
が
行
政
法
の
理
論

の
育
成
に
直
接
貢
献
す
る
ζ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
ブ
ラ
ン
コ
判
決
は
、
行
政
裁
判
権
の
範
囲
、

す
な
わ
ち
行
政
法
の
範
囲
お
よ
び
そ
の
大
綱
を
確
定
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
発
展
上
に

一
の
進
化
を
達
成
し
た
。

そ
の
法
自
身
の
有
す
る
性
格

乙
れ
以
後

フ
ラ
ン
ス
わ
政
法
は

そ
し
て

か
ら
、

そ
の
内
部
に
お
け
る
理
論
的
な
補
充
、

そ
の
徹
密
化
の
段
階
に
入
る
の
で
あ
る
。

(斗

山
叶
・
。
・

5斗
ω-H・
ロ

-
H
d
p
包
括
可

-H∞
awロ-HN日・

凶
乙
の
一
論
告
は
、
そ
の
後
で
、
国
家
債
務
の
原
理
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
及
し
て
い
る
。
「
実
際
、
コ
ン
セ
イ
ユ
が
国
を
債
務
者
と
し
よ
う
と
す
る
訴

訟
の
審
理
を
行
政
裁
判
所
に
帰
属
さ
せ
る
原
理
を
極
め
て
強
固
に
お
き
か
っ
維
持
し
た
と
し
て
も
、
人
は
、
こ
の
原
理
を
、
一
般
的
に
、
一
方
に
お
い

て
、
行
政
に
つ
い
て
と
同
様
に
私
人
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
法
律
に
従
い
執
行
権
に
よ
っ
て
さ
れ
た
権
威
行
為
の
よ
う
に
公
役
務
の
組
織
に
関
す
る

法
律
か
ら
由
来
す
る
義
務
お
よ
び
権
利
を
認
め
る
乙
と
は
、
排
他
的
に
行
政
機
関
に
服
す
る
と
い
う
意
味
に
、
他
方
、
行
政
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
契
約

に
由
来
す
る
権
利
お
よ
び
義
務
の
決
定
に
関
す
る
と
き
は
、
た
と
え
ば
、
公
事
業
契
約
に
つ
い
て
の
共
和
八
年
雨
月
二
八
日
の
法
律
の
第
四
条
の
場
合

の
よ
う
に
、
行
政
権
限
を
定
め
る
形
式
的
な
法
律
が
存
在
し
な
い
か
ぎ
り
、
判
決
す
る
の
は
司
法
機
関
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
、
一
般
的
に
理
解
し
て
き

た
己

間
吋
・
。
・

5
u
-
H
-
N印・

5
2
5
2
E
E
E
e
ω
5ア
G
U
W
H
E
N
P

凶
、
吋

-
P
H∞吋
ω-N・
∞
・
切
宮
ロ
円
0

・
ω片岡
ゆ
》

J
H∞一
-uw
ロ
Ha-

回
ダ
ヴ
ィ
ド
の
と
の
点
に
関
す
る
論
告
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
行
政
と
司
法
と
の
権
力
分
立
に
関
す
る
法
律
が
、
行
政
の
命
令
で
あ
れ
、
行
政
に
よ
っ

て
そ
の
職
員
に
与
え
ら
れ
た
命
令
お
よ
び
訓
令
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
の
種
々
の
措
置
の
逸
脱
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
審
査
、
批
判
を
禁
止
し
て
い
る
ζ

と
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
と
と
も
に
、
破
段
院
も
と
れ
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
あ
る
い
は
行
政
機
関
の
命
令
そ
の
他
の
行
為
の
執
行
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は

慎
重
き
が
と
の
機
関
に
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
そ
の
よ
う
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
措
置
の
逸
脱
に
よ
っ
て
、
惹
起
さ
れ
た
損
害
賠
償

を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
私
人
に
よ
り
国
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
請
求
を
審
理
す
る
の
に
、
民
事
裁
判
所
は
無
権
限
で
あ
る
乙
と
も
認
め
て
い
る
。
だ

が
、
そ
れ
が
、
あ
る
行
政
的
措
置
の
執
行
ま
た
は
逸
脱
に
基
く
の
で
は
な
く
て
、
国
に
雇
傭
さ
れ
て
い
る
職
員
の
個
人
的
な
過
失
お
よ
び
悌
怠
に
基
い
て

フランス行政法成立史
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い
る
と
き
に
、
私
人
に
よ
っ
て
困
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
」

刷
乙
の
点
に
つ
い
て
、
シ
レ
イ
の
ノ

i
ト
は
、
「
権
限
裁
判
所
は
、
我
々
が
語
旬
、
そ
れ
か
ら
結
論
し
う
る
こ
の
原
理
〈
国
家
債
務
の
原
理
)
に
つ
い
て
、

沈
獄
を
ま
も
っ
て
い
る
。

ζ

の
と
と
は
、
権
限
裁
判
所
は
こ
の
原
理
を
認
め
な
い
と
い
う
よ
う
に
我
々
に
は
思
わ
れ
る
。
政
府
委
員
が
註
釈
し
た
よ
う

に
、
と
の
原
痩
は
ゆ
き
す
ぎ
(
⑦
Hnogzo}
で
あ
る
、
」
と
註
釈
し
て
い
る
。

m
な
お
ζ
れ
と
同
日
に
判
決
さ
れ
た
デ
ュ
ガ

l
ヴ
U
0
フ
ラ
ン
シ
工
事
件
の
判
決
は
、
権
力
分
立
に
関
す
る
法
規
の
み
に
依
拠
し
て
、
市
町
村
会
が
不
当
に

市
の
不
動
産
と
宣
言
し
た
議
決
に
知
事
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
認
可
の
結
果
に
つ
い
て
、
国
に
民
事
的
に
責
任
を
負
わ
せ
る
請
求
に
対
し
て
判
断
す
る
の

は
司
法
裁
判
所
で
あ
る
旨
を
判
示
し
て
い
る
。
叶
・
ゎ
・

5
a
N
-
∞
-
U
E官
5

2
回

g
口氏。
y
ω
可

a
w
Z
3
L
H
H
E
-

削

F
o
Z
M
d司
S
T
F
a
gロ
f
F
g
関
同

g
e
町
長
ML-
∞・

捌
だ
が
コ
ク
ラ
ン
は
、

ζ

の
ブ
ラ
ン
コ
判
決
を
、
先
述
し
た
口
ト
シ
ル
ド
判
決
な
ど
と
と
も
に
、
行
政
行
為
の
存
在
に
よ
る
も
の
の
中
に
含
め
ず
、
公
権

カ
責
任
の
特
別
の
制
度
の
穿
在
に
よ
っ
て
行
政
権
限
と
さ
れ
た
判
決
と
し
て
、
分
類
し
て
い
る
。
関
口
市
n
E
5
8・
3
・
HV-HN叶
兵
印
・

側
た
と
え
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
八
八
二
年
七
月
一
一
一
日
の
判
決
は
、
債
券
(
『
O
ロ
凹
)
の
審
査
に
お
い
て
国
庫
の
職
員
に
よ
っ
て
さ
れ
た
過
失
の
責

任
を
負
う
も
の
と
し
て
、
国
を
代
表
す
る
大
蔵
大
臣
を
相
手
と
し
て
提
起
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
、
一
七
九

O
年
八
月
一
六
日
|
二
四
日
お
よ

び
共
和
三
年
実
月
一
六
日
の
法
律

κ依
拠
し
て
、
「
上
に
規
定
さ
れ
た
法
律
に
よ
れ
ば
、
公
役
務
の
執
行
中
に
お
け
る
職
員
の
過
失
の
行
為
に
よ
っ
て
閣

に
負
わ
さ
れ
る
責
任
の
決
定
が
原
則
と
し
て
帰
属
す
る
の
は
、
行
政
裁
判
所
で
あ
る
、
」
と
判
示
し
て
い
る
。
【
U
何・

5
∞
ω・
吋
・
ぉ
・

(UCEFmHwm件
。
。
自
問
Y

U白
E
O
N
-
H
g
p
H
H
H・
由
-

凶

ζ

の
ブ
ラ
ン
コ
判
決
を
公
役
務
理
論
の
導
入
の
根
拠
と
す
る
説
は
、
近
年
、

5
ャ
ピ
コ
、
リ
グ
ー
口
、
コ
ラ
イ
ュ
、
お
よ
び
ヴ
デ
ル
ら
に
よ
っ
て
主
張

さ
れ
て
い
る
。
戸

(UV印刷
E
p
p
g
M
V
Oロ
g
r仲間
HP
司・∞印

is--
』

-
Z
5
3
w
出
向
ロ
ユ

C
Z
2
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ロロ巴
D
ロ
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m
w
Z
H
i
B
M》
zrzpFWAVぐ
O
E
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Oロ
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ロ
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宮

σ出
n
w
g
g
h
-
怠
NI怠印
-
w
H
《

U
C
H
a
-
-
c
g
s
r
z
ロ
ctoロ
守
口
&
宮
内
号

2
2
8
M
V
E
r
-
-円

E
L
g
x
邑
B
E
E
S
-同
片

岡

S
3
F
S
E
W

唱
-
u
l少

OH
唱・

gla--
の
・
〈
a
o
-
-
F
g
g日
g
g
g
t
E
F
o
z
o
-
-
g
E
骨
CH押
印
品
目

5
5色町
w
E
E
2
2
H
)
C
E
B
E
F
5
8
u
M
Y
N
U・
ζ
の
点

に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
公
役
海
理
論
を
論
ず
る
続
稿
で
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

間

H
b口
問
個
項
目
即
日
目

F
a
z
E
C日
間

同

宮

島

師

向

H
B
L・叶・

説論
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五

地
方
団
体
の
訴
訟
に
関
す
る
判
例
と
そ
の
進
化
お
よ
び
統

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
国
に
対
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
行
政
権
と
司
法
権
と
の
聞
の
裁
判
権
限
の
分
配
は
権
力
分
立
に
関

す
る
法
律
の
み
に
基
い
て
さ
れ
る
と
い
う
進
化
が
、

第
三
共
和
制
下
の
権
限
裁
判
所
の
初
期
の
判
例
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
。

だ
が
同

に
対
す
る
訴
訟
に
関
す
る
乙
の
原
則
は
、
同
じ
よ
う
に
行
政
主
体
で
あ
り
な
が
ら
も
、
市
町
村
を
私
人
と
し
て
考
え
る
伝
統
的
な
市
町
村

円

z一ス
2
V

私
人

(8目
自
民
口
市
宮
門
曲
。
ロ
ロ
o
胃
x
b
m
)
の
概
念
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
、
県
お
よ
び
市
町
村
に
対
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
ず
、

こ
の
判
例
の
状
態
は
、
第
三
共
和
制
に
よ
る
権
限
裁
判
所
の
設
置
に
よ
っ
て
も
、
何
ら
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
代
の
地
方
団
体
に

対
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
裁
判
管
轄
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
、

地
方
団
体
の
管
理
的
行
為
は
私
法
上
の
行
為
で
あ
っ

て
、
た
と
え
ば
地
方
団
体
と
の
契
約
は
、

そ
の
契
約
の
性
質
が
何
で
あ
れ
、
普
通
法
の
契
約
で
あ
り
、

地
方
団
体
に
対
す
る
損
害
賠
償
に

は
民
法
典
の
一
三
八
二
条
以
下
の
規
定
が
適
用
さ
れ

乙
の
よ
う
な
行
為
に
基
く
地
方
団
体
に
対
す
る
泊
求
は
、

司
法
裁
判
所
の
権
限
に

属
す
る
。
ま
た
、
地
方
団
体
の
権
力
的
行
為
、
特
に
警
察
権
の
行
使
に
対
し
て
は
、
公
権
力
国
家
の
無
責
任
の
原
則
の
残
存
に
よ
っ
て
、

そ
の
行
為
に
基
く
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
判
例
の
状
態
は

同

一
八
八
九
年
の
カ
ド
事
件

の
判
決
に
よ
っ
て
、
市
町
村
と
そ
の
被
用
者
と
の
聞
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
例
外
的
に
行
政
権
限
が
認
め
ら
れ
た
乙
と
も
あ
っ
た
が
、

フランス行政法成立史

市
町
村
と
第
三
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
行
政
権
限
は
全
く
容
認
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
十
九
世
紀
末
ま
で
存
続
し
た
。
だ
が
、
固
と
地

方
団
体
と
の
活
動
の
類
似
性
、
そ
の
同
じ
行
政
機
関
と
し
て
の
機
構
の
存
在
は
、
乙
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
に
放
置
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、

ブ
ラ
ン
コ
事
件
以
来
の
一
般
的
な
性
質
に
よ
る
行
政
訴
訟
の
範
時
の
樹
立
と
相
ま
っ
て
、

そ
の
態
度
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。乙
の
地
方
団
体
に
対
す
る
訴
訟
の
行
政
裁
判
権
限
へ
の
移
行
を
達
成
し
た
第
一
の
乳
配
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
九

O
三
年
の
テ
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鋭

リ
工
事
件
(
吋
冊
目
百
)
の
判
決
で
あ
っ
た
。

ま
む
し
を
捕

こ
の
事
件
は
、
県
会
が
県
内
の
ま
む
し
を
退
治
す
る
た
め
に
賞
金
を
議
決
し
、

獲
し
た
テ
リ
エ
氏
が
そ
の
支
払
い
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
県
知
事
が
予
算
の
超
過
を
理
由
に
そ
の
支
払
い
を
拒
絶
し
た
の
に
対
す
る
賞
金

論

む
支
払
い
請
求
事
件
で
あ
っ
た
が
、

乙
の
事
件
に
お
い
て
政
府
委
員
ロ
ミ
ュ

1
(列
。
B
5
Z
)
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、

そ
の
行
政
権
限

の
容
認
を
論
告
し
た
。
彼
は
、
ま
ず
、
県
お
よ
び
市
町
村
に
対
す
る
判
例
の
現
在
の
状
態
を
究
明
し
て
、
従
来
、

公
権
力
行
為
の
み
が
行

政
的
な
性
格
を
有
し
、
管
理
行
為
は
特
別
の
規
定
が
な
い
か
ぎ
り
普
通
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
、
国
の
管
理
行
為
は
閏
の
債
務
の
行
政
的

な
精
算
に
関
す
る
法
文
に
よ
っ
て
の
み
行
政
的
性
格
を
有
し
、
国
で
な
い
県
お
よ
び
市
町
村
は
と
の
よ
う
な
法
文
を
欠
く
の
で
、

そ
の
管

理
行
為
は
司
法
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
権
力
分
立
の
原
理
の
採
用
に
よ
る
国
の
債
務
の
精
算
に
関
す
る
法
文
の
決
定
的
な

放
棄
に
よ
っ
て
、
公
役
務
の
作
用
を
構
成
す
る
種
々
の
事
項
に
行
政
権
限
を
宣
告
す
る
法
律
は
、
例
外
的
に
権
限
を
創
設
し
た
も
の
で
は

な
く
、
単
な
る
権
力
分
立
の
原
理
の
適
用
と
し
て
、

そ
の
性
質
上
行
政
的
で
あ
る
訴
訟
を
認
め
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

す
る
。

「
ζ

の
よ
う
な
も
の
が
国
の
公
役
務
に
関
す
る
事
項
に
お
け
る
行
政
権
限
の
基
盤
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

同
一
程
度
に
行

そ
し
て

政
的
な
性
格
を
有
す
る
県
、
市
町
村
、

そ
れ
(
断
蹴
)
が
存
置
し
な
い
理
由
を
理

お
よ
び
公
施
設
(
一
ぶ
仲
間
ゲ
医
師
印
巾

g
g仲間】己
)
]
H
n
)

に
つ
い
て
、

解
す
る
と
と
が
で
き
な
い
。

公
法
人
(
宮

aoロ
ロ
巾
匂
己
主
五
戸
巾
)
が
権
力
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
集
団
的
な
要
求
に
直
面
す
る
と
き
か

ら
、
国
家
的
な
利
益
に
ま
た
は
地
方
的
な
利
益
に
関
す
る
の
で
あ
れ
、
こ
の
利
益
の
管
理
は
、
私
誌
を
規
律
す
る
民
事
法
の
原
理
に
よ
っ
て

必
然
的
に
支
配
さ
れ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
れ
(
民
一
)
は

一
般
に

そ
れ
は
、

反
対
に

そ
れ
自
身
公
的
な
性
格
を
有
す
る
。

公
行
政
の
一
部
を
構
成
し
、

ζ

の
名
義
で
行
政
訴
訟
に
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
さ
ら
に

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
は
徐
々
に
と

の
結
論
に
向
っ
て
い
る
と
し
、

と
の
原
理
は
次
の
よ
う
に
公
式
化
さ
れ
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

と
い
う
。

「
固
有
の
公
役
務
の
組
織
お

よ
び
作
用
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
は
、

一
般
的
で
あ
れ
、
地
方
的
で
あ
れ
、
行
政
が
契
約
の
方
法
に
よ
っ
て
行
動
す
る
の
で
あ
れ
、
権

北法 12(3・92)424 



威
の
方
法
で
行
動
す
る
の
で
あ
れ
、
:
:
:
そ
の
性
質
上
、
行
政
裁
判
権
の
領
域
で
あ
る
行
政
活
動
を
構
成
す
る
。
」
「
公
法
人
と
第
三
者
と

の
聞
の

ま
た
は
こ
れ
ら
の
公
法
入
自
身
の
聞
の

不
執
行
お
よ
び
悪
し
き
執
行
に
基
く
す
べ
て
の
訴
訟
は
行
政
権

公
役
務
の
執
行
、

限
で
あ
り
、
特
別
の
法
文
が
な
い
か
ぎ
り

一
般
的
な
い
し
は
地
方
的
な
公
行
政
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
な
権
限
を
有
す

る
裁
判
官
で
あ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

K
帰
属
す
る
。
」
乙
の
事
件
の
判
決
は
、

そ
の
理
由
を
明
言
し
て
い
な
い
が
、
結
論
的
に
政
府
委
員

の
論
告
を
容
れ
て
、
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
「
彼
が
提
起
し
た
請
求
を
認
め
る
こ
と
の
知
事
の
拒
絶
か
ら
、
そ
の
審
理
が
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
に
帰
属
し

こ
の
コ
ン
セ
イ
ユ
が
原
告
の
補
充
的
な
申
し
立
て
に
よ
っ
て
有
効
に
提
起
さ
れ
る
一
の
訴
訟
が
生
ま
れ
た
じ
そ
し
て
、

本
案
に
つ
い
て
も
原
告
の
請
求
を
容
れ
て
、

そ
の
額
を
確
定
す
べ
く
、

事
件
を
知
事
に
移
送
し
だ
の
で
あ
っ
た
。

さ
れハこ
たとの
。ょ

っ
l乙

ま
ず
県
に
つ
い
て
達
成

地
方
団
体
に
関
す
る
訴
訟
と
園
に
関
す
る
訴
訟
の
統
一
化
は
、

こ
の
テ
リ
エ
事
件
に
よ
っ
て

民
事
裁
判
所
の
側
で
は

な
く
、

乙
の
よ
う
な
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
側
の
態
度
に
対
し
て
、

一
九

O
六
年
の
破
致
院
の
判
決
は
、
市
の
警
察
職
員
の
し
た
暴
行
行
為

(E
恒
三
巾
門
町
三
。
一

g
B
)
を
理
由
に
、
市
の
代
表
者
と
し

直
ち
に
こ
れ
に
同
意
す
る
乙
?
と

:
王
、

み
れ
品
川
N

て
の
市
長
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
つ
い
て

民
法
典
二
二
八
二
条

ω用
語
は
一
般
的
で
あ
り

そ
れ
は
箸

「
一
方
に
お
い
て

同

察
組
織
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
抵
触
さ
れ
な
い
。
ま
た
他
万
、

国
の
民
事
責
任
に
関
す
る
原
則
は
、
市
町
村
の
そ
れ
に
は
適
用

フランス行政法成立史

さ
れ
え
な
い
、
」

と
判
示
し
て
、

乙
の
事
件
の
本
案
に
つ
い
て
判
断
し
た
控
訴
院
の
判
決
が
権
力
分
立
の
原
則
を
侵
害
し
て
い
な
い
こ
と

を
是
認
し
、
従
来
の
判
例
を
依
然
と
し
て
踏
襲
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
破
致
院
と
同
様
な
態
度
は
、

こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
下
級
の

乙
の
裁
判
権
限
の
帰
属
の
点
K
何
ら
触
れ
る
こ
と
な
く
、
市
町
村
の
加
害

行
為
に
つ
い
て
判
断
し
、
市
町
村
の
責
任
を
容
認
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

民
事
裁
判
所
の
判
決
に
も
見
ら
れ
る
。

そ
し
て

そ
こ
で
は

p

右
の
よ
う
な
行
政
裁
判
所
と
民
事
裁
判
所
と
の
見
解
の
相
違
に
よ
る
判
例
の
混
乱
は
、

一
九

O
八
年
の
権
限
裁
判
所
の
諸
判
決
に
よ
っ
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て
、
統
一
さ
れ
た
。

権
限
裁
判
所
は

説

ま
ず
、
県
の
精
神
病
院
(
回
目
出
刊
)
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
精
神
病
者
が
乙
の
施
設
か
ら
脱
走
し
て
放

火
し
た
火
事
に
よ
る
損
害
の
賠
償
を
求
め
て
民
事
裁
判
所
に
出
訴
し
た
こ
と
に
始
ま
る
フ
ウ
ト
リ
イ
事
件
(
明

2
R可
)
の
判
決
に
お
い
て
、

政
府
委
員
テ
シ
エ
(
叶
2
8互
の
紘
併
を
容
れ
て
、
「
ζ

の
(
詰
柑
告
)
指
定
は
、
行
政
の
一
職
員
の
彼
の
職
務
か
ら
分
離
さ
れ
る
個
人
的
な

論

過
失
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
県
お
よ
び
公
益
の
負
担
に
お
け
る
公
役
務
の
組
織
お
よ
び
作
用
を
非
難
し
て
い
る
。

の
役
務
の
執
行
に
お
い
て
生
じ
え
た
過
失
の
評
価
は

司
法
機
関
に
は
属
し
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に

県
知
事
が
行
政
機
関
に
こ
の
請
求

の
審
理
の
取
戻
し
を
要
求
し
た
の
は
理
由
が
あ
る
、
」
と
判
示
し
て
、

そ
の
行
政
権
限
に
賛
成
し
て
、

コ
ン
セ
イ
ユ
ニ
プ
タ
の
立
場
を
確
認

つ
い
で
、
同
裁
判
所
は
、
暴
風
雨
の
際
の
市
の
運
河
の
水
門
の
開
放
に
基
く
浸
水
に
よ
っ
て
、
そ
の
不
動
産
に
惹
起
さ
れ
た
損
害

の
賠
償
を
市
に
対
し
て
請
求
し
た
事
件
に
関
す
る
フ
オ
ン
ス
コ
ロ
ン
プ
事
件
己
巾
明
。

5
8
-。
ヨ
ゲ
叩
)
の
判
決
、
お
よ
び
暴
風
雨
の
際
の
運

し
た
。

河
の
堤
防
の
崩
壊
に
よ
り
浸
水
さ
れ
た
ぶ
ど
う
園
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
、
そ
の
運
河
の
管
理
者
で
あ
る
公
施
設
た
る
運
河
迷
合
組
合

(
白

8
2
5
5ロ
印
有
ロ
岳

EHg}
に
対
し
て
請
求
し
た
ジ
ュ
ウ
ィ
エ
事
件
(
]
C
E
-
-
F
b
)

の
判
決
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
行
政
権
限
に
属
す
る
旨
を

判
示
し
た
。
そ
し
て
、

ζ

れ
ら
の
権
限
裁
判
所
の
諸
判
決
に
よ
っ
て
、
行
政
裁
判
権
は
、
従
来
の
県
に
関
す
る
事
件
の
み
か
ら
、
市
お
よ

び
公
施
設
に
関
す
る
事
件
に
拡
張
さ
れ

権
力
分
立
の
原
則
に
基
い
て

国
の
場
合
と
同
様
に

そ
の
結
果
、

司
法
裁
判
所
は

行
政
の
公
役
務
に
関
す
る
訴
訟
事
件
の
裁
判
権
限
を
失
う
に
至
り
、
国
お
よ
び
地
方
団
体
に
関
す
る
裁
判
権
限
の
完
全
な
統
一
化
が
達
成

乙
れ
ら
の
事
項
の
裁
判
権
限
は
、
す
べ
て
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
一
般
的
に
帰
属
す
る
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

さ
れ
、こ

れ
ら
の
権
限
裁
判
所
の
判
決
は

国
の
訴
訟
と
地
方
的
訴
訟
と
の
統
一
化
に
つ
い
て
、

デ
タ
は
、
さ
ら
に
一
九
一

O
年
の
テ
ロ
ン
事
件
有
志

B
口
会
の
判
決
に
お
い
て
、
野
犬
の
捕
獲
お
よ
び
死
獣
の
除
去
に
つ
い
て
の
市
と
私

機
定
的
な
意
義
を
有
す
る
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・

人
と
の
聞
の
契
約
に
よ
り
生
じ
た
紛
争
に
つ
い
て
、
自
己
の
行
政
権
限
を
確
信
し
た
。

そ
し
て
、

さ
ら
花
、

地
方
団
体
の
訴
訟
に
つ
い
て 乙

北法 12(3・94)426 
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の
自
己
の
権
限
を
固
執
し
て
き
た
破
鼓
院
も
、

つ
い
に
一
九
一
二
年
の
判
決
に
お
い
て
、
権
力
分
立
に
関
す
る
一
七
九

O
年
お
よ
び
共
和

年
の
法
律
K
依
拠
し
て

「
市
の
代
表
者
が
、

彼
等
の
職
権
中
に
入
る
公
役
務
の
組
織
に
お
い
て
犯
し
た
過
失
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
損

害
を
市
に
対
し
て
請
求
す
る
訴
訟
は
、
行
政
機
関
の
排
他
的
な
権
限
に
属
す
る
」
旨
を
判
示
し
て
、

と
の
事
項
に
お
け
る
自
己
の
権
限
を

放
棄
し
た
。

そ
の
結
果
、
国
の
責
任
に
関
す
る
権
限
と
実
体
に
つ
い
て
の
原
則
は
、
市
町
村
の
責
任
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
、
行
政
の
責

任
の
事
項
に
お
け
る
権
限
の
規
定
は
、
国
と
地
方
と
の
統
一
と
い
う
も
っ
と
も
単
純
か
つ
も
っ
と
も
論
理
的
な
方
法
で
置
か
れ
る
こ
と
と

な
り
、
行
政
訴
訟
に
関
す
る
原
理
は
、
判
例
上
、
そ
の
事
件
の
性
質
に
よ
っ
て
統
一
的
に
表
現
さ
れ
、
そ
の
第
一
次
的
な
進
化
を
達
成
し

た
の
で
あ
っ
た
。

同

山
テ
シ
エ
は
、
県
お
よ
び
市
町
村
に
対
す
る
訴
訟
が
司
法
権
限
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
実
際
的
歴
史
的
な
理
由
と
し
て
、
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

ず
、
第
一
に
、
一
八
七
三
年
以
前
に
は
、
司
法
裁
判
所
は
国
に
対
す
る
責
任
訴
訟
を
審
理
す
る
権
限
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
、
地
方
団
体
に
対
す
る

訴
訟
の
み
を
別
扱
い
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
一
八
七
三
年
以
来
の
司
法
裁
判
所
の
権
限
は
も
っ
ぱ
ら
便
宜
性
の
要
求
か
ら
出
た
も
の
、

す
な
わ
ち
、
乙
の
時
代
に
は
公
権
力
の
無
責
任
の
原
則
が
な
お
残
容
し
、
国
の
責
任
の
領
域
が
狭
か
っ
た
の
で
、
乙
の
点
を
民
法
典
の
適
用
に
よ
っ
て
緩

和
し
よ
う
と
し
、
実
体
の
問
題
が
権
限
の
問
題
に
反
作
用
し
て
い
た
と
と
。
第
一
一
一
に
、
一
八
七
三
年
以
前
に
は
、
国
家
債
務
の
原
頭
も
権
限
分
配
の
根
拠

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
乙
の
原
理
は
国
の
み
に
適
用
さ
れ
、
地
方
団
体
は
こ
の
原
理
に
よ
る
権
限
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
と
と
。
そ
し
て
、
第
四

花
、
極
め
て
最
近
ま
で
大
臣
裁
判
の
理
論
が
支
配
し
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
一
般
的
な
権
限
を
有
す
る
行
政
裁
判
所
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
の
務
理
由

が
と
れ
で
あ
る
。
吋
a
E
-。
♂
の
D
回。

-5目。ロ
m
v
F同
色

EH105HVJωFHOMご
H
U
C
∞
"
ロ
円
・
由
叶
・

凶
た
だ
し
、
市
町
村
の
職
員
に
よ
っ
て
さ
れ
た
行
為
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
の
行
為
が
国
の
名
で
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
別
で
あ
る
。
と
の
点

に
つ
い
て
は
、
〈
・
【
U
F師
同

E阻
u
m
g
H
M
O
ロ
田
弘
正
即
仲
b
u
句
-
U
E
l
由∞・

間
た
と
え
ば
、
権
限
裁
判
所
の
一
八
七
四
年
の
判
決
は
、
橋
梁
の
崩
壊
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
る
市
町
村
に
対
す
る
責
任
訴
訟
に
つ
い
て
、

「
閣
の
責
任
に
関
す
る
原
則
は
、
市
町
村
の
そ
れ
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
判
示
し
て
、
県
知
事
に
よ
っ
て
さ
れ
た
権
限
争
議
決
定
を
取
消
し
て
い
る
。

吋
・
。
・
H
∞記・

ω・吋

-
u
g
g
oロ
伺
タ

ω-H3・]戸田口三・ロ
-
N
2・
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説

凶
た
と
え
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
一
八
九
三
年
の
ガ
ツ
ォ
事
件
の
判
決
は
、
原
告
が
市
か
ら
毎
年
補
助
金
を
う
け
て
三
年
間
市
の
劇
場
の
経
営
を
す
る

旨
の
契
約
に
調
印
し
た
後
、
市
長
が
そ
の
劇
場
の
閉
鎖
を
命
じ
た
行
為
K
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
お
い
て
、
「
市
長
が
彼
の
警
察
権
の
行
使
と
し
て

活
動
し
、
劇
場
の
暫
定
的
な
閉
鎖
を
命
ず
る
決
定
は
、
市
に
対
す
る
賠
償
訴
訟
を
開
き
え
な
い
」
旨
を
判
示
し
て
、
枇
雷
察
権
の
無
責
任
を
認
め
な
が
ら
、

他
方
、
「
興
行
組
織
の
た
め
に
市
町
村
と
劇
場
の
管
理
官
在

5
2
2同
)
と
の
聞
に
介
在
す
る
契
約
は
、
普
通
法
の
契
約
で
あ
り
、
司
法
機
関
の
み
が
審
理

し
う
る
」
と
し
て
、
乙
の
契
約
か
ら
生
ず
る
紛
争
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
無
権
限
で
あ
る
と
と
を
容
認
し
て
い
る
。
。

-
F
5
8・
H・
5-

C
同

NEM-
包
括
可

w
H
g
h
Lロ・

HE-

附
こ
の
事
件
の
行
政
権
限
は
九
す
べ
て
の
範
騰
の
官
更
に
つ
い
て
の
契
約
は
公
権
力
の
要
素
を
も
た
ら
す
契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
く
る
例

外
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る

o
m
o
gぽ
F
。
g
n
-
5
5ロ
P
F
F
-
B
叶

2
ロ
R
w
ω
R
a
w
s
g
u
H
H
H
-
N印・

刷
ス
ウ
ド
ル
は
、
地
方
団
体
に
対
す
る
訴
訟
に
行
政
権
限
を
樹
立
し
た
第
一
の
判
決
は
一
九

O
二
年
の
グ
ロ
ツ
ソ
ン
事
件
(
わ
-
H
W
-

巴
巴
-

H

・
臼

-
C
8
2
0
p

ω吉叩可
w
M
g
p
H
H
F
H
U品
)
で
あ
る
と
し
、
ま
た
ロ
ミ
ュ
ー
も
、

ζ

の
事
件
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
市
長
の
過
失
に
よ
っ
て
第
三
者
に
惹
起

さ
れ
た
損
害
に
関
し
て
市
町
村
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
賠
償
請
求
に
つ
い
て
判
決
す
る
権
限
を
暗
験
の
う
ち
に
認
め
た
、
と
い
う
。

ω包
括

w
H』

g
g・

1
話口

gu-v・
邑

JMNogぽ
♂
の

Oロロ
-zaoロ
酔

F
F
H
H
O
J「
2
コR-
だ
が
、
と
の
判
決
は
、
事
件
は
市
長
の
個
人
的
な
過
失
に
よ
る
と
認
定
し
て
司
法
裁

判
所
の
み
の
権
限
を
認
め
た
後
、
市
町
村
の
責
任
に
つ
い
て
、
「
市
町
村
は
、
彼
等
の
市
長
の
個
人
的
な
過
失
を
理
由
に
責
任
を
負
う
と
宣
告
さ
れ
る
と

と
が
な
い
」
旨
を
判
示
し
た
判
決
で
あ
っ
て
、
市
町
村
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
判
決
す
る
権
限
を
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
、
暗
歎
に
も
せ

よ
、
認
め
た
も
の
と
言
え
る
か
否
か
は
、
す
ζ

ぷ
る
問
題
で
あ
る
。

問
。
・
開
・

50ω-N・由・、吋
2HFmHwωFHaUSE-HHH-N印

削

F
o
a
a
d司
a
γ
ω
E
Z
F
H
h
間
吋
同
ロ
仏
国
民
同

bgu
官

-
p
w
E
E
H
M
O
F
8
8
2
p
a
w
s
s
L戸
旧
日

-
C
百円

3
2
L
2
2
邑

B
E
2
2
5
w
F

ロ・同
Y
A
p
h・
な
お
、
乙
の
ノ

i
ト
に
お
い
て
、
オ
1

リ
ュ
ウ
は
、
「
県
、
市
町
村
の
事
件
に
行
政
訴
訟
を
拡
張
す
る
と
同
時
に
、
同
一
の
行
政
手
段
に
よ

っ
て
と
ら
れ
た
公
役
務
の
執
行
ま
た
は
措
置
の
す
べ
て
の
も
の
に
そ
の
自
然
的
な
適
用
を
与
え
る
こ
の
判
決
を
、
我
々
が
記
録
す
る
こ
と
は
、
深
く
満
足

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
乙
の
判
決
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
。

聞
の
白

a-C〈・
50A山・印
-N・
〈
巴

-m
仏開

Z
日間

MguωHBursc吋
wFHNU-

側
そ
の
例
と
し
て
、
次
の
諸
判
決
が
あ
る
。
市
町
村
が
そ
の
使
用
を
認
可
し
た
火
具
(
己
口
町
内
己

q
m
g
m
E
)
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
見
物
人
に
よ
る
市
町
村

に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
審
理
権
限
を
容
認
し
た
デ
ュ
ウ
エ
裁
判
所
判
決
。
。

g
y
s
g
H
N・
s
・
0
0
F
H
2
5
F
号

C-一0・
包
括

F
S
o
p

口
uN怠
・
そ
の
損
害
が
市
町
村
の
代
表
者
の
過
失
に
よ
っ
て
悲
起
さ
れ
た
場
合
に
、
市
町
村
の
電
気
企
業
の
任
を
負
う
会
社

(ω25b)
に
よ
っ
て
発
行
さ

論
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同

れ
た
負
債
(
巾
B
M
5
5
H
)
の
引
受
人

(
8
5口
江
田
昌

2
H
)
が
そ
の
会
社
の
破
産
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
市
町
村
は
賠
償
責
任
を
負
担
フ
旨
を
判
示
す

る
エ
ッ
キ
ス
裁
判
所
判
決
。
〉
皮
切

5
8・白・

N0・
F
1
8
2
H
W
M
4邑
o
F
包
括
u
c
s
g
w
ロ
-
N
S
-

間
吋
・
(υ

・
5
0∞
-
N
-
N
U
-
m，
mwEHUご
辺
B
V
H
U
C∞
L
H
H・

s・

四
こ
の
テ
シ
エ
の
論
告
は
次
の
よ
う
に
論
述
さ
れ
て
い
る
。
「
人
が
、
県
ま
た
は
市
町
村
の
状
況
と
国
の
そ
れ
と
の
聞
に
、
一
の
差
異
の
可
能
性
さ
え
も

考
え
る
と
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
先
天
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
公
権
力
は
一
で
あ
り
、
そ
の
行
為
ま
た
は
活
動
は
、
行
動
す
る
行
政
の

地
域
的
な
重
要
性
に
従
っ
て
変
更
さ
れ
な
い
。
行
政
の
代
表
者
ま
た
は
職
員
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
行
為
は
、

Y
』
の
範
囲
で
と
れ
ら
の
職
員
が
執
行
す
る

の
で
あ
れ
、
同
一
の
性
格
を
有
す
る
。
彼
等
が
そ
れ
に
依
存
す
る
地
方
行
政
の
こ
れ
ら
の
級
員
を
結
び
つ
け
る
関
係
は
、
会
法
の
関
係
で
あ
り
、
国
の
官

吏
を
国
自
身
に
結
び
つ
け
る
関
係
と
同
じ
く
、
私
法
の
関
係
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
事
法
の
責
任
の
原
則
と
司
法
権
限
は
、
彼
等
の
職
務
行
為
を

評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
際
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
ら
の
効
力
の
点
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
が
惹
起
し
え
た
損
害
の
点
に
つ
い
て
で
あ
れ
、
排
除
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
岡
県
お
よ
び
市
町
村
の
責
任
の
問
題
の
司
法
機
関
へ
の
帰
属
は
、
県
の
役
務
お
よ
び
市
の
役
務
は
公
役
務
で
は
な
く
、
県

お
よ
び
市
町
村
の
代
表
者
な
い
し
は
職
員
の
行
為
は
国
の
宮
更
の
そ
れ
と
同
一
の
名
義
に
お
け
る
行
政
行
為
℃
は
な
い
と
い
う
と
と
を
意
味
す
る
こ
と

を
、
充
分
に
僻
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
き
て
、
人
は
.
今
日
、
我
々
の
公
法
行
よ
び
我
々
の
行
政
組
織
の
も
っ
と
も
確
実
な
原
坦
に
余
り
に
も
明
白

に
反
す
る
一
の
同
様
な
っ
議
論
を
明
白
に
支
持
し
よ
う
と
は
、
も
は
や
あ
え
て
し
な
い
の
で
あ
る
。
」

側
、
『
・
。
・

5
0∞
・
品
・
ロ
・
ロ
o
Hり
D
E
B
-
o
gゲ
0・
ω
F
H
3・
5
0
U温口円
-
S

制
吋
・
。
・

5
g・印
-NU-HOE--日少

ω
E
w
u
J
H
g
p
口
H

S

同
た
と
え
ば
、

7
オ
ン
ス
コ
ロ
ン
ブ
事
件
の
判
決
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
3

「
7

ル
セ
イ
ユ
の
市
の
議
員
に
よ
る
そ
の
運
河
の
水
門
を
開
放
す
る

行
為
は
、
被
用
者
の
職
務
の
執
行
中
に
入
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
の
誰
も
が
、
個
人
的
な
性
格
を
有
し
、
そ
の
臓
務
の
行
使
か
ら
分
離
さ
れ
る
過
失
を
犯
し

た
、
と
主
張
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
行
為
は
、
司
法
裁
判
所
が
加
害
結
果
を
審
査
す
る

ω
に
無
権
限
で
あ
る
役
務
過
失
(
問
自
民
O

仏伶

2
2
5
0
H
V
E
E
W
)
の
み
に
関
し
て
い
る
。
」
ジ
ュ
ウ
イ
工
事
件
の
判
決
も
、
ほ
ぼ
司
様
の
趣
旨
を
判
示
し
て
い
る
。
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鋭

--'--
ノ¥

び
H
H
行
政
裁
判
制
度
に
対
す
る
評
価

む

す

こ
れ
ま
で
に
論
述
し
て
き
た
よ
う
に

フ
ラ
ン
ス
の
行
政
裁
判
制
度
は
、
第
三
共
和
制
の
初
期
、

す
な
わ
ち
一
九
世
紀
末
か
ら
遅
く
と

論

も
二

O
世
紀
の
当
初
の
時
期
ま
で
の
聞
に
、

そ
の
裁
判
組
織
の
面
に
お
い
て
も
、

そ
の
裁
判
制
度
の
内
容
の
面
に
お
い
て
も
、
大
革
命
以

来
の
原
理
の
一
の
進
化
を
達
成
し
た
。

大
革
命
以
来
こ
れ
ま
で
の
期
間
は
な
が
く

行
政
裁
判
所
た
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
そ
の
も
の
の

地
位
も

ま
た
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

こ
の
当
時
の
コ
ン
セ
イ
ユ
ニ
ア
タ
の
立
場
は
ど
の
よ
う

だ
が

な
も
の
で
あ
り
、
行
政
裁
判
制
度
そ
の
も
の
は
一
般
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は

ジ
ロ
ン
(
の
可
。
ロ
凹
)
の
所
説
で
あ
る
。

す
で
に

一
八
八
一
年
の
著
書
中
に
お
い
て
、
行

ジ
ロ
ン
は

政
裁
判
制
度
の
歴
史
を
簡
単
に
検
討
し
て

「
行
政
裁
判
所
の
歴
史
は

我
々
の
種
々
の
政
府
が
こ
の
制
度
に
対
し
て
向
け
た
極
め
て
活

活
動
行
政
か
ら
そ
れ
を
分
離
さ
せ
る
と
と
に
導
い
た
と
と
を
立
証
す
る
」
、

液
な
攻
撃
の
下
で
、

そ
れ
に
司
法
的
な
形
式
を
与
え

ベ
た
後
に
、

そ
れ
が
立
法
中
に
完
全
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、

行
政
裁
判
所
は
実
際
上
司
法
権

(-ug吉
岡
町
恥
宮
内
回
目
n
S
F
H
A
W
)

の
一
部
で
あ
り

唯
一
の
司
法
(
』
5
t
n叩
)
の
み
が
存
在
し

そ
の
事
件
の
性
質
に
よ
り
そ
れ
が
異
な
っ
た
裁
判

所
で
適
用
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

乙
の
司
法
は
、
民
事
、
商
事
お
よ
び
刑
事
の
各
裁
判
所
と
行
政
裁
判
所
の
二
つ
の
部
門
に
分
け
ら
れ

た
最
高
の
機
関
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
、

ま
た
彼
は
、
民
事
裁
判
所
は
私
財
産
権
の
保
護
の
任
を
負
い
、

ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
行
政
権
と
し
て
の
立
場
か
ら
私
権
を
殆
ん
ど
尊
重
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
一
例
と
し
て
、
知
事
が
乗
合
自
動
車
企
業
者
に
停
車
場
内
に
乗
り
入
れ
る
排
他
的
な
権
利
を
特
許
し
た
乙
と
か
ら
生

そ
の
結
果
は
逆
の
場
合
が
多
く

あ
る
と
言
い
、

じ
た
紛
争
に
つ
い
て
、
破
致
院
は
こ
の
知
事
の
他
の
者
に
対
す
る
禁
止
措
置
を
適
法
と
認
め
た
が
、
越
権
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
コ
ン
セ
イ

民
事
裁
判
所
以
上
に
私
人
を
保
護
し
た
慨
を
挙

ユ
ム
ア
タ
は

一
個
人
の
利
益
に
独
占
を
構
成
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
決
定
し
て

北法 12(3・98)430 
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げ
、
県
参
事
会
の
廃
止
法
案
に
関
す
る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
お
よ
び
破
致
院
の
意
見
書
を
引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
述
す
る
。
「
行
政
裁

判
所
へ
の
訴
訟
が
す
べ
て
の
他
の
も
の
以
上
に
有
効
で
あ
り
、

な
か
ん
ず
く
財
産
権
を
よ
り
よ
く
保
護
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
確
信
さ

れ
う
る
c

そ
れ
を
確
信
す
る
た
め
に
は

実
際
の
も
っ
と
も
通
常
の
問
題
に
つ
い
て

コ
ン
セ
イ
ユ
ニ
ア
タ
の
判
例
と
破
致
院
の
判
例
を

比
較
す
る
こ
と
で
充
分
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
行
政
裁
判
は
、

そ
れ
が
か
な
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
の
み
、

か
く
も
強
く
攻
撃
さ

れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
多
く
そ
れ
を
実
行
す
る
者

そ
れ
(
折
糊
)
に
つ
い

た
と
え
ば
公
事
業
(
昨
日
〈
自
凶
吉

En)
の
企
業
者
は

て
不
平
を
言
つ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
彼
等
に
打
診
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
の
物
事
の
状
態
の

維
持
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

と
の
よ
う
な
ジ
ロ
ン
の
所
説
は
、
あ
る
い
は
余
り
に
も
行
政
裁
判
所
に
有
利
な
主
張
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
行
政
権
と
司

法
権
と
が
峻
別
さ
れ
た
乙
の
時
代
に
お
い
て
、
機
能
的
に
そ
の
作
用
を
と
ら
え
て
、
行
政
裁
判
を
も
司
法
裁
判
と
同
様
に
見
る
と
の
ジ
ロ

ン
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
行
政
裁
判
の
司
法
化
が
か
な
り
達
成
さ
れ
て
い
て
と
そ
、
始
め
て
成
立
し
う
る
も
の
、
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

ま
た
、
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
よ
う
な
財
産
的
請
求
に
つ
い
て
、
民
事
裁
判
所
に

同

提
起
さ
れ
た
数
多
く
の
事
件
の
権
限
争
議
の
形
式
に
よ
る
取
戻
し
、
特
に
第
三
共
和
制
下
の
権
限
裁
判
所
の
諸
判
決
に
よ
る
行
政
権
限
の

フランス行政法成立史

拡
張
が
実
現
さ
れ
る
と
と
が
で
き
た
の
も
、
公
権
力
国
家
の
無
責
任
の
原
則
の
残
存
な
ど
が
見
ら
れ
る
と
は
言
え
、
行
政
裁
判
所
の
態
度

お
よ
び
そ
の
判
例
に
暗
献
の
支
持
が
あ
っ
た
と
と
に
も
よ
る
の
で
あ
っ
て
、

乙
の
行
政
裁
判
制
度
の
整
備
は
、

と
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の

制
度
が
、

ド
イ
ツ
な
ど
と
異
な
り
、
行
政
訴
訟
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
概
括
条
項
(
の

2
2巳
'
r
F
5
5
を
採
用
し
て
い
た
一
事
実
に
よ
っ
て

も
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
論
述
し
て
き
た
行
政
裁
判
制
度
の
整
備
は
、
も
っ
ぱ
ら
制
度
上
な
い
し
は
判
例
上
の
進
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、

と

北法 12(3・99)431 



鋭

の
制
度
お
よ
び
判
例
上
の
進
化
は
、

学
説
上
の
発
展
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
次
に
、
行
政
権
と
司
法
権
と
の
権
力

分
立
の
原
則
か
ら
由
来
す
る
学
説
上
の
進
展
に
眼
を
向
け
、

そ
の
所
産
と
し
て
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
を
検
討
し
て
み

論

る
乙
と
に
し
よ
う
。

凶

ω・
2
3回目
w何
回
国
包

E
H
V
忽
唱
曲

H阻止
Cロ
仏

巾

問

問

】

CECHawH∞∞グ同
y
品
出
回

凶

HZι
・
-v
・品∞∞
l
品∞由・

聞

の

ogH
仏
向
。
曲
師
∞

-HgN-HN・∞
-
F
g
F
H凹
wot-cNL∞
g
u
-
-
8
0
L∞
E-
∞

N日
-
u
t
一C
N
U
5
8
w
H
怠

-w(U-HW・
5
E
-
N
-
N印
・
り
と

-DN-
協
定
・

百
-N印
-
L∞
8
・由・叶・

0
曲ロ
CHuggw
ロ
戸
出
・

凶

H
V
E
・
M
M

・
kg
。l怠斗・

間

ζ

の
ジ
ロ
ン
の
考
え
は
、
一
八
四
八
年
に
コ
ル
ム
ナ
ン
に
よ
っ
て
当
初
に
主
張
さ
れ
た
よ
う
な
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
と
は
別
個
の
行
政
毅
判
所
(
宮
の

0
5

包
g
z
u可
白
色
4
0
)

を
創
設
し
、
そ
の
構
成
員
に
司
法
裁
判
所
の
構
成
員
と
同
様
の
身
分
保
障

(
F
E
s
s
-
E
E
)
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Hr広・
M
M

・
色

?
g
N・第

四
章

権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
と
そ
の
意
義

序

説

乙
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
十
九
世
紀
末
ま
で
の
判
例
は
、
大
革
命
期
の
権
力
分
立
の
原
則
に
準
拠
し
て
、
行
政
権
と
司
法
権

と
の
聞
の
裁
判
権
限
の
帰
属
に
関
す
る
原
則
を
各
場
合
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例
を
通
し
て
徐
々
に
樹
立
し
、
行
政
法
の
一
般
原
理
の
形

成
に
寄
与
し
て
き
た
。
と
と
ろ
で

こ
の
よ
う
な
判
例
上
の
原
理
の
形
成
に
つ
れ
て
、
他
方
、
学
説
上
に
お
い
て
も
、

こ
の
時
代
に
行
政

法
に
対
す
る
認
識
の
欠
如
を
よ
う
や
く
に
し
て
克
服
し

一
八
六

0
年
代
以
降
、
行
政
法
の
体
系
的
な
著
書
が
だ
ん
だ
ん
に
公
刊
さ
れ
、

北法 12(3・100)432 



そ
の
原
理
が
学
説
上
に
解
明
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。

乙
の
十
九
世
紀
の
後
期
に
お
け
る
学
説
上
の
基
礎
概
念
と
し
て
、

そ
し
て

世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
上
重
要
な
地
位
を
占
め
た
原
理
が
、
実
に
、
権
力
分
立
の
原
則
か
ら
演
拝
さ
れ
た
、
行
政
権
と
司
法
権
と
の
間

の
裁
判
権
限
の
分
配
の
基
準
原
理
の
役
割
を
果
す
権
威
行
為

(]g
白
2
2
円

g
g巳
芯

C
G

骨
吉
岡
協
同
ロ
2
℃与
-25)
と
管
理
行
為

(-g

同
n
g印
伝
一
関
町
田
広
。
ロ
)
の
区
別
の
理
論
で
あ
っ
た
一
。

乙
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
は

デ
ュ
ギ
l
(ロ戸
m
z互
に
よ
れ
ば

行
政
行
為
の
二
つ
の
範
博
を
区
別
す
る
も
の
と

ダ
レ
ス
ト
(
口
問
見
伊
丹
巾
)
の
諸
学
者
に
よ
っ
て
そ
の

理
論
の
完
成
へ
の
努
力
が
さ
れ
、
ラ
フ
ェ
リ
エ

1
ル

P
色
白
巴
宵
巾
)
に
よ
っ
て
始
め
て
明
瞭
に
公
式
化
さ
れ
た
、
と
い
う
。
ま
た
、
ワ
リ

ヌ
(
者
包
庄
町
)
に
よ
れ
ば
、
デ
ユ
ク
ロ
ッ
ク
お
よ
び
ぺ
ル
テ
ル
ミ
イ

B
2
5色
巾
百
三
に
よ
っ
て
相
杭
い
て
主
張
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
と
も

A
h
a
v
m
4

一
v

言
わ
れ
て
い
る
。

し
て
、

オ
1
コ
ッ
ク
(
〉
guon)、
デ
ユ
ク
ロ
ッ
ク
(
ロ
ロ
ロ

3
2
)、
パ
ト
ピ
イ
(
∞
巳
玄
白
)
、

乙
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
関
す
る
著
書
は
パ
ト
ビ
イ
の
著
書
の
題
名
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

理
論
的
で
あ
る
と
同
時
に
実

務
的
(
仲
広
2
E
5
2
官
住
吉
町
)
で
あ
り
、

む
し
ろ
実
務
的
な
解
説
の
絞
述

そ
の
学
説
的
な
理
論
を
充
分
に
展
開
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

(斗

に
近
い
。

そ
し
て
、
パ
ト
ピ
イ
や
デ
ユ
フ
ウ
ル
(
己
正
C
C
H
)

の
著
書
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、

数
千
ペ
ー
ジ
と
い
う
老
大
な
量
を
誇
り
な
が

フランス行政法成立史

ら
も

そ
の
内
容
は
、
今
日
で
い
う
総
論
的
な
部
分
を
始
ん
ど
含
ま
ず
、

各
論
的
に
各
項
目
別
に
並
列
的
に
論
述
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

と
の
よ
う
な
著
書
の
構
成
の
中
か
ら
、
真
の
理
論
を
探
究
す
る
乙
と
は
、

か
な
り
用
雑
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ぃ
。
し
た
が
っ
て

コ
E

、。
f
f

E
亡
し
大
，
刃

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て

乙
の
理
論
が
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
進
化
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
を
知
る
た
め
に
、

の
よ
う
な
事
項
別
の
論
述
の
中
か
ら

乙
の
理
論
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
抽
出
し
て
、

の
意
義
お
よ
び
そ
の
区
別
に
よ
る
理
論
の
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

と
の
時
代
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為 九こ
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説

山

F-uasuF冊
目
司
自
民
D
H
B
住
吉
田

E
骨
皇
官

σ
F
Z令
H
2・

間
宮
・
4
『
岳
ロ
ク
吋

E同
b
E
g
g
s仲
同
叩
分
与
円
。
↑

:
L
5
5
2
3
H
F
F
由
主
・
℃

-
g・

聞
こ
の
理
論
の
沿
革
を
考
究
す
る
た
め
に
は
、
乙
の
時
代
の
著
書
を
初
版
か
ら
各
版
毎
に
検
討
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
お
け
る
そ
の
理
論
の
検
討
も
代
表
的
な
版
に
よ
っ
て
す
る
よ
り
他
は
な
く
、
し
た
が
っ

て
、
乙
の
理
論
の
完
全
な
進
化
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
を
あ
ら
か
じ
め
御
了
解
戴
き
た
い
と
思
う
。

凶
最
近
刊
行
さ
れ
た
兼
子
仁
氏
の
著
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
に
、
す
で
に
行
政
法
規
を
個
人
の
自
由
の
制
約
と
い
う
角
度
か
ら
抱
え
、
国
家
の
権
限
を

で
き
る
だ
け
制
限
し
よ
う
と
す
る
古
典
的
自
由
主
義
の
立
場
に
立
つ
デ
ュ
ク
ロ
ッ
ク
お
よ
び
デ
ュ
フ
ウ
ル
の
立
場
と
、
公
権
力
を
社
会
的
機
能
の
面
か
ら

抱
え
る
機
能
的
行
政
観
の
立
場
に
立
つ
パ
ト
ビ
ィ
、
ォ

l
コ
ッ
ク
ら
の
、
二
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
前
者
が
ベ
ル
テ
ル
ミ
イ
に
つ
な
が
る
伝
統
的
な
権
威
行

為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
を
主
張
し
て
い
る
の
に
反
し
、
後
者
の
学
説
に
お
い
て
は
、
デ
ュ
ギ
イ
や
オ

l
リ
ュ
ウ
の
学
説
の
萌
芽
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
あ
り
、
そ
の
学
説
が
デ
ュ
ギ
イ
お
よ
び
オ

l
リ
コ
ウ
の
行
政
行
為
論
を
開
花
さ
せ
る
に
至
っ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。
(
兼
子
仁
、
行
政
行
為
の
公

定
力
の
理
論
、
一
八
九

t
一
九
二
頁
。
)
確
か
に
、
と
の
よ
う
な
傾
向
が
観
取
さ
れ
る
と
乙
ろ
も
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
行
政
法
学
は
、
兼
子
民
も
認
め

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
法
律
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
混
沌
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
概
に
断
定
し
か
ね
る
点
も
あ
る
。
そ
の
点
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
学
者
は
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
に
し
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
も
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
と
み
ら
れ
う
る
よ
う
な
説
を
展
開
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
乙
の
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
明
白
な
差
別
も
つ
け
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
乙
れ
ら
の
学
説
を
区
別
す
る
こ

と
な
く
、
一
括
し
て
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
と
に
し
た
い
。

同
右
に
挙
げ
た
諸
学
者
の
う
ち
、
ベ
ル
テ
ル
ミ
イ
の
み
は
、
や
や
そ
の
時
代
を
異
に
し
、
む
し
ろ
二

O
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
活
躍
し
た
学
者
で
あ
る
の
で
、

彼
の
鋭
は
、
乙
ζ

で
は
省
略
し
、
後
に
別
稿
で
公
役
務
理
論
に
つ
い
て
論
及
す
る
際
に
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
と
と
に
し
た
い
。

論

権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
の
生
成

十
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
セ
行
政
法
学
者
の
著
書
に
お
い
て
は
、
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
は
、
あ
る
い
は
行
政

組
織
の
章
に
お
け
る
行
政
機
関
に
関
す
る
項
目
中
に
、

あ
る
い
は
ま
た
行
政
裁
判
に
関
す
る
項
目
中
に
然
述
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
各
著

者
別
に

そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

北法 12(3・102)434 



(

1

)

 

デ
ユ
フ
ウ
ル
の
理
論

一
八
六
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
著
書
に
お
い
て
、
デ
ュ
フ
ウ
ル
は
、
行
政
機
関
の
章
で
知
事
の
行
為
に
論
及
し
、
「
管
理
行
為
|
契
約
」
と

題
す
る
項
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
法
人
と
し
て
の
国
(
釘
宮
ロ
。
ロ
宮
母
己

wE)
な
い
し
は
県
の
代
表
者
の
資
格
に
相

応
す
る
権
力
の
行
使
に
お
い
て
、
知
事
は
、
疑
い
も
な
く
、
被
治
者
(
邑
S
5
2円
昨
)
と
接
触
す
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
、
単
に
彼
等
と
約
定
し

(
白
色
匂
己
巾
同
)
、
ま
た
は
彼
等
に
対
し
て
訴
訟
を
行
な
う

(
1
3
L
m『
)
だ
け
で
あ
る
。
彼
が
そ
の
場
合
に
使
用
す
る
行
為

(
F
Z
5
2
2
M
S
a
m
-∞

己

曲

目

8
目
的
)
は
、
公
権
力
行
為
と
何
ら
共
通
す
る
も
の
を
も
た
な
い
。
買
い
、
売
り
、
交
換
し
、
賃
貸
し
、

ま
た
は
借
り
る
た
め
に
知

事
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
契
約
は
、
あ
る
特
殊
の
形
式
、
た
と
え
ば
入
札
す
と

EFgtoロ
)
の
形
式
を
も
っ
。
だ
が
、

そ
の
結
果
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
契
約
が
普
通
法
契
約
と
区
別
さ
れ
る
と
と
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
規
律
す
る
た
め
に
借
り
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
理
は
、
民

法
典
の
規
定
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は

と
こ
に
お
い
て
は
、
大
臣
に
留
保
さ
れ
た
契
約
の
た
め
に
、
権
限
に
関
し
て
与
え
ら
れ

た
例
外
さ
え
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
県
は
、

こ
の
関
係
の
下
に
、

ど
の
よ
う
な
特
権
を
も
主
張
す
べ
き
で
は
な
く
、
私
人
と
し
て

私
人
の
そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
カ
い
。
」

現
わ
れ
る
べ
き
行
為
に
お
い
て
県
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
、

同

彼
は
、
ま
た
、
同
様
に

「
第
三
者
と
の
関
係
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る

権
威
行
為
と
題
す
る
項
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
論
述
す
る
。

フランス行政法成立史

べ
き
も
っ
と
も
重
要
な
行
為
に
遭
遇
す
る
に
当
っ
て
、

あ
る
措
置
を
命
じ
、
あ
る
事
項
ま
た
は
あ
る
行
為
を
禁
止
し
、
認
可
し
、
許
容
し
、

授
与
し
、
拒
絶
し
、
特
許
し

(ngnEm同
)
、
是
認
し
、
確
認
し
、
取
消
し
、
停
止
し
、
変
更
し
、
任
命
し
、
罷
免
す
る
等
の
た
め
に
、
知

事
は
、
彼
に
授
与
さ
れ
て
い
る
権
力
の
行
使
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
機
能
(
向
。
ロ
色
。
ロ
)
に
関
し
て
発
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
行

為
は
、
決
定
(
自
主
胡
)
の
形
式
:
:
:
で
さ
れ
る
を
E
H
b
r
b回)。

そ
れ
ら
の
行
為
に
共
通
な
性
格
は
権
威
行
為
を
構
成
す
る
。
」

こ
れ
ら
は
、
同
一
の
名
称
、
す
な
わ
ち
決
定
の
名
称
の
み
を
有
し

北法 12(3・103)435 



説

ハ
2
)

ハ
ト
ピ
イ
の
理
論

パ
ト
ピ
イ
は
、
行
政
訴
訟
の
分
野
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
行
政
の
権
限
と
題
す
る
章
に
お
い
て
、
「
財
産
の
問
題
|
そ
れ
は
行
政
行
為
に

論

基
く
も
の
で
あ
る
か
、
」

「
行
政
行
為
に
よ
っ
て
何
が
理
解
さ
れ
る
の
か
、
」

お
よ
び

の
二
つ
の
項
目
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
説
い
て

い
る
。
「
一
般
に
、
普
通
法
の
原
理
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
財
産
の
問
題
は
、
(
通
常
)
裁
判
所
の
権
限
の
中
に
入
る
。

そ
の
こ
と
は
、
所

有
権
の
分
化
(
庶

g
m
g
r
z
g
gご
凶
土
曲
目
】
同
。
胃

5b)、
物
権
(
仏
H
O
H
ご常一)、

お
よ
び
債
権
者
と
債
務
者
と
の
聞
の
債
権
関
係
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。
だ
が
、
時
に
は
、
財
産
の
問
題
が
行
政
行
為
の
中
に
そ
の
淵
源
を
有
し
、
ま
た
は
債
権
が
園
、
す
な
わ
ち
公
権
力
に
対
し

て
請
求
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
生
じ
さ
せ

そ
の
性
質
上
は
司
法
的
で
あ
り
(
古
島
n
E
H
E
℃

R
F
R
E
E
B
)、

る
行
為
に
よ
っ
て
は
行
政
的
で
あ
る
混
合
的
な
法
の
領
域
が
生
じ
、

始
め
必
」
。
「
売
買
や
賃
貸
借
の
よ
う
な
普
通
法
契
約
は
、

二
つ
の
権
力
聞
の
分
立
の
問
題
が
微
妙
に
な
り

こ
の
占
川
に
お
い
て

そ
れ
が
行
政
的
な
監
督
に
服
す
る
公
施
設
に
よ
っ
て
さ
れ
る
と
き
、
優
越
的
な

権
威
の
認
可
を
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、

そ
れ
が
行
政
的
な
形
式
で
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

こ
の
監
督
は
普
通
法
の
行
為

る2の
L:'"'性
{格
人iを
同義
か
ら
奪
つ
も
の
で
は
な
く

(
通
常
)
裁
判
所
は

契
約
を
適
用
し
、

当
事
者
の
意
思
を
解
釈
す
る
完
全
な
権
限
を
有
す

所
有
者
と
し
て
の
国
家
(
]
同
丹
氏
官
。
胃
広
E
Z
)
と
私
人
と
の
聞
に
締
結
さ
れ
た
売
買
行
為

行
政
的
な
形
式
に
お
い
て

が
、
そ
の
解
釈
が
行
政
裁
判
所
に
帰
属
す
る
行
為
で
あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
問
題
を
な
が
ら
く
討
論
し
て
き
た
。
行
政
的
な
形
式
で
さ
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
乙
の
行
為
は
、
実
際
、
普
通
法
契
約
で
あ
り
、
そ
の
適
用
お
よ
び
解
釈
は
通
常
裁
判
所
に
帰
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

勺
」
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
「
権
力
分
立
、
行
政
行
為
の
解
釈
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
章
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
(
民
事
)
裁

判
所
は
、
ま
た
、
疑
い
の
あ
る
場
合
に
は
、

行
政
的
な
形
式
に
お
い
て
締
結
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
有
償
の
契
約
を
解
釈
す
る
と
と
が

で
き
る
。

と
の
行
為
は
二
つ
の
意
思
の
合
致
に
よ
っ
て
さ
れ
て
き
た
の
で
、
当
事
者
が
同
意
さ
れ
た
も
の
の
意
味
に
つ
い
て
不
一
致
で
あ
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る
と
し
て
も
、
契
約
者
の
意
思
に
つ
い
て
宣
言
し
う
る
唯
一
の
者
は
事
実
審
裁
判
官
で
あ
る
。
」
「
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
政
機
関
へ
の
移
送
は
、

個
別
的
で
か
つ
有
償
の
契
約
の
性
格
を
有
し
な
い
行
政
の
行
為
の
適
用
に
関
す
る
と
き
に
の
み
、
命
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
償

で
あ
る
特
許
行
為
は
充
分
に
契
約
と
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
0

・
・
だ
が
、
無
償
の
特
許
に
関
す
る
と
き
に
は
、

そ
の
条
件
は
、
有
償
の

契
約
に
つ
い
て
の
よ
う
に
討
議
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
自
由
性
の
範
囲
を
定
め
る
の
は
特
許
付
与
者

(
8
2
E
E
H
)
で
あ
り
、
特

許
権
者
が
自
己
の
意
思
を
そ
れ
に
つ
け
加
え
る
も
の
で
は
な
い
。
:
:
:
し
た
が
っ
て
、
判
例
は
、
古
い
国
王
の
特
許
は
行
政
機
関
に
よ
っ

て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
決
定
し
て
い
る
。
も
し
も
我
々
が
、

無
償
の
特
許
の
代
り
に
、

そ
の
指
揮
権
に
よ
り
、
特
許
に
お

け
る
よ
う
に
当
事
者
の
同
意
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
行
政
の
行
為
の
場
合
を
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

っ
て
、
(
一
院
)
に
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
円
。
L

そ
の
解
釈
は
、

よ
り
強
力
な
理
由
を
も

(

3

)

 

オ
1
コ
ッ
ク
の
理
論

オ
1
コ
ッ
ク
は
、
行
政
裁
判
に
論
及
し
て
、
「
司
法
機
関
が
行
政
行
為
の
z

意
義
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
判
決
を
延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
」
と
題
す
る
項
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
ま
ず

こ
れ
ら
の
(
行
政
)
行
為
の
意
義
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
紛
争
が
あ

(斗

る
場
合
に
、
行
政
行
為
の
解
釈
を
司
法
機
聞
に
禁
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
、
行
政
機
関
に
よ
り
一
発
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の

フランス行政法成立史

こ
の
原
則
は
、
命
令
、

無
償
の
行
為
で
あ
る
特
許
、

お
よ
び
行
政
機
聞
に
よ
っ

行
為
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
で
は
な
い
。

て
締
結
さ
れ
た
契
約
以
外
の
行
政
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
権
威
行
為
に
関
し
て
の
み
正
確
で
あ
り
、
権
威
行
為
に
つ
い
て
の
訴
訟
は
行
政
裁

判
所
に
帰
属
す
る
。

乙
の
原
則
は
、
行
政
機
聞
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
命
令
、

間
接
税
に
類
似
す
る
あ
る
税
に
つ
い
て
関
税
を
定
め
る
法

規
的
行
為
(
】
四
回
同
2
2
H
P
m
F
E
S
S
-
H冊目)、

な
い
じ
そ
し
て
、
こ
の
原
則
の
適
用
さ
れ
る
場
合
お
よ
び
例
外
の
適
用
さ
れ
る
場
合
を
個
々
の
具
体
的
な
事
例
を
示
し
て
説
明
し
た
後
、

お
よ
び
そ
の
訴
訟
が
司
法
機
関
に
帰
属
す
る
契
約
に
関
す
る
事
項
に
お
い
て
は
、

正
確
で
は
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説

契
約
行
為
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。
「
行
政
に
よ
り
第
三
者
と
締
結
さ
れ
た
契
約
に
関
し
て
、
司
法
機
関
は
、
そ
れ
ら
の
履
行

か
ら
惹
起
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
宣
告
す
る
権
能
を
有
し
な
い
場
合
、

公
事
業
契
約
、

固
有
公
産
の
賢
却
行
為
(
ぽ
師
陣
2
2

た
と
え
ば

論

ま
た
は
公
役
務
を
創
設
す
る
た
め
に
県
お
よ
び
市
町
村
に
対
し
て
さ
れ
た
不
動
産
に
つ
い
て
の

特
許
の
場
合
に
の
み
、
契
約
条
項
の
意
味
に
つ
い
て
疑
い
が
生
じ
た
と
き
、
判
決
を
延
期
す
る
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
」

内
同
四
一

4
2
M
g
n凶
巾

仏

O
B同
5
2
ロ
白
色
。
ロ
田
口
凶
)
、

(

4

)

 

デ
ユ
ク
ロ
ッ
ク
の
理
論

デ
ユ
ク
ロ
ッ
ク
は
、
中
央
行
政
組
織
に
関
す
る
説
明
の
う
ち
、
共
和
国
大
統
領
に
つ
い
て
の
項
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
行
政
の
行
為
を
構
成
す
る
共
和
田
大
統
領
の
種
々
の
種
類
の
デ
ク
レ
を
よ
り
よ
く
整
理
す
る
た
め
に
、

こ
こ
で

行
政
の
行
為
の
理
論

を
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
便
宜
で
あ
る
。
我
々
が
こ
れ
か
ら
公
式
化
し
よ
う
と
す
る
区
別
と
原
則
は
、
行
政
階
層

の
ど
の
よ
う
な
職
員
に
も
例
外
な
く
、
共
和
国
大
統
領
、
大
臣
、
知
事
、
市
長
等
の
す
べ
て
の
活
動
行
政
に
適
用
さ
れ
る
。
:
:
:
彼
等
の

行
為
が
同
一
の
方
法
で
区
別
さ
れ
、
何
ら
か
の
留
保
を
も
っ
て
同
一
の
原
則
に
服
す
る
と
い
う
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。
:
:
:
共
通
な
原

理
が
、

そ
の
行
為
者
で
あ
る
職
員
の
序
列
が
何
で
あ
れ
、

こ
れ
ら
す
べ
て
の
活
動
行
政
の
行
為
に
適
用
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
す
ベ

て
の
階
層
の
段
階
に
適
用
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
区
別
と
こ
れ
ら
の
原
理
は
、
共
和
国
の
大
統
領
の
行
政
に
関
す
る
デ
ク
レ
の
区
分
に
つ
い
て
、

も
っ
と
も
明
瞭
に
さ
れ
て
い
る
じ
そ
し
て
、

乙
の
よ
う
に
、
行
政
の
行
為
に
関
す
る
一
般
原
則
の
創
設
の
意
欲
を
示
し
た
後
に
、
「
活
動

行
政
は
、

三
種
類
の
行
為
を
達
成
す
る
。

固
有
の
行
政

一
般
的
な
い
し
は
命
令
的
行
為
(
仏
2
宮
広
田

m
E
b
H
E
H
O
Z
品
m
F
B
B
E
H
B
)、

行
為
(
仏

g
白

2
2
&
B
B
E
E
t
p
M
M
H
O匂
g
g
o
E
岳
Z
)、

ょ
う
。
」
そ
し
て
、
行
政
の
命
令
制
定
権
の
行
使
で
あ
る
一
般
的
命
令
的
な
行
政
行
為
の
性
格
お
よ
び
種
類
に
つ
い
て
説
明
し
、

お
よ
び
管
理
行
為
が
、

こ
れ
で
あ
る
。

我
々
は

ζ

れ
か
ら
そ
れ
ら
を
説
明
し

ま
ず
、

つ
い
で
国
有
の
行
政
行
為
に
関
し
て

「
共
和
国
の
大
統
領
、
大
臣
、
知
事

お
よ
び
市
長
は

す
べ
て
固
有

次
の
よ
う
に
論
述
す
る
。
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の
行
政
行
為
を
遂
行
す
る
。

そ
れ
ら
(
和
行
)
は
、

一
般
的
命
令
的
な
行
為
と
同
様
に
、

公
権
力
行
為
、
指
揮
お
よ
び
権
威
の
行
為
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
れ
は

一
般
的
で
は
な
く
て
、
個
別
的
か
つ
特
殊
的
で
あ
る
。

こ
の
行
為
は
、
す
べ
て
の
地
域
で

私
益
と
の
斗
い
に
お
い

て

(
門
目
白
ロ
回
目

g
Z
2
m回
目

4
巾

n
-
J
E
b
尽
仲
買
F4b)、

一
般
的
な
利
益
を
代
表
す
る
す
べ
て
の
行
政
職
員
の
名
で
毎
日
行
わ
れ
て
い
る
法
律
の

個
別
化
さ
れ
た
執
行
の
行
為
(
白
2
2
旬
刊
は

2
z
oロ
宮
5
2
E
B門
田
町
田
一

2
乙
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
「
園
の
長
に
よ
っ
て
さ
れ
た
一
般
的
な

デ
ク
レ
に
対
し
て
聞
か
れ
て
い
な
い
コ
ン
セ
イ
ユ
ニ
ア
タ
へ
の
訴
訟
救
済
の
途
が
、
反
対
に
、
行
政
の
特
殊
的
な
デ
ク
レ
に
対
し
て
は
、
そ

れ
が
固
有
の
行
政
行
為
を
構
成
す
る
が
ゆ
え
に
、
許
さ
れ
て
い
る
。
」
そ
し
て
、
最
後
に
、
管
理
行
為
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
共
和
国
大
統
領
の
デ
ク
レ
に
お
け
る
第
一
義
的
か
っ
主
要
な
適
用
に
際
し
て
、
活
動
行
政
の
行
為
の
一
般
理
論
を
補
充
す
る
た
め
に
、
管

理
行
為
(
時
一
蹄
禁
制
)
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
我
々
に
残
さ
れ
て
い
る
。

国
の
長
は

こ
の
性
質
の
行
為
を
行
わ
な
い
。

彼
の
行
政
の

行
為
は
、

命
令
ま
た
は
固
有
の
行
政
行
為
に
す
ぎ
な
い
。

大
臣
は

固
に
利
害
の
あ
る
管
理
行
為
を
行
い

実
際

ま
た
は
行
わ
せ
る

の
に
充
分
で
あ
る
。

行
政
階
層
の
第
一
段
階
に

こ
の
効
果
の
た
め
の
活
動
を
お
く
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
。

県
に
お
け
る
知
事
お
よ

び
市
に
お
け
る
市
長
の
よ
う
に
、
契
約
ま
た
は
手
続
的
行
為
を
、
圏
の
名
で
、

同

管
理
行
為
は
、
実
際
、

そ
れ
が
権
威
お
よ
び
指
揮
の
行
為
で
な
い
こ
と
に
お
い
て

国
の
長
の
役
割
で
は
な
い
。

他
の
二
つ
の
種
類
の
行
政
の
行
為
(
帥
叫
ん
院
側
細
)
と

自
分
自
身
で
す
る
こ
と
は
、

フランス行政法成立史

区
別
さ
れ
る
。

こ
の
第
三
の
行
為
で
あ
る
最
後
の
範
時
の
行
政
の
行
為
の
実
現
に
お
い
て
、
大
臣
、
知
事
、

お
よ
び
市
長
は
、
公
権
力
と

し
て
園
、
県
お
よ
び
市
を
代
表
せ
ず
、
単
な
る
私
人
と
し
て
現
わ
れ
る
。
同
様
に
、
管
理
行
為
は
、
命
令
に
国
有
な
原
則
に
も
、
固
有
の

行
政
行
為
に
特
有
な
原
則
に
も
、
服
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

(

5

)

こ
れ
ら
の
理
論
に
対
す
る
考
察

右
に
引
用
し
た
各
著
者
の
見
解
は
、

た
と
え
ば
、
パ
ト
ピ
イ
や
オ
1
コ
ッ
ク
の
よ
う
に
、

必
ず
し
も
権
威
行
為
な
い
し
は
管
理
行
為
と

北法 12(3・107)439 



鋭

い
う
用
語
を
用
い
て
は
い
な
い
が

そ
の
裁

行
政
の
行
う
行
為
は
、
そ
の
す
べ
て
が
行
政
裁
判
所
の
審
理
に
服
す
る
も
の
で
は
な
く
、

判
権
限
の
帰
属
に
対
応
し
て
、
そ
の
性
質
上
二
種
(
げ
い
都
品
ん
私
一
日
初
日
刊
は
劫
前
為
)
の
行
為
に
分
離
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
一
致
し
て
い
る
。

論

こ
れ
ら
の
見
解
の
簡
に
は

行
政
の
特
許
行
為
の
帰
属
の
問
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

そ
の
範
囲
に
多
少
の

た
と
え
ば

そ
し
て

広
狭
が
あ
る
に
も
せ
よ
、
行
政
の
行
為
を
、
指
揮
の
行
為
ま
た
は
公
権
カ
の
行
為
と
、

そ
れ
以
外
の
行
為
と
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
か
ら

考
え
て
、

ζ

れ
ら
の
著
者
の
見
解
は
、

い
わ
ゆ
る
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
を
樹
立
し
て
い
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
管
理
行
為
の
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。
と

れ
ら
の
著
者
が
民
法
典
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
管
理
行
為
と
し
て
挙
げ
て
い
る
行
為
は
、
行
政
の
契
約
行
為
で
あ
り
方
向

73γ
吋川口)、

ま
た
は
財
産
の
問
題
に
関
す
る
行
為
で
あ
る
(
が
朴
)
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
外
に
は
、
特
許
(
け
つ
)
お
よ
び
手
続
的
行
為
(
に
け
)
が
、
著
者

と
こ
ろ
で
、

乙
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
以
上
の
二
種
の
行
政
の
行
為
の
う
ち
、

に
よ
っ
て
は
、
管
理
行
為
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
が
、

そ
の
生
成
に
際
し
て
、
行
政
の
行
為
の
中
か
ら

財
産
の
問
題

K
関
す
る
契
約
行
為
の
み
を
区
別
し

こ
の
契
約
行
為
を
中
心
と
し
て
、

管
理
行
為
の
概
念
を
創
設
し
て
い
る
事
実
は

と
の
理
論
の
発
生
の
淵
源
を
知
る
上
に
、
極
め
て
興
味
あ
る
論
題
を
提
供
し
て
い
る
。

の
点
は
、
判
例
上
の
進
化
に
つ
い
て
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
す
で
に
一
八

O
四
年
に
お
い
て
、

メ
ル
ラ
ン
が
、
市
町
村
の
財
産
の
賃
貸
借

は
私
人
聞
の
そ
れ
と
同
視
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
行
政
の
契
約
行
為
に
関
す
る
紛
争
の
審
理
権
限
の
司
法
裁
判
所
へ

の
帰
属
を
主
張
し
て
い
た
事
実
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
と
き
、
よ
り
明
瞭
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
権
威
行
為
と

管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
は
、
契
約
行
為
な
わ
し
は
財
産
に
関
す
る
行
為
の
み
を
除
外
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
内
容
的
に
、
先
の
メ
ル

ラ
ン
の
主
張
と
根
本
的
に
何
ら
相
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

こ
の
理
論
は
、

発
生
的
に
は
、

メ
ル
ラ
ン
の
主
張
を
体
系
化
し

そ
れ
に
名

'.. 
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称
を
付
与
し
て

こ
の
意
味
に
お
い
て

何
ら
の

学
説
中
に
採
り
入
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て

権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
理
論
は

新
ら
し
い
概
念
を
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
上
に
生
み
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
従
来
の
考
え
を
そ
の
ま
ま
一
般
的
な
公
式
に
導
き
入
れ
た
浬
論

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

で
あ
っ
た
、

ζ

の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
は

右
の
諸
学
者
に
よ
っ
て
は

い
ま
だ
素
朴
な
形
式
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
範
囲
も
、
個
別
的
な
事
項
に
つ
い
て
例
示
さ
れ
て
い
る
傾
き
が
あ
る
。
そ
し
て
、

乙
の
理
論
の
代
表
的
な
論
者
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
ラ
フ
ェ
リ
エ

1
ル
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、

乙
の
理
論
を
も
っ
と
も
一
般
的
な

形
式
で
展
開
し
た
の
が
、

い
で

こ
の
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
に
よ
る
と
の
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

同

ω
の
・
ロ
ロ
同
DCHw
叶
同
色
芯
間
恥
ロ
凡
山
g
-
L
O
門

HHD-同
ω
L
E
S許
可
白
同
氏
ぷ
》
H
L
E
z
b
c
口。阿同)(百恥

(
}
m
E
L
S
Eロ
伶
三
円
日
開
}
山

]
E
E
回目】
H
C
(
H
g
s
u
u
b
L
-
H∞∞
P

F

H-
口。・

ω
g
u
M
Y
ω
8
l
ω
怠
・
な
お
、
彼
は
、
「
大
臣
の
行
為
」
の
項
に
お
い
て
、
「
管
理
行
為
」
主
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国
の
財
産
を

管
理
し
、
公
の
要
求
に
資
す
る
た
め
に
、
行
政
は
必
然
的
に
私
人
と
同
一
の
権
利
を
行
使
し
、
同
一
の
契
約

ω助
け
を
借
り
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、
か

わ
る
が
わ
る
裁
判
で
活
動
し
、
売
り
、
交
換
し
、
賃
貸
し
、
二
百
で
い
え
ば
、
種
々
の
私
法
の
契
約
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

H

・
H
-

目
。
・
に
∞
"

匂・

HωolHωH・

凶

H
r
E
-
F
H・目。・

A
S
P
匂・

ω怠
l
u
g
-
な
お
、
彼
は
、
大
臣
の
行
為
の
項
に
お
い
て
、
権
威
行
為
に
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
一
言
う
。
「
大
臣
た
ち
は
、

人
が
有
利
な
名
義
で
用
い
う
る
利
益
を
授
与
し
、
ま
た
は
痘
絶
す
る
。
彼
等
に
委
ね
ら
れ
た
監
督
を
行
使
す
る
た
め
に
、
許
可
を
与
え
、
ま
た
は
禁
止
を

す
る
こ
と
は
対
同
様
に
彼
等
(
大
臣
)
に
属
す
る
。

:

e
許
可
ま
た
は
禁
止
は
、
大
臣
に
帰
属
す
る
警
察
権
の
限
界
中
に
お
い
て
、
行
政
の
利
益
の
評
価

(
品
目
以
芯
丘
副
首

g)
の
み
を
含
む
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
行
政
官
の
職
権
に
よ
る
行
為
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
(
の
行
為
)
は
、
(
通
常
)
裁
判
官

に
帰
属
す
る
紛
争
と
請
求
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
考
え
方
(
正
斥
)
を
排
除
す
る
。
」
?
戸
口
。
・
同
品
C
w

℃
-
Z叶
Hω
∞・

同

問

〉

-
W白
H
E
P
吋
同
島
町
am

同rbCHF《
出
足
立
℃
同
国
民
A
口
市
乱
。

L
S庄
司

c
r
z
n
え
お
L
E
E
-印可白
C
F
N
E
H・叶・ロ。・

ω怠
w
甘・

ω
g・

凶
H
r
E
-
F
叶・ロ。・

ω品目
u
H
Y
ω
g
!
u
g・

間

H
V
E
-
F
斗
・
ロ
。
・
包
円
切
-
u
g
-
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説

附

Hr広
-

H

・
吋
・
ロ
P
ω
叶叶
w

咽・

8
0・

m
H
Z仏
-
F
4・ロ。
-
S∞
u-v・品。
Hム
g-

削

F
・
〉

Enon-
の
C
ロ
ぽ
円
。
ロ

n
g
L
E・
5
8
u
F
H・
=
。
・
巴
N
U
}
Y
S
∞・

附

F
広
-
F
H・
司

-mg・

側

吋

r・
0
ロ
n
g
n
p

。2
5
《向。品同
O
W

包
B
5
5
2丘
町
立
与

o
z
m
E
2
5ロ
『
同

E
2
5。
L
E
吉
田
口
口

o
p
吋
E
-
]
苓
戸

F
H・口。

E
u
唱・

2
・

凶

H
Z
L
-
F
H・ロ。・

8
・

同

v・
g・

間

H
Z
P
H・
H-
ロ。・叶

NLv・
s・

問

手

広

-
F
r
ロ。・斗
ω
w
u・

s・

M
d
前
出
、
第
二
章
三
、

(2)、
川
、
北
法
、
一
二
巻
二
号
二
六
八
頁
参
照

間
さ
ら
に
、
こ
の
理
論
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
他
の
点
は
、
デ
ユ
ギ
イ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
権
威
行
為
の
概
念
が
、
主
と
し
て

警
察
、
軍
事
、
お
よ
び
裁
判
の
役
務
の
み
を
対
象
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
学
説
に
よ
る
権
威
行
為
の
対
象
は
狭

く
、
こ
の
点
か
ら
、
デ
ュ
ギ
イ
は
、
乙
の
「
よ
う
な
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
理
論
は
夜
番
国
家
的
な
行
政
役
務
の
少
い
時
代
に
の
み
適
合
す
る
理

論
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
ロ
ロ
間
口
伊
丹
w

吋
同
色
芯
"
u
b
L
・
F

口
・
℃
・

2
・

論

ラ
フ
エ
リ
エ

1
ル
に
よ
る
こ
の
理
論
の
体
系
化

権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
を
、
も
っ
と
も
精
密
に
体
系
化
し
た
の
は
、
ラ
フ
ェ
リ
エ

1
ル
の
功
績
で
あ
る
。
ラ
フ

エ
リ
ェ

1
ル
は

一
八
八
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
行
政
裁
判
論
の
初
版
に
お
い
て
、

そ
の
冒
頭
の
一
般
的
概
念
と
題
す
る
章
の
下
に
、
行
政

訴
訟
の
性
質
を
論
じ
て
、

乙
の
理
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。

「
二
重
の
使
命
が
行
政
機
関
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

一
方
に
お
い
て
、
そ
れ
は
公
の
財
産
(
宮
内
O
江
口
口
内
吉
岡

Z
E
E
m
)
の
管
理
お
よ
び
そ
の

使
用
を
監
督
し
、
共
同
の
負
担
に
お
い
て
供
給
す
べ
き
す
べ
て
の
性
質
の
歳
入
の
徴
収
、

お
よ
び
公
役
務
へ
の
そ
れ
ら
の
充
当
を
確
保
す

る
任
務
を
負
う
。

そ
れ
(
行
政
)
が
乙
の
使
命
を
満
た
す
た
め
に
遂
行
す
る
行
為
が
管
理
行
為
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
面
、
行
政
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lま

一
方
で
は
、
執
行
権
の
属
性
の
一
で
あ
る
権
威
、
権
力
の
受
託
者
で
あ
る
。

そ
の
適
用
を
確
保
す
る

そ
れ
は
、
法
律
を
執
行
さ
せ
、

た
め
の
補
足
的
な
命
令
を
公
布
し
、
公
役
務
の
運
行
を
規
制
し
、
市
民
に
よ
き
警
察
の
利
益
を
得
さ
せ
る
任
務
を
負
う
。

そ
れ
は
、
制
定

さ
れ
た
規
定
に
違
反
す
る
者
、
ま
た
は
一
般
の
利
益
を
害
す
る
者
に
対
す
る
一
般
的
ま
た
は
個
別
的
な
命
令
、
裁
判
命
令
(
弓
守
口
2
5ロ
)
ま

た
は
禁
止
の
方
法
で
、
介
入
す
る
。
行
政
は
、
そ
の
と
き
、
権
威
と
し
て
行
動
し
、
そ
れ
ら
の
行
為
は
指
揮
ま
た
は
公
権
力
の
行
為
と
呼

ば
れ
る
じ
そ
し
て
、
行
政
訴
訟
と
の
関
連
に
つ
い
て
論
及
し
て
、
「
行
政
訴
訟
に
属
す
る
紛
争
の
間
で
、
あ
る
も
の
は
そ
の
性
質
に
よ
り

(匂

R
F
R
E昨
日
開
)
、
他
の
も
の
は
法
律
の
定
め
に
よ
っ
て

S
R
F
門

E
R
E
-ロ
主

g
r
z
z
c、
行
政
訴
訟
に
属
す
る
。

第
一
の
も
の

iま

公
権
力
行
為
、

ま
た
は
選
挙
活
動

任
用

(
-
m
B
n
E
B日自門)、

直
接
税
の
配
分
お
よ
び
割
当
の
よ
う
な
行
政
的
な
性
質
の
活
動
を

対
象
と
す
る
紛
争
で
あ
る
。

と
の
性
質
の
行
為
お
よ
び
活
動
を
取
消
し
ま
た
は
変
更
し
、

そ
の
法
的
効
果
お
よ
び
そ
の
効
力
を
争
お
う
と

す
る
す
べ
て
の
争
論
は
、

そ
の
性
質
自
身
に
よ
っ
て
、
行
政
訴
訟
を
構
成
す
る
。
」

そ
の
こ
と
だ

し
た
が
っ
て

乙
の
よ
う
な
行
為
は

け
で
、
裁
判
所
に
そ
の
審
理
を
禁
止
す
る
一
七
九

O
年
お
よ
び
共
和
三
年
の
法
律
が
規
定
す
る
公
法
の
原
理
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
、

司
法
裁
判
所
の
権
限
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

特
別
の
立
法
規
定
に
よ
っ
て
の
み
司
法
権
限
か
ら

「
だ
が

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
い
て
は

同

除
外
さ
れ
る
多
数
の
訴
訟
事
件
が
同
様
に
存
在
す
る
。
法
律
は
、

当
然
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
権
力
分
立
の
原
則
か
ら
必

フランス行政法成立史

然
的
に
由
来
し
な
い
行
政
的
な
性
格
を
、

公
権
力
と
し
て
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
(
の
訴
訟
事
件
)
に
与
え
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
も
の
は
、

契
約
当
事
者
と
し
て
、
公
役
務
の
管
理
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
る
義
務
の
能
動
的
受
動
的
な
隷
属
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
行
政
に
利
害
の
あ

る
紛
争
で
あ
る
。
」
「
そ
れ
ゆ
え
に
、
行
政
訴
訟
の
法
的
な
定
義
が
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
基
本
的
な
要
素
を
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
理
論

的
な
定
義
を
、
提
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
行
政
訴
訟
は
、
法
ま
た
は
法
律
に
基
き
、

あ
る
い
は
行
政
機
関
か
ら

発
せ
ら
れ
た
公
権
力
の
行
為
を
、
あ
る
い
は
一
般
的
ま
た
は
特
殊
的
な
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
行
政
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
る
公
役
務
の
管

北法 12(8・111)443 



説

理
行
為
を
、

そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
す
る
請
求
の
全
体
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

彼
は
、

さ
ら
に
、
「
司
法
権
に
対
す
る
行
政
の
権
限
の
限
界
」
と
題
す
る
章
に
お
い
て
、
「
一
七
九

O
年
お
よ
び
共
和
一
一
一
年
の
法
律
に
よ

論

っ
て
予
見
さ
れ
た
行
政
行
為
は
何
で
あ
る
か
」
を
探
究
し
て

一
七
九

O
年
お
よ
び
共
和
三
一
年
の
立
法
者
は
、
行
政
機
関
の
異
な
る
行
為

の
閣
の
す
べ
て
の
区
別
を
阻
止
し
、
行
政
の
す
べ
て
の
行
為
を
無
差
別
に
司
法
権
限
か
ら
除
外
じ
よ
う
と
し
た
が
、

乙
の
絶
対
的
な
原
理

は

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
例
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
緩
和
さ
れ
て
き
た
旨
を
述
べ
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
一
般
に
認
め

ら
れ
た
見
解
に
よ
れ
ば

(
通
常
)
裁
判
所
の
権
限
を
排
除
す
る
た
め
に
は

そ
の
対
象
に
よ
れ
ば
普
通
法
に
帰
属
す
る
行
為
に

を
援
用
し
ま
た
は
行
政
的
な
形
式
を
与
え
る
の
で
は
、
充
分
で
は
な
い
。
行
政
的
な
性
格
は
、
行
為
の
性
質
自
体
か
ら
由
来
す
る
の
で
あ

っ
て
、
単
に
、

そ
の
行
為
者
の
資
格
ま
た
は
彼
が
提
唱
す
る
白
的
か
ら
く
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
人
は
、
司
法

権
限
か
ら
完
全
に
排
除
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
行
政
か
ら
発
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
行
為
、
公
益
を
目
的
と
し
て
行
政
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

た
は
命
ぜ
ら
れ
る
す
べ
て
の
活
動
を
考
え
て
は
な
ら
ず
、
単
に
公
権
力
の
行
使
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
、

と
の
名
義
で
市
民
の
能
力
を
超
え

る
行
為
お
よ
び
活
動
の
み
を
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
能
力
は
、

個
人
の
関
係
に
お
い
て
は
彼
等
の
聞
の
す
べ
て
に
平
等
で
あ

り
、
行
政
が
、

一
般
の
利
益
の
た
め
に
、
単
な
る
私
人
が
私
益
の
た
め
に
し
う
る
こ
と
を
す
る
と
き
に
は
、
行
政
と
私
人
と
の
関
係
に
お

い
て
も
、
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
平
等
で
あ
る
。
だ
が
、
行
政
が
自
己
に
委
任
さ
れ
た
権
力
を
行
使
す
る
と
き
に
は
、

と
の
能
力
は
、
も
は

や
個
人
と
行
政
と
の
聞
に
お
い
て
、
平
等
で
は
な
い
。

そ
の
と
き
に
支
配
す
る
の
は
、

も
は
や
平
等
の
原
理
で
は
な
く
、
反
対
に
、

で
は
指
揮
の
権
利
、
他
方
で
は
服
従
の
義
務
、

と
い
う
権
威
の
原
理
で
あ
る
。
行
政
が
こ
の
委
任
に
よ
り
行
う
行
為
、

そ
れ
が
公
布
す
る

規
定
、

そ
れ
が
授
与
す
る
権
利
、

そ
れ
が
宣
告
す
る
命
令
ま
た
は
禁
止
は
、
固
有
の
権
能
の
印
跡
を
有
し
て
い
る
。
と
れ
が
、
公
権
力
行

一
七
九

O
年
お
よ
び
共
和
三
年
の
法
律
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
意
義
に
お
け
る
行
政
行
為
で
あ
る
。
」

為
、
す
な
わ
ち
、

、

地法 12(3・112)444 
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こ
の
よ
う
に
、
彼
は
、
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
の
標
識
を
明
ら
か
に
し
、

司
法
裁
判
所
で
審
理
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
固
有
の
行

政
行
為
は
権
威
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
後
、
管
理
行
為
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
述
す
る
。
「
我
々
は
、
公
権
力
行
為
が
司
法
権
限

か
ら
完
全
に
除
外
さ
れ
る
唯
一
の
行
政
の
行
為
で
あ
る
乙
と
を
見
て
き
た
。

こ
の
原
則
は
、
管
理
行
為
、
す
な
わ
ち
、
行
政
が
公
役
務
の

管
理
者
ま
た
は
支
配
者
(
注
目
E
Z
F
E
g円四
回

E)
の
資
格
で
、
主
権
の
一
部
の
受
託
者
と
し
て
で
は
な
く
行
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
相
異

な
る
も
の
が
あ
る
。
行
政
が
こ
れ
ら
の
行
為
の
遂
行
に
お
い
て
行
使
す
る
能
力
は
、

一
般
に
、
市
民
が
私
法
に
よ
り
保
有
し

ま
た
は
彼

等
が
自
由
に
同
意
す
る
約
定
に
よ
っ
て
帰
せ
ら
れ
う
る
そ
れ
を
、

の
執
行
を
確
保
す
る
た
め
に
行
政
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
る
契
約
、

超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
公
役
務
の
作
用
お
よ
び
一
般
的
利
益
の
事
業

公
の
財
産
を
使
用
す
る
た
め
に
さ
れ
る
行
為
、

固
ま
た
は
地
方
の
行
政

が
満
足
さ
せ
る
使
命
を
も
つ
よ
う
な
需
要
に
応
ず
る
た
め
に
締
結
す
る
金
銭
上
の
契
約
は
、
管
浬
行
為
で
あ
る
。

そ
れ
ら
(
の
行
為
は
)
、

公
の
利
益
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
と
の
管
理
行
為
と
裁
判

公
権
力
は
そ
と
に
介
入
し
て
は
い
な
い
。
」

だ
が

そ
し
て

権
限
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ

「
ζ

れ
ら
の
行
為
に
対
し
て
は
、
権
限
の
原
理
は
逆
で
あ
る
。

公
権
力
行
為
に
つ
い
て

一一
ω
法
律
が

は
(
通
常
)
裁
判
所
の
権
限
を
例
外
的
に
与
え
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
の
に
反
し
、
管
理
行
為
に
つ
い
て
は
、

そ
の
行
為
を
通
常
裁
判
所

(斗

か
ら
排
除
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
公
権
力
行
為
に
関
す
る
訴
訟
は
、

法
律
の
定
め
に
よ
っ
て
の
み
行
政
的
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
」

そ
の
性
質
上
行
政
的
で
あ
り
、
管
理
行
為
に
関
す
る
訴
訟
は
、

フランス行政法成立史

こ
の
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
見
解
は
、
先
の
諸
学
者
だ
ち
が
、
単
に
権
威
な
い
し
は
公
権
力
の
行
為
と
呼
び
、
行
政
の
契
約
行
為
ま
た
は

財
産
に
関
す
る
行
為
と
区
別
し
て
い
た
固
有
の
行
政
行
為
の
性
質
を
精
密
K
指
摘
し
、

行
政
の
行
為
を
、

そ
の
行
為
の
性
質
に
応
じ
て
、

指
揮
お
よ
び
服
従
と
い
う
不
平
等
な
関
係
に
立
つ
権
威
行
為
と
、
私
人
と
平
等
な
関
係
に
立
つ
管
理
行
為
と
に
分
類
し
て
い
る
点
に
お
い

て
、
理
論
上
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

そ
し
て
、

乙
の
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
に
よ
り
樹
立
さ
れ
た
理
論
に
よ
っ
て
、
犬
革
命
当
時
の
権
力
分

北法 12(3・113)445



説

立
の
原
則
に
そ
の
端
を
発
し
た
行
政
行
為
の
概
念
の
修
正
の
動
向
は

行
政
権
と
司
法
権
と
の
閣
の
裁
判
権

一
応
の
到
達
点
を
見
出
し

限
の
分
配
の
基
準
が
原
理
上
確
定
さ
れ
る
に
至
り

フ
ラ
ン
ス
の
行
政
法
は

こ
こ
に
大
革
命
以
来
の
第
一
次
的
な
発
展
を
完
了
し
た
の

論

そ
れ
ゆ
え
、

つ
い
で
、

乙
の
権
力
行
為
と
管
理
行
為
の
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
占
め
る
意
義
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
、
検
討
を

で
あ
っ
た
。

加
え
て
み
る
乙
と
に
し
よ
う
。

山

】
w
-
F担
問
。
同
江
町
。
句
、
『
同
包
芯
仏
O
F
Y
H片品目
2
5ロ
包
B
5
5
5
H
F〈
o
m
H
L
2
5円
。
ロ
ロ

B
E
S
t
o
E
F
H
b
L
-
H∞∞〆

2
N
E
5
2・
H・
H・
-v
・印・

間
同
区
白
-
H
b仏・

2
N
E
-
H・
H-
司・叶
l
∞
・
そ
し
て
、
ラ
フ
巴
リ
エ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
区
別
は
次
の
よ
う
な
実
際
的
な
利
益
を
有
す
る
と
い
う
。
す
な
わ

ち
、
司
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
さ
れ
た
判
決
が
、
権
限
に
関
す
る
法
律
の
み
を
誤
解
し
た
に
す
い
さ
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
権
限
の
過
誤
は
、
裁
判
官
の
犯
し

う
る
事
実
お
よ
び
法
律
の
過
誤
と
同
様
に
既
判
力
に
よ
り
償
わ
れ
る
か
ら
、
行
政
は
、
こ
の
過
誤
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
判
決
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
だ
が
、
司
法
判
決
が
、
単
に
裁
判
的
な
権
限
に
関
す
る
法
律
を
誤
解
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
開
有
の
性
質
に
よ
り
行
政
裁
判
所
に
属
す
る
事
件

に
判
決
を
し
た
場
合
に
は
、
権
力
分
立
の
原
則
に
違
反
し
、
公
権
力
の
領
域
を
侵
害
す
る
か
ら
、
単
に
違
法
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
違
憲
と
な
り
、

ζ

の
緩
庇
は
既
判
力
に
よ
っ
て
償
わ
れ
ず
、
司
法
判
決
は
行
政
に
と
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
点
が
こ
れ
で
あ
る
と
い
う
。

間

H
Z
P
H
b
L
-
F
H・
MM-AFN∞1
8
0
・
切
な
L
-
F
H・旬
-
h叶
令
∞
・

凶

H
E品
-
H
b向日
-
F
H
-
M
Y
食
品
ム
臼
吋
J
N
b
L・件

-r-Y
品
宮
ム
∞
印
・
だ
が
、
彼
は
、
こ
の
後
で
、
乙
の
一
般
原
則
に
対
し
て
、
次
の
二
つ
の
考
察
を
つ
け
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、
管
理
行
為
に
関
す
る
訴
訟
は
、
特
別
の
規
定
に
よ
る
と
同
様
に
、
法
律
の
一
般
的
な
規
定
に
よ
っ
て
行
政

裁
判
所
に
付
与
さ
れ
う
る
乙
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
事
項
を
列
挙
す
る
乙
と
な
く
、
行
政
訴
訟
に
属
す
る
も
の
と
し
て
立
法
者
に
よ
っ
て
広
汎
に
画
か
れ

た
範
囲
内
に
入
れ
る
ζ
と
で
、
行
政
裁
判
所
の
権
限
と
さ
れ
う
る
乙
と
。
第
二
に
、
公
役
務
の
管
理
に
、
あ
る
い
は
国
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
ま
た
ば
監
督

さ
れ
る
財
産
の
行
政
に
、
協
力
す
る
が
、
同
時
に
公
権
力
の
行
使
に
極
め
て
緊
密
に
関
連
し
、
あ
た
か
も
こ
の
公
権
力
の
み
が
作
用
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
行
為
が
寄
在
す
る
(
た
と
え
ば
、
公
産
に
つ
い
て
私
人
に
さ
れ
る
特
許
可
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
公
権
力
に
契
約
的
な
要
素
が
つ
け
加
わ

る
が
、
契
約
的
な
要
素
は
、

ζ

の
権
力
行
為
を
管
理
行
為
に
変
更
せ
ず
、
公
権
力
が
こ
れ
ら
の
決
定
中
に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
唯
一
の
乙
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
決
定
が
、
排
他
的
に
行
政
毅
判
所
に
帰
属
し
、
完
全
に
司
法
権
限
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
、
乙
れ
で
あ
る
。
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四

権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
の
意
義
お
よ
び
効
果

右
の
よ
う
な
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
は
、
行
政
の
行
為
を
、
真
に
行
政
的
な
権
威
行
為
と
、
原
則
と
し
て
私
法

上
の
行
為
に
属
す
る
管
理
行
為
と
に
分
け
、
権
威
行
為
の
み
が
そ
の
性
質
上
行
政
裁
判
所
の
審
理
に
帰
属
す
る
固
有
の
行
政
行
為
で
あ

る
、
と
す
る
。

そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
一
九
世
紀
後
半
の
学
説
上
の
進
化
に
よ
っ
て
、
権
力
分
立
の
原
則
を
規
定
す
る
一
七
九

O
年
お
よ

ぴ
共
和
三
年
の
法
律
の
意
義
に
お
け
る
行
政
行
為
の
概
念
の
解
釈
が
、
権
力
性
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
理
論
上
一
定
さ
れ
、

と
の
理
論

を
基
礎
と
し
て
、
行
政
法
体
系
が
初
め
て
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
理
論
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り

乙
の
時
代
ま
で
の
行
政
判
例
の
動
向
を
、
若
干
の
例
外
は
あ
る
に
も
せ
よ
、

そ
の
ま
ま
理
論
化

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
何
ら
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
行
政
法
の
歴
史
的
な
発
展
の
段
階
と
対
応
し
て
考
察
す

ザ。ル」晶司、

こ
の
理
論
の
有
す
る
意
義
は
無
視
し
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

以
下
、

そ
れ
を
、
私
な
り
の
解
釈
に
従
っ
て
、

互
い
に
相
関
連
す

る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
次
の
五
点
に
注
目
し
て
、
論
評
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

乙
の
理
論
の
ま
ず
第
一
の
意
義
は
、
形
式
的
・
主
体
説
的
な
行
政
行
為
概
念
の
確
定
的
な
放
棄
に
あ
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た

同

よ
う
に
、
大
革
命
期
の
権
力
分
立
の
原
則
は
、

発
生
的
に
は
、
司
法
権
に
対
す
る
強
い
敵
意
の
感
情
か
ら
、
行
政
に
関
す
る
す
べ
て
の
事

フランス行政法成立史

項
を
形
式
的
に
司
法
裁
判
所
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
白
的
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

乙
の
趣
旨
は
一
八
一

0
年
代
か
ら
す
で
に
修

正
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
司
法
権
に
対
す
る
敵
意
の
喪
失
と
い
う
特
殊
事
情
の
消
滅
と
と
も
に
、
も
は
や
合
理
的
な
根
拠
を
見
出
す
と
と

が
で
き
な
い
。

そ
し
て

ζ

の
理
論
に
よ
り
、
行
政
の
行
為
に
は
私
法
上
の
行
為
と
区
別
さ
れ
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
固
有
の

行
政
行
為
と
、
私
人
と
同
様
な
立
場
に
立
つ
行
為
、
と
の
こ
種
の
行
為
の
存
在
が
合
理
化
さ
れ
た
結
果
、
形
式
的
な
行
政
行
為
概
念
は
、

そ
の
存
立
の
基
盤
を
全
く
失
う
と
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は

行
政
に
固
有
の
法
と
し
て
の
行
政
法
の
成
立
に
合
理
的
な
根
拠
を
与
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説

ぇ
、
そ
の
発
展
の
端
緒
を
聞
い
た
も
の
と
し
て
、
充
分
に
評
値
さ
れ
て
よ
い
点
で
あ
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。

乙
の
理
論
の
第
二
の
意
義
は
、
性
質
に
よ
る
行
政
行
為
概
念
の
確
立
に
あ
る
。
従
来
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
行
政
訴
訟
は
、
個
々

論

の
規
定
に
よ
り
各
個
別
的
な
事
項
に
お
い
て
別
々
に
取
扱
わ
れ
、

そ
の
聞
に
何
ら
の
統
一
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
と
ろ
で
、

と
の
権
威

行
為
の
理
論
に
よ
り
、
権
力
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
私
法
と
そ
の
性
質
を
相
異
に
す
る
固
有
の
行
政
行
為
が
存
在
し
、

こ
の
よ
う
な
対
等

の
私
人
聞
の
行
為
と
異
な
る
固
有
の
行
政
行
為
に
関
す
る
訴
訟
が
、

個
別
的
な
法
規
に
よ
る
と
と
な
く
、

一
般
的
な
原
理
に
よ
っ
て
、
行

政
裁
判
所
に
帰
属
す
る
行
政
訴
訟
を
構
成
す
る
と
と
と
な
る
結
果

乙
の
理
論
は
、
行
政
訴
訟
の
性
格
の
探
究
、

な
ら
び
に
行
政
訴
訟
に

関
す
る
一
般
理
論
の
生
成
の
基
盤
を
、
行
政
法
学
K
新
た
に
提
供
す
る
役
割
を
果
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

乙
の
権
力
行
為

の
理
論
が
、
行
政
訴
訟
法
の
分
野
に
お
け
る
統
一
的
な
把
握
に
貢
献
し
た
点
は
、
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、

す
で
に
、

一
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
行
政
法
の
特
色
が

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
権
力
性
に
求
め
ら
れ
て
い
た
点
も
注
目
に
値
す
る
。

乙
の
時
代

の
権
力
は
、
後
応
デ
ユ
ギ
ィ
に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
、
国
家
主
権
の
概
念
に
派
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
日
と
は
そ
の
意
味
を
若

千
異
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
い
え
、
多
く
の
国
の
か
な
り
の
学
者
が
行
政
法
の
本
質
と
し
て
今
な
お
採
用
し
て
い
る
と
と
ろ
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

乙
の
理
論
は
、

そ
の
法
概
念
を
か
な
り
正
確
に
把
握
し
て
い
る
も
の
と

そ
の
時
代
に
お
い
て
、
行
政
法
の
性
格
、

言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

乙
の
理
論
の
第
三
の
意
義
は
、
権
威
行
為
の
み
を
固
有
の
行
政
行
為
と
し
て
そ
の
性
質
上
行
政
裁
判
所
の
権
限
に
帰
属
さ
せ
な
が
ら

も
、
権
力
性
の
み
を
も
っ
て
そ
の
権
限
の
分
配
の
基
準
と
し
て
割
り
切
る
乙
と
が
で
き
ず
、

そ
れ
に
法
律
の
定
め
に
よ
る
行
政
行
為
を
付

加
し
た
点
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
元
来

と
の
理
論
に
い
う
管
理
行
為
は
、
先
の
こ
の
理
論
の
紹
介
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
と
お
り
、

行
政
の
契
約
行
為
と
か
財
産
権
に
関
す
る
行
為
の
よ
う
に
、
行
政
の
全
く
の
私
法
上
の
行
為
で
あ
っ
て
、

乙
の
意
味
で
は
わ
が
国
の
学
説
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上
で
い
わ
れ
て
い
る
管
理
行
為
と
は
そ
の
意
義
を
や
や
異
に
す
る
。
だ
が

そ
れ
に
も
拘
ら
ず

こ
の
理
論
は

行
政
裁
判
所
の
管
轄
に

属
す
る
行
為
が
、

そ
の
権
力
性
と
い
う
性
質
に
よ
っ
て
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
法
律
の
定
め
に
よ
り
、
行
政
事
件
と
も
司
法
裁
判
所
に
属
す

注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、

る
民
事
事
件
と
も
な
り
う
る
行
為
が
存
在
す
る
と
と
そ
暗
示
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、

乙
の
点
は
、
権
力
行

為
の
み
に
行
政
事
件
を
限
定
す
る
こ
と
の
反
動
と
し
て
の
公
役
務
理
論
の
登
場
に
よ
っ
て
、
後
に
問
題
と
さ
れ
た
点
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

る

こ
の
理
論
の
第
四
の
意
義
は
、

さ
ら
に
、
行
政
行
為
概
念
の
理
論
的
な
基
盤
の
成
立
に
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
時
代
〕
に
お
い
て
は

だ
行
政
行
為
の
理
論
の
展
開
は
、
学
説
上
何
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
。

だ
が
、
先
述
し
た
行
政
行
為
の
形
式
的
な
概
念
の
放
棄
と
、

そ
れ
に

代
る
性
質
に
よ
る
権
威
行
為
の
理
論
は
、
固
有
の
行
政
行
為
の
存
在
を
肯
定
し
、
そ
の
範
囲
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
行
為
の

理
論
の
出
現
へ
の
基
礎
を
確
立
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

ζ

れ
以
後
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
は
、
各
事

こ
の
権
威
行
為
の
理
論
に
よ
っ
て
、

項
別
の
個
別
的
各
論
的
な
叙
述
か
ら
脱
却
し
て
.

き
た
の
で
あ
っ
た
。

一
般
的
総
論
的
な
行
政
行
為
論
を
発
展
さ
せ
る
込
が
か
り
を
得
だ
、

と
言
う
こ
と
が
で

同

こ
の
理
論
の
第
五
の
意
義
は
、
先
の
第
四
の
場
合
と
も
関
連
す
る
が

こ
の
時
代
に
は

行
政
行
為
論
が
未
分
化
で
あ
っ
た
点
に
存
す

フランス行政法成立史

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
の
と
の
理
論
の
紹
介
か
ら
推
察
さ
れ
る
と
お
り
、

と
の
理
一
一
一
酬
を

あ
る
い
は
行
政
組
織

乙
の
時
代
の
学
説
は

に
関
す
る
章
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
行
致
裁
判
に
関
す
る
章
に
お
い
て
、
論
述
し
て
い
る
。

と
の
よ
ャ
つ
に
、

一
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス

の
学
説
に
お
い
て
は

い
ま
だ
、
行
政
組
織
法
お
よ
び
行
政
訴
訟
法
の
領
域
か
ら
一
般
的
原
理
的
な
行
政
行
為
論
が
分
化
さ
れ
て
は
い
な

し、

わ
ず
か
に
グ
ュ
ク
ロ
ッ
ク
の
著
書
に
お
い
て

乙
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
理
論
の
一
般
原
則
化

行
政
行
為
の
一

そ
し
て

般
原
則
化
の
意
欲
が
見
ら
れ
、

ま
た
ラ
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
の
著
書
に
お
い
て
、

乙
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
理
論
が
一
般
的
な
概
念
と
し

い
古
品
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説

て
紋
述
さ
れ
て
い
る
ほ
か

乙
の
時
代
の
行
政
法
は
一
般
的
理
論
的
な
総
論
を
有
せ
ず
、

し
た
が
っ
て
、

一
般
的
な
行
政
行
為
の
理
論
を

も
た
な
い
。

そ
の
行
政
法
は
実
務
的
な
観
点
か
ら
、
行
政
法
の
個
々
の
事
項
お
よ
び
問
題
に
つ
い
て
、
各
論
的
に
論
述
し
、
具
体
的
な
事

論

こ
の
よ
v

つ
に
、

例
に
基
づ
い
て
素
材
を
収
集
し
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
は

あ
る
い
は
行

そ
の
法
体
系
を
築
き
上
げ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

政
行
為
の
分
野
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
行
政
訴
訟
の
分
野
に
お
い
て
、

こ
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
理
論
に
よ
っ
て
、

ぞ
の
一
般
化
の

そ
の
領
域
の
確
定
と
具
体
的
な
素
材
の
収
集
と
に
よ
っ
て
、

し
、
そ
の
一
般
的
な
理
論
化
を
目
指
し
て
、
次
の
進
化
の
段
階
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
行
政
法
は
、
第
一
次
的
な
進
化
を
完
了

素
地
を
提
供
し
た
。

そ
し
て
、

右
の
よ
う
に

ζ

の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
区
別
に
関
す
る
理
論
は

フ
ラ
ン
ス
流
の
権
力
分
立
概
念
に
基
づ
き
、
固
有
の
行
政
行

為
の
性
質
と
範
囲
を
確
定
し
て
、

そ
の
余
り
に
載
然
と
し
た
区
別
は
、
法
律

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
の
進
歩
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
だ
が
、

に
よ
る
行
政
行
為
の
例
外
を
認
め
な
が
ら
も
、
権
力
と
平
等
と
の
混
在
す
る
行
為
、
ま
た
は
権
力
を
背
後
に
潜
め
私
人
と
全
く
平
等
と
は

言
い
切
れ
な
い
行
為
の
存
在
に
、
対
拠
し
て
ゆ
く
の
に
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

乙
の
技
術
的
な
理
由
は
、
デ
ユ
ギ
ィ
ら
の
法
思

想
史
的
な
学
説
の
展
開
に
よ
る
影
響
と
相
ま
っ
て

乙
の
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
理
論
を
放
棄
さ
せ
る
に
至
り
、

こ
ζ

に
フ
ラ
ン
ス
行

政
法
学
は
.
判
例
お
よ
び
学
説
上
に
お
い
て
、
新
た
な
段
階
に
突
入
す
る
。

ζ
ζ

に
登
場
す
る
と
と
と
な
っ
た
の
が
、
実
に
、

そ
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
特
有
な
概
念
と
し
て
有
名
な
公
役
務
(
宮
路
H
4
K
2
E
Z
F
n
)
の
概
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

山
た
だ
し
、

ζ

の
理
論
に
よ
る
法
律
の
定
め
に
よ
る
行
政
訴
訟
の
付
与
は
、
行
政
訴
訟
と
す
る
よ
う
な
何
ら
か
の
性
質
の
変
更
を
伴
う
法
律
の
規
定
が
必

要
と
さ
れ
る
の
か
、
単
に
そ
の
事
項
を
行
政
裁
判
所
の
管
轄
と
す
る
旨
の
規
定
が
さ
れ
れ
ば
足
り
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
法
律
の
定
め
に
よ
っ
て
、
そ
の

事
項
の
性
質
が
私
法
上
の
民
事
事
件
か
ら
行
政
事
件
に
変
容
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
事
件
そ
の
も
の
は
民
事
上
の
事
件
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
の
裁
判
管

轄
の
み
が
行
政
裁
判
所
に
移
さ
れ
る
の
か
が
、
明
瞭
で
は
な
い
。
も
し
も
、
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
理
論
は
、
こ
の
点
、
余
り
に
形
式
的
で
あ
っ

て
、
余
り
意
味
が
な
く
、
私
の
言
う
暗
示
は
や
や
う
が
ち
す
ぎ
た
見
方
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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凶
序
説
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
今
日
行
政
行
為
の
種
々
の
効
力
お
よ
び
そ
の
理
論
の
合
理
的
な
基
盤
の
再
反
省
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
意
味
か
ら

す
れ
ば
、
行
政
法
の
内
部
に
お
け
る
行
政
行
為
の
一
般
的
な
理
論
の
生
成
に
つ
い
て
歴
史
的
な
探
究
を
行
う
と
と
は
非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
行
政
法
の
領
域
の
決
定
、
行
政
法
の
性
格
と
そ
の
体
糸
に
つ
い
て
歴
史
的
な
発
展
を
探
究
す
る
ζ

と
の
み
を

目
的
と
し
、
単
に
そ
の
問
題
点
の
所
在
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
論
文
の
脱
稿
後
に
、
と
の
行
政
行
為
の
理
論
の
学
説
史
的
な

検
討
を
試
み
た
も
の
と
し
て
、
兼
子
仁
、
「
行
政
行
為
の
公
定
力
の
理
論
」
が
あ
る
。
乙
の
著
書
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

行
政
行
為
の
務
理
論
は
、
権
威
行
為
と
管
理
行
為
の
理
論
に
よ
る
行
政
行
為
の
概
念
の
成
立
を
一
の
契
機
と
し
て
、
一
九

0
0年
代
以
後
の
行
政
法
学
に

お
い
て
、
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

間

ζ

の
時
代
の
著
書
は
、
デ
品
フ
ウ
ル
の
著
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
総
論
的
な
叙
述
を
全
く
欠
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
叙
述
が
さ

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
公
法
の
定
義
、
権
力
分
立
の
原
則
等
を
簡
単
に
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
絞
述
は
、
総
論
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
序
論
に

近
い
(
オ
l
コ
ッ
夕
、
デ
ユ
ク
ロ
ッ
ク
)
。
と
の
点
、
行
政
裁
判
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
ラ
フ
工
リ
エ
ー
ル
の
著
書
が
序
章
(
出
〈
見
司
芯
ロ
包
白
色
同
町
)
と
し

て
、
一
般
的
概
念
お
よ
び
比
較
立
法
と
題
し
、
行
政
訴
訟
の
性
質
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
の
一
般
的
な
瞥
見
と
外
国
行
政
訴
訟
法
の
紹
介
を
行
っ
て
い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
比
較
立
法
は
比
較
立
法
協
会
の
設
立
等
に
伴
う
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
比
較
法
研
究
の
隆
盛
に
よ
る
影
響
と
考
え
ら

れ
、
行
政
裁
判
に
関
す
る
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
司
法
裁
判
所
に
対
す
る
行
政
行
為
の
審
理
の
禁
止
の
原
則
、
行
政
裁
判
所
の
構
成
と
そ
の
職
権

の
分
類
、
行
政
訴
訟
の
種
類
に
つ
い
て
、
簡
単
に
論
述
し
て
い
る
に
す
ま
ず
、
今
日
で
い
う
総
論
と
は
ほ
ど
速
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

凶

ω邑
H
F
U
S
E
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